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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　第一章　最後の試練







　時節は９月中ちゆう旬じゆん。夏休みが終わり、いつもの学校生活に戻もどってから少しした頃ころ。

　高校生漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりにその知らせがもたらされたのは、いつも通り学校から帰宅して自宅のリビングでくつろいでいる時だった。

　伊い織おりのすぐ横では、妹の日ひ芽めがソファーにだらしない姿勢で座すわってテレビを見ているし、キッチンの方では母親が料理をしていて包丁のトントンという音が聞こえてくる。

　そんな何なんの変へん哲てつもない、いつもの日常風景が広がっていたわけだが、それは唐とう突とつに訪おとずれたのである。

「あれ？　お兄ちゃん、電話鳴ってるよ」

　テーブルでバイブの鳴る音に気づいた日ひ芽めが指し摘てきする。

　日ひ芽めに言われて自分の携けい帯たいの音だと気づいた伊い織おりは、何とはなしに手に取って画面を見てみる。そこには馴な染じみの番号が表示されていたので、すぐに「応答」ボタンを押おして耳を当てる。

　──携けい帯たい電話に電話が掛かかってくる。

　当然、これも日常の１コマに過ぎないよくある場面である。

　しかし、異変が起こったのはこの次だった。




「　なんだってぇぇぇぇぇぇぇぇーーーーーーーーーーーッ!?　」




　携けい帯たいを耳に当てた伊い織おりの口から突とつ然ぜん咆ほう哮こうにも似た叫さけび声ごえが上がったので、リビングに一いつ緒しよにいた妹の日ひ芽めは、大いに驚おどろかされた。

　日ひ芽めは危険を察知した小動物のようにぴょんと飛とび跳はね、ソファーの後ろに隠かくれて叫さけび声ごえを上げた伊い織おりの様子を観かん察さつする。電話で話したままその場に立ち上がった伊い織おりの表情はというと、動どう揺ようを隠かくせないものだった。目を見開いて口を半開きにしているのだ。

　しばらくして伊い織おりは静かに電話を切った。電話の相手にたまに「はい」とか「分かりました」とかいう相あい槌づちを打つばかりだったので、日ひ芽めに会話の内容を把は握あくすることは出来なかった。

　伊い織おりは通話を終えたばかりの携けい帯たいを握にぎった手をダランと下げて、上の空な様子でその場にじっと静止している。

　明らかに普ふ通つうの電話の対応ではなかった。一体何の連れん絡らくだったのだろうか。

「お兄ちゃん……？　大だい丈じよう夫ぶ……？」

　日ひ芽めは心配そうに伊い織おりに近づいて言った。伊い織おりは目を大きく開けたまま動こうとしない。目の前で手を振ふってみても無反応だ。

　これはどうやらよほどショッキングな知らせが届いたようだ。

　現在、両親は問題なく在宅中である。親しん戚せきに何かあれば父に連れん絡らくが入るだろうし、伊い織おりの友人に不幸でもあったのだろうか。

「う、ううううう……」

　続けて伊い織おりは、顔を両手で覆おおい身み震ぶるいし出した。

　日ひ芽めは思う。これはきっと兄自身に降りかかった火の粉なのだと。何な故ぜなら最近の兄は、やたらと幸運続きだったからだ。

　たとえば夏祭りの時には、わざわざ美少女たちがお誘さそいに自宅にやって来たし、ついこの間なんて、超ちよう人気アイドルの東雲しののめ夜よ桜ざくらと友達になり部屋に連つれ込こむ始末だ。

　今まで浮ういた話なんて一いつ切さいなかった伊い織おりなのに、この数ヶ月はあまりに女の子運が良すぎた。それらが祟たたったのかもしれない。

　さらに、日ひ芽めはピンと来た。

　伊い織おりはあの美少女たちの誰だれかに告白をしていて、今のはそのお断りの電話だったのではなかろうか……？

　ああ、きっとそうだ。だからこんなにも嘆なげいているのだ。

　とすると、相手は誰だれか。

　まさかアイドルの東雲しののめ夜よ桜ざくらに？

　日ひ芽めも大ファンのアイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらは、最近漫まん画が家かデビューをしてさらに注目されている。同じ漫まん画が家かである伊い織おりは、彼かの女じよと知り合いになれたらしく、この家に連れてくることも出来たようだ。

　いや、さすがにあの超ちよう人気アイドルに告白する度胸が、伊い織おりにあるとは思えない。

　ならばクラスメイトの霧生きりゆう萌もえ黄ぎか？

　萌もえ黄ぎは伊い織おりの小学生時代の同級生で、アメリカからの帰国子女だ。たまたま転校生として同じ高校の同じクラスにやってきて再会を果たしたという。実に運命的な相手である。彼かの女じよが創部した漫まん研けんに伊い織おりも入部しており、夏休みには南の島で合宿をして距きよ離りも縮ちぢめたはずだ。これはかなり可能性が高い。

　あるいは最近知り合いになったという杜もり若わか楪ゆずり葉はか？

　彼かの女じよも同じ漫まん研けんに所属している美少女だ。なんでもマンガを描かくのが得意という話だし、きっと伊い織おりと気が合うだろう。家にやって来たこともあるし、日ひ芽めとしても注目株だ。

　ともかく共通するのは、全員めっちゃ可愛かわいい女の子ということ。つまり、いずれも高たか嶺ねの花というやつだ。

「元気出してお兄ちゃん！　女の子にフられたくらいで何さ！　そんなのよくあること！　まだ若いんだから！　行ける！　行ける！　お兄ちゃんはナルシストでマンガしか取とり柄えのないクズだけど、きっとその内いい人見つかるから！」

「誰だれがクズだ！　誰だれが！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、伊い織おりは自分の顔を覆おおっていた手をどけ、凄すさまじい勢いで日ひ芽めの小さなほっぺを鷲わし摑づかみにした。

「うひゃ！　ご、ごめんなひゃい！」

　そのままほっぺをぐにぐにとやられ、日ひ芽めは堪たまらず謝あやまった。許しを得て伊い織おりに解放されると、涙なみだ目めでほっぺをさする。

「ふぅ～……。……ゴ、ゴメン、お兄ちゃん。ちょっと言い過ぎたよ……。で、誰だれにフられちゃったの？　ザクラちゃん？　萌もえ黄ぎちゃん？　楪ゆずり葉はちゃん？」

　日ひ芽めはやや遠い目をしてから続ける。

「まあみんな可愛かわいいからね……。そう簡かん単たんにはいかないよね……。お兄ちゃん、もう少し分をわきまえようか？　ね？」

　そう言いながら、日ひ芽めは全力で憐あわれみを込こめた視線を伊い織おりにぶつけた。

「おい日ひ芽め！　お前はさっきから何の話をしているんだよ!?」

「え？　お兄ちゃん、女の子に告白してフられたんじゃないの？」

「はあ!?　バカか！　そんなわけないだろ！」

「だってスゴイ驚おどろいてたじゃん」

「お前、どんだけ勝手に話を飛ひ躍やくさせてるんだよ。告白もしてないし、フられてもいない。大体、この僕ぼくが女の子に告白なんてするわけないだろ。バカバカしい」

「あっ……」

　その発言で、日ひ芽めはすぐに察した。

「……そうだよね……。ゴメンね……。お兄ちゃんが〝女の子に〟告白なんてするわけないよね……。……そうだったね……」

　日ひ芽めは思い出す。伊い織おりの本命は別にいるではないか。

　西の高校生漫まん画が家か・高こう良ら翔しよう太た郎ろうだ。

　日ひ芽めも認める面おも白しろいマンガを描かく、伊い織おりのライバル。ルックスは超ちようイケメン。

　そして夏祭りに二人っきりで出で掛かけるような仲……。

　ああ、なるほど、やはりそういうことか。そっち行っちゃうのかこの兄は。あんだけ身近に美少女がいるのに、そっち行っちゃうか……。

　日ひ芽めはふて腐くされた表情で肩かたを落とす。

「……あのなあ日ひ芽め。言っておくが、さっきの電話は別に悪い知らせなんかじゃないぞ」

　日ひ芽めが何を考えているか伊い織おりは分かっていないのだが、とても落おち込こんだ様子だったので安心させるためにそう言ってやった。

「……え？　そうなの？　じゃあ、さっきの何の電話だったの？」

　日ひ芽めがぽかんとした顔で尋たずねる。

　すると、急に伊い織おりは口元を押おさえて堪こらえきれない感じで笑い声を漏もらした。

「くくく。なんてことはないよ。この天才がようやく理解されたってだけの話さ」

　しかし、全まつたくもって意味が分からない返答だったので、日ひ芽めはますます目を丸くする。

　それを受け、満まんを持じした雰ふん囲い気きで伊い織おりは言った。

「ふっ……。連れん載さいだよ」

「……連れん載さい？　…………え？　ま、まさか、それって!?」

　日ひ芽めの驚おどろき顔がおを見ながら、伊い織おりはこれでもかというドヤ顔を披ひ露ろうする。

「ああ、連れん載さい決定だよ。この天才高校生漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりの『週刊少年ライン』連れん載さいが決定したんだよ」

「ふええええぇぇぇ!?　ホントぉぉぉぉ!?」

　ようやく状じよう況きようを理解し、日ひ芽めは喜びの声を上げる。

　そう、さっきの電話は伊い織おりの担当編集である美み野の里り川かわからの連れん絡らくだったのだ。伊い織おりの原げん稿こうが連れん載さい会かい議ぎを通り、連れん載さいが決定した旨むねの報告だ。

「スゴイよ！　お兄ちゃん、おめでとう！　それじゃあお祝いしなきゃね！　パーティーだよ！　連れん載さいおめでとうパーティーだよ！」

　日ひ芽めはまるで自分のことのようにはしゃぎながら言う。

　この１年、伊い織おりから「連れん載さいがしたい」と耳にタコが出来るくらい聞かされたものだ。それ程ほどに『週刊少年ライン』の連れん載さいは兄が望んでいたことだし、妹の日ひ芽めとしてもその夢が叶かなうとなれば嬉うれしいのである。

　そうやって小こ躍おどりする日ひ芽めを見ながら、伊い織おりは鼻で笑う。

「おいおい、何もそうことを大げさにしなくてもいいさ。この僕ぼくの連れん載さいなど既き定てい路線に過ぎないからね。なるべくしてなったこと。春が夏になり、夏が秋になる。季節が巡めぐるのと同じで、ただ当然のことが起こっただけさ」

　などと伊い織おりは落ち着いた風な喋しやべりをかましているが……、

「そんなこと言ってるけど、お兄ちゃん！　さっきからめっちゃにやけてるからね！」

「……にやけている、だと？　この僕ぼくが？　ハハッ。そんなわけないだろ」

「ううん！　今のお兄ちゃん、歴代トップクラスのにやけ顔になってるよ!?　それにスゴイ力強くガッツポーズしちゃってるよ！　握にぎった拳こぶしがスゴイよ！　喜びを全然隠かくせてないよ！」

「日ひ芽め、何を言ってるんだ？　どう見たっていつもの冷静な僕ぼくじゃないか。ほら、こうしていつも通りに振ふる舞まっているよ」

「なんでダルマ持ってきたの!?　なんでそれに墨すみで片目を入れようとしてるの!?　大だい事じを成なし遂とげた時にすることしちゃってるよ!?　スゴイよ！　お兄ちゃん、喜びがそのまま行動に出ちゃってるよ！」

　その日、急きゆう遽きよ伊い織おりの母親が、息子むすこのために御ご馳ち走そうを作ってくれたのは言うまでもない。
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「ホントに!?　おめでとう、左そ右う田だくん！」

　翌日、学校に登校して隣となりの席の霧生きりゆう萌もえ黄ぎに報告するや、あっという間に伊い織おりの連れん載さい決定の話はクラス中に広まった。

「すげえな左そ右う田だ！」

「おめでとう！」

　伊い織おりの机を囲んで皆みなが口々に祝いの言葉を言う。クラスメイトの活かつ躍やくを聞いて、誰だれしもが喜んでくれたのだ。有名な『週刊少年ライン』の連れん載さい作家ともなれば当然の反応であろう。コンビニや書店に行けば必ず置いてある雑誌だし、それに毎週作品が載のるなんてとんでもない話である。

「マージッ!?　マジ、マジかっ!?　すっごいじゃないのぉ！」

　担任の古ふる町まちみもりも、教室に入り教え子たちからその話を聞くと、教きよう壇だんをひっくり返す勢いで大喜びであった。

　彼かの女じよは元々マンガ好きで、忙いそがしい中でも他の運動部と兼けん任にんで漫まん研けんの顧こ問もんをやっているくらいだ。部活とは関係なしに普ふ段だんのクラスでもマンガのことで伊い織おりを激げき励れいし、伊い織おりの読みきりが雑誌に掲けい載さいされればすぐに感想を言ってくれる。

「いやはや、左そ右う田だ！　さっすがあたしの生徒だよ！　もはやあたしがあんたに教えられることは何もないね！」

「いやミモリン！　マンガに関してはなんも教えてねえからね！」

　担任へのクラスからの突つっ込こみは鋭するどいが、そんなのお構いなしにみもりは連れん載さい決定の感想や意い気き込ごみなどの質問を伊い織おりに次々に吹ふっ掛かける。

　こうしてホームルームの時間は、伊い織おりへのヒーローインタビューのような状態が続いた。




　部活の時間も、伊い織おりの連れん載さい決定に対して、祝福ムード全開であった。

　みもりは相変わらず運動部の方が忙いそがしいので不在だが、漫まん研けんの部室には部員全員が揃そろい、それぞれ伊い織おりに祝福の言葉を送る。

　伊い織おりはプロの漫まん画が家かの仕事とは別に、高校では漫まん画が研究部──漫まん研けんに所属している。プロのマンガ執しつ筆ぴつの合間にも、こうしてきちんと皆みなの前に顔を出しているのだ。夏休みには合宿で絆きずなを深めたし、彼かれらは一番腹を割って話せる仲間たちと言えるだろう。当然、伊い織おりの活かつ躍やくを喜んでくれている。

　改めて、自分は恵めぐまれた環かん境きように置かれていると伊い織おりは自覚した。「漫まん画が家かなんて不安定な職しよく業ぎようやめておけ」とかネガティブなことを言われる漫まん画が家か志望者も多いだろうに、周囲の人々全員が伊い織おりのことを応おう援えんしてくれているのだから。

「いや～、これはホント凄すごいことだよ～」

　男子メンバーの磯いそ辺べが改まって言うと、同じく丸まる山やまが激はげしく首を振ふって頷うなずく。

「ああ！　だってあの『週刊少年ライン』の漫まん画が家かだもんな！　それだけでも友達としてすげー自じ慢まん出来るのに、連れん載さい作家だぜ!?　伊い織おり、お前はマジですげーやつだよ！」

「うん！　凄すごいよ左そ右う田だくん！　野球部でいうなら甲こう子し園えんで優ゆう勝しようしたくらいのことだよ！　サッカー部でいうなら国体優ゆう勝しようかな！　あとは、茶さ道どう部ぶでいうならあれだよ！　……その、あれだよ！　すっごい濃こいお茶が淹いれられたくらいのことだよ！」

「もえちー！　無理にたとえようとしなくていいから！　オレ茶さ道どうわかんないけど、それ多分あんまり凄すごくないから！」

「え!?　そ、そうかな!?　アハハっ！」

　中でも萌もえ黄ぎが一番大きくはしゃいでいるようだ。

　マンガ好きで漫まん研けんの部長の彼かの女じよだ。『週刊少年ライン』はもちろん愛読誌だし、そのうえ伊い織おりとは小学生の頃ころからの仲なのだ。喜びも一ひと入しおであろう。いつも以上に明るい笑え顔がおを浮うかべている。

　そうやって漫まん研けん部員が口々に賞賛するのに対し、伊い織おりは落ち着いた様子の苦笑いで応こたえていた。

「……はは。君たち、さすがにちょっと褒ほめすぎだよ。まだ連れん載さいは始まってもいないんだよ？　いくら連れん載さい作家になれるからって、上う手まく軌き道どうに乗るかどうかなんて、どこにも保証がないんだ。喜ぶのは時期尚しよう早そうってやつだよ」

　皆みなが喜んでくれるのはもちろん有あり難がたいのだが、今のは伊い織おりの本音の部分である。どんなプロの世界でもそうだろう。いくらデビュー出来ても、成功するのは一ひと握にぎりなのだ。連れん載さいが決まってもこの先どうなるかは未知数──。

「でもでも！　左そ右う田だくんなら絶っっ対大だい丈じよう夫ぶだよ！　いつも頑がん張ばってるし、マンガだってすごく面おも白しろいんだから！」

　萌もえ黄ぎのキラキラした瞳ひとみで覗のぞき込こまれ、伊い織おりは固まる。

　ルックスは飛びぬけて可愛かわいいし、この子の笑え顔がおは眩まぶしすぎると改めて思った。その笑え顔がおの輝かがやきが今自分にだけ照らされているのだ。健全な男子なら誰だれもが羨うらやましがる状じよう況きようである。

「お、おいおい、霧生きりゆうさん……。そうは言ってくれるけど、別にそんなことは………………確かにあるよねぇ！　タハッ！」

　一転して、伊い織おりの高笑いが部室を包む。

「ハハハハハハハハッ！　そうだよねぇ!?　絶対そうだよねぇ!?　何て言ったって、この僕ぼくは天才高校生漫まん画が家かだからねえ！　連れん載さいを始めたら成功はもちろん、一番人気の作家になるのは確定しているようなものだよね!?　フハ、フハハハハハハハハハッ！」

　伊い織おりはかつてないほどのご機き嫌げんである。

　長年の夢が叶かない、こうして周りの人たちから賞賛されれば当たり前ではある。だが、客きやつ観かん的てきに見ればかなりウザい。

　とはいえ、今の漫まん研けんの部室はそんなこと気にならないくらいのお祝いムードであった。萌もえ黄ぎたちはファンファーレやクラッカーでも鳴らしそうな勢いである。

　伊い織おりの高笑いはしばらく続く。

「ハハハハハハハハハハハハハハハハハ──。…………ん？」

　しかし、やがて伊い織おりは違い和わ感かんに気づいた。

　ゆっくりとその違い和わ感かんの方に視線を向ける。

　──そこにいるのは、部室の中でただ一人、何も言わずにこちらを見ている少女だった。

　他の漫まん研けんのメンバーが祝福する中、彼かの女じよだけは終始ムッとした表情をしているのだ。

　トレードマークのベレー帽ぼう。美しい黒くろ髪かみ。マンガから飛び出したのかと見み紛まがう美少女。

　名前は、杜もり若わか楪ゆずり葉は。

　世間には秘密にしているが、実は彼かの女じよも伊い織おりと同じくプロの漫まん画が家かである。

　それも超ちよう売れっ子漫まん画が家かだ。

　何を隠かくそう、彼かの女じよこそ、伊い織おりの目標にして最大のライバル『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』その人なのである。




　学校からの帰り道、隣となりを歩く楪ゆずり葉はに伊い織おりは問いかける。

「……何だよ楪ゆずり葉は。喜んでくれないのか？」

　同じ駅を利用するので、伊い織おりと楪ゆずり葉はの二人は一いつ緒しよに下校することが多い。

　出会った当初はマンガの話が大半だったが、最近は世間話もするようになった。『漫まん画が家か仲間』という繫つながりと、『部活の友達』という繫つながりを得たからだろう。長い間不登校気味で友達のいなかった楪ゆずり葉はだが、最近はクラスにも馴な染じみ始はじめたらしく、学校での話を伊い織おりに楽しそうに聞かせてくれることもある。

　しかし今日の楪ゆずり葉はは、まるで伊い織おりとは相反するように、明らかに機き嫌げんの良くない雰ふん囲い気きだった。さっきからろくに目線も合わせない。

「おい、分かってるのか？　連れん載さいだぞ。この僕ぼくの連れん載さいが決まったんだぞ」

「──ああ、はい、そうですね」

　ようやく出た台詞せりふがこれだ。

　素っ気ない。あまりに素っ気ないではないか。楪ゆずり葉はだって伊い織おりの連れん載さいを楽しみにしていると以前から言っていたのに、まさかの反応である。一体どうしたのだろうか。

　この楪ゆずり葉はは、既すでに『週刊少年ライン』で連れん載さいをしている超ちよう売れっ子漫まん画が家かである。現在連れん載さい中の【スタプリ】は多くの読者を虜とりこにし、アニメ化も決まっている作品だ。

　そんな彼かの女じよは漫まん画が家かとして、面おも白しろいマンガを生み出すことを大切にしているのはもちろん、マンガ好きの一人の少女として、誰だれかが生み出した面おも白しろいマンガを読むことも楽しみにしている。だったら、伊い織おりが面おも白しろい連れん載さい作品を描かくことは本ほん望もうのはずだ。素す直なおに喜びを見せればいいのにどうしたというのだ。

「プロの漫まん画が家かとして僕ぼくと戦えることを楽しみにしていたんじゃなかったのか？　なあ、楪ゆずり葉は。一体どうしたんだよ？」

　伊い織おりは黙だまったままの楪ゆずり葉はを横目で見ながら、肩かたを竦すくめた。

「……ああそうか、なるほどね。そういうことか。いよいよこの僕ぼくと戦うってことで、臆おくしてしまったんだな。あの東雲しののめ夜よ桜ざくらにも負けなかった君だが、とうとうこの天才に破られるというのは、さすがにショックもあるだろうさ」

　アイドル漫まん画が家か・東雲しののめ夜よ桜ざくら。

　売り上げ至上主義の氷ひ室むろ小路こうじ編集長が率いる『週刊少年タイム』で、自らのアイドルの知名度を使い爆ばく発はつ的てきな売り上げを見せつけた少女。楪ゆずり葉はとは幼おさな馴な染じみで因いん縁ねんも深い。【スタプリ】をも越こえる勢いすら見せたかつてない強敵だったが、楪ゆずり葉は──杜もり若わか王おう子じ郎ろうはこれを４年ぶりに発表した新作で打ち破ったのである。

　あの戦いを通し、漫まん画が家か・杜もり若わか王おう子じ郎ろうの力と名声をますます世間に轟とどろかせたわけだが。

「杜もり若わか王おう子じ郎ろうは長年トップを走り続けてきた漫まん画が家かだ。君にとってはお祖じ父いさんの代からずっと守ってきた大事な肩かた書がきだし、いきなり現れた新人の僕ぼくに打ち破られるのは辛つらいだろうな」

　世間には秘密だが『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』というペンネームは、楪ゆずり葉はが亡なくなった祖父と父親から継ついできたものである。小学生の時に父親が事故死して、その遺志を継つぎ、楪ゆずり葉はは杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガを世間に発表し続けている。

　楪ゆずり葉はは、常に『杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして最高の漫まん画が家か』であろうとしている。そうすることで『最高に面おも白しろいマンガ』を描かいてきた。

　もしもそれを超こえる存在が現れたとしたらどうだろうか。きっと心中穏おだやかではないだろう。

「……だが、何も気にすることはないよ楪ゆずり葉は。この天才に負けることはむしろ誉ほまれじゃないか。決して君のマンガがつまらなくなってしまったわけではない。君のマンガがぶっちぎりで面おも白しろいのは僕ぼくも認めるところさ。ただ単純に、この僕ぼくのマンガがさらに優ゆう秀しゆう過ぎるってだけの話じゃあないか。何も心配することはない。この先は僕ぼくを越こえるつもりでマンガを描かけば、君はさらに面おも白しろい作品を生み出せるんだからさ」

　と、ドヤ顔の偉えらそうな口調で伊い織おりは語り続けながらも、たまにチラチラと楪ゆずり葉はの反応を窺うかがう。

　いつもなら冷たいながらもそろそろ突つっ込こみを入れてくるはずなのだが、期待空むなしく、楪ゆずり葉はは何か言いたげな視線をこちらに送るばかりだった。

「……何だよ。何か文句があるならはっきり言えよな。気になるじゃないか」

「……………」

　伊い織おりがさすがに不安な表情を見せ始めたところで、見計らったように楪ゆずり葉はは話し出す。

「…………伊い織おりくん。言ってもいいんですか？」

「ああ。何でも言ってくれ。君の意見は誰だれよりも信用出来るからね。遠えん慮りよせずに何でも言ってくれよ」

　一いつ瞬しゆん、迷った表情を見せるが、楪ゆずり葉はは続ける。




「──調子に乗り過ぎですよ？」




　あまりに冷ややかな瞳ひとみだった。

　養よう豚とん場じようの豚ぶたを見る目だ。その手のマニアには堪たまらないだろうが、そっちの趣しゆ味みのない伊い織おりには辛つらいだけのものだった。文句があるなら言えとは言ったが、あまりに容よう赦しやがない。心を抉えぐられる。

「……お、おいおい……。そんなことで怒おこってたのか……？　き、君も案外心が狭せまいんだな」

　確かに調子に乗った発言もしたが冗じよう談だん半分だったので、伊い織おりは内心凹へこみながら言う。

　そんな伊い織おりの様子に気づいた楪ゆずり葉はは、すぐに首を横に振ふった。

「ああ、いえ。私、別に怒おこっているわけではありませんよ？　伊い織おりくんのことを心配してあげているだけです」

「心配だと？　言っておくが、連れん載さいと学校生活の両立なら大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いえ、そこは全まつたく心配していません。あなたは現状でも、日々、週刊連れん載さいを越こえる量のマンガを描かいているようですからね。そうではなく、そういう調子に乗った発言をしていると、あとが怖こわいという話です」

「どういう意味だ……？」

「『フラグ』ですよ。マンガならそういう調子に乗った発言をしたキャラって、あとで確実にやられますよね？」

　楪ゆずり葉はの言葉を聞きながら、伊い織おりの頭にはある単語がよぎっていた──。

「『マンガの神様』……か？」

　伊い織おりが呟つぶやくと、楪ゆずり葉はは真顔で頷うなずく。

『マンガの神様』とは、マンガのような現象を起こす楪ゆずり葉はに憑つく存在、あるいは楪ゆずり葉は自身の体質のことを指す。この『マンガの神様』のせいで、彼かの女じよの周りではトラブルがあとを絶たない。

　実際、伊い織おりは楪ゆずり葉はと出会って以来、マンガのような出来事に何度も出くわしている。出会いからして学校の廊ろう下かでぶつかるというベタなものだった。他にも、マンガによくある『死亡フラグ』を立てれば、本当に死ぬ可能性すらあるくらいなのだ。

「そういう発言もですが、露ろ骨こつに何か上向きのことがあれば、それを邪じや魔まする存在や出来事がマンガでは必ず現れるものです。ライバルの出現。不ふ慮りよの事故。ｅｔｃ……」

「つまり君はこう言いたいのか？　調子に乗っている僕ぼくに更さらなる試練が待っている、と。これからまるでマンガのような過か酷こくな試練が待ち構えている、と」

　伊い織おりからの問いに返事はせず、楪ゆずり葉はは憂うれいを帯びた表情でジッと伊い織おりを見み据すえている。

　すると、伊い織おりは不安を吹ふき飛とばすように余よ裕ゆうのある笑い声を上げた。

「ははっ。これ以上どんな試練があるというんだ？　たとえば人気が出ずに打ち切りか？　この天才が？　あり得ないよ」

　楪ゆずり葉はが口を開こうとすると、伊い織おりは手を突つき出だして制止した。

「こうやって調子に乗ることが『負けフラグ』だって言いたいんだろ？　大だい丈じよう夫ぶだ。君だって僕ぼくの成長を知っているだろ？　仮にこの先何か良くないことが起ころうが、今の僕ぼくなら乗のり越こえられるよ」

　楪ゆずり葉はは黙だまってジト目を浮うかべている。『マンガの神様』が引き起こすマンガのようなトラブルに対して、伊い織おりのことを心配しているのだろう。

　何度もマンガのような出来事に巻まき込こまれてきたのは事実ではある。

　とはいえ、伊い織おり自身は『マンガの神様』という存在を未いまだに否定している。

　人生が運命づけられているなんてことはないし、マンガだろうと現実だろうと、人生に浮うき沈しずみは付きものだ。上う手まく行かないことを誰だれかのせいにしたり、ましてやそういう目に見えない運命のせいにするのは真っ平ごめんだ。

　それに、自分が上う手まく行ったことすらその神様のお蔭かげとは思いたくない。良いいことも悪いことも自分次し第だいだ。

　高こう良ら翔しよう太た郎ろうとの戦いとその勝利。今回の連れん載さい決定。

　それら全てが『マンガの神様』によって運命づけられているなんてことはない。

　全部、自分自身の努力の結果だ。

「長い間ずっと夢見てきた『連れん載さい』を、僕ぼくはついに手に入れたんだ。悩なやんでも、悩なやんでも、諦あきらめずにマンガを描かき続つづけた。その甲か斐いあって僕ぼくはこうして連れん載さいを勝ち取ったんだよ。そう、転んでも、転んでも、僕ぼくは立ち上がってきた。そうやって夢を摑つかんだんだ。この先、どんな壁かべがやって来ようとも、たとえまた大きく転んでも、僕ぼくはまた何度でも立ち上がってみせるさ」

　伊い織おりは力強く言い切った。

　──どんなことが起ころうが、自分のこの手で切り開き、自分のこの足で歩んでやる。

　そんな決意溢あふれる伊い織おりの言葉と顔を見て、楪ゆずり葉はの表情は柔やわらかいものへと変わっていた。

「……伊い織おりくん」

「おいおい。まだ何か──」




「連れん載さい決定おめでとうございます」




　その楪ゆずり葉はからの祝福の言葉は、伊い織おりの決意が本物と確信出来たから発せられたのだろう。

　それは伊い織おりの心を打った。

　ずっと尊敬し目標にしてきた漫まん画が家かからの言葉だったからだ。

「……ありがとう、楪ゆずり葉は。君が側にいてくれたお蔭かげだよ」

　伊い織おりは素す直なおに感かん謝しやの言葉を言えた。

　彼かの女じよの言葉がなければ、彼かの女じよの存在がなければ、ここまで到とう達たつ出来ていなかっただろう。

　伊い織おりは真しん剣けんな眼まな差ざしで、楪ゆずり葉はを真まっ直すぐに見つめ続ける。

「…………っ」

　慌あわてて楪ゆずり葉はは顔を背そむける。

「どうした？」

「な、なんでもありません」

　彼かの女じよの頰ほおが赤く染まっていることに、伊い織おりが気づくことはなかった。
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　翌日の週末、伊い織おりは『ライン』の編集部にやって来た。

　もちろん、この度たび正式に決定した『週刊少年ライン』での連れん載さいの打ち合わせのためである。連れん載さい用マンガの原げん稿こうとネームは提出しているが、まだ色々と調整しなければならないことが目め白じろ押おしだ。

　今後、たとえ楪ゆずり葉はの言う『マンガのような試練』が待ち構えていたとしても、まずは全力で目の前の連れん載さいに挑いどんでいくつもりだ。

　百歩譲ゆずってこの連れん載さいが失敗に終わったとしても、次に生かせばいい。アンチに叩たたかれようが、単行本の売り上げが爆ばく死ししようが、連れん載さい中に何があっても折れることは絶対にない。

　心からそう思う。

　何な故ぜなら、自分はマンガが大好きだから。そして、自分のマンガを待ってくれている読者が大切だから。

「改めておめでとう！　良かったわね、伊い織おりちゃん！」

　打ち合わせに使う机に着くや、担当の美み野の里り川かわが手を叩たたきながら祝福してくる。

「ありがとうございます。これも美み野の里り川かわさんのバックアップのお蔭かげですよ」

「うふふ、アタシは何もしてないわよ。全部伊い織おりちゃんの頑がん張ばりよ。ほうら、もっと胸を張っていいのよ」

　そう言ってウインクする美み野の里り川かわを、伊い織おりは笑って受け入れられた。

　美み野の里り川かわはこのような口調だが中年のオッサンである。普ふ段だんならこんなオッサンのウインクなど吐はき気けしかしないが、今日は違ちがう。こんなに気分のいい日はないからだ。

　連れん載さい。どれほど待ちわびてきたことか。

　担当の美み野の里り川かわにとっても、伊い織おりの連れん載さい決定は嬉うれしいことこの上ないだろう。担当している新人の中でも、飛びぬけて連れん載さいへの強い意志を示してきたのだから尚なお更さらである。とても機き嫌げんよさそうだ。

「あっ、そうそう。編集長がね、伊い織おりちゃんに直接お話があるそうなの。今は外出されてるんだけど、そろそろ編集部に戻もどられるから、その時はお願いね」

「勅て使し河原がわら編集長から直接ですか？」

「ええ。何か伊い織おりちゃんに確かく認にんしておきたいことがあるんだとか何とか」

　それを聞いて伊い織おりは、編集長へお礼を言いたかったので、ちょうどいいなと思った。

　勅て使し河原がわら編集長は『週刊少年ライン』編集部の中でも特にやり手の編集者だ。多くの人気作を世間に送り出してきた。これまで伊い織おりの実力を認めつつも頑がんとして連れん載さいだけは認めようとしてこなかったが、その勅て使し河原がわらが今回ついに首を縦に振ふったのである。

　正直伊い織おりは、勅て使し河原がわらを憎にくらしいと思うこともあった。彼かれさえ「うん」と言えば、伊い織おりはすぐにでも連れん載さいを始められていたのだ。つまり、勅て使し河原がわらは伊い織おりの連れん載さいの唯ゆい一いつにして最大の壁かべだったのである。

　しかし、今にしてみればそれも良いい思い出だ。すぐに連れん載さいを始めていても、良いい結果にならなかったように思える。この１年の成長があったからこそ、今回の連れん載さい原げん稿こうが描かき上げられたのだから。

　相当の自信作だ。内容的には十分トップを狙ねらえると自負している。

　しかも、楪ゆずり葉はや、アイドル漫まん画が家かの夜よ桜ざくらからもアドバイスを貰もらいながら完成させた原げん稿こうだ。あの二人も出来上がったものを絶賛してくれていた。きっと読者にも受け入れられるだろう。

「あら？　ちょうど今、編集長が帰って来られたみたいね。伊い織おりちゃん、行ってあげてちょうだい」

　美み野の里り川かわに言われ、伊い織おりは編集長のデスクへと歩み寄って行った。

　勅て使し河原がわらは上着をハンガーに掛かけ、カバンを机に置いて椅い子すに座すわったばかりのところだった。伊い織おりが近づいてくるのに気づき、互たがいに挨あい拶さつを交かわす。

　勅て使し河原がわらはいつも通り漆しつ黒こくのサングラスを掛かけている。背広を着ていても分かる屈くつ強きようなアスリート体型である。素す手でで人を殺やれそうなビジュアルだ。仕事の腕うでもだが、見た目の厳いかつさも編集部でトップクラスだ。

　挨あい拶さつを終えると、伊い織おりは深々と頭を下げた。

「──編集長、今回はありがとうございました」

　頭を地面に向ける伊い織おりを見ながら、勅て使し河原がわらは怪け訝げんな表情を作る。

「ん？　ありがとうとは？　左そ右う田だ先生。それは一体何の礼かね？」

「もちろん連れん載さいの件ですよ。お許しをいただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いします」

　さらに頭を下げる伊い織おりを、勅て使し河原がわらはサングラス越ごしにジッと見つめる。

「……連れん載さい？　……ああ、そうだったね」

　ふいに、パチパチと乾かわいた拍はく手しゆの音が伊い織おりの耳に響ひびいてきた。

　頭を上げてみると、勅て使し河原がわらが手を叩たたいているところだった。

　だが、心からの祝福という風には見えない。どこか芝しば居いがかった仕草であった。

「……そうだった、そうだった。君は遂ついに歴史ある『週刊少年ライン』の連れん載さい作家の一人となったのだね」

　何やら台本の台詞せりふを読み上げるような、ワザとらしい言い回しだった。

　この一連の行動に対して伊い織おりが訝いぶかしがっていると、勅て使し河原がわらは机の中から何かを取り出した。

「あっ……！　それは……!?」

　勅て使し河原がわらが右手に持ってチラつかせているのは、美み野の里り川かわを通じて提出した伊い織おりの原げん稿こうだった。連れん載さいのために描かき上あげた渾こん身しんの一作だ。

　タイトルは【ゴールド・タイム・キーパー】。

　時間管理者の主人公が、時空犯罪者を取とり締しまるという内容だ。タイムマシーンで過去・未来、様々な時代に渡わたり、犯罪者たちとバトルを繰くり広ひろげていくというのが大筋である。

「うむ、じっくり読ませてもらったよ。この連れん載さい用第１話。そして、この先の４話までのネームの方もね」

「ありがとうございます、編集長。いかがでしたか？」

　途と端たん、勅て使し河原がわらの口角が僅わずかに上がる。サングラスのせいで分かりづらいが、どうやら笑っているようだ。

「ふふっ。そうだなあ。ううむ……」

　感想を言葉にするのに少し悩なやんでいる様子だ。

　無理もないだろう。このマンガ、全ての読者に喜んでもらえるよう、多くの仕し掛かけと要素を織おり込こんである。作者である伊い織おりですら、一言二言では作品の良さを語れない。

「……ああ、そうだ。それより先に、君に訊きいておきたいことがあるのだが」

「はい？　何でしょうか」

　そういえば美み野の里り川かわ曰いわく、勅て使し河原がわらは確かく認にんしておきたいことがあるという話だった。どうやら今からそれをするようである。

「うむ。──本当に君はこいつで連れん載さいに挑いどむのかね？」

「え？」

「この【ゴールド・タイム・キーパー】で『週刊少年ライン』の連れん載さいを戦っていく。それで本当にいいんだね？」

　勅て使し河原がわらは何かを試ためすような口くち振ぶりだった。

　言い知れぬプレッシャーが伊い織おりを襲おそう。

「……えっと……。あの、それはどういう意味でしょうか？」

　勅て使し河原がわらは返答せず、無言でこちらを見ている。

　その手には伊い織おりの原げん稿こう。

　──言葉に困る。

　連れん載さいへの自信と覚かく悟ごを試ためされているのだろうか。

　伊い織おりは少し迷った末、堂々とした面おも持もちで答えた。

「はい、そうです。これが今僕ぼくの描かける最高の長編マンガです。この【ゴールド・タイム・キーパー】で僕ぼくは『週刊少年ライン』のトップを目指すつもりです」

　伊い織おりの熱の籠こもった言葉を聞き終えると、勅て使し河原がわらの口角がさっきよりさらに上がった。

　今度ははっきりと分かる笑えみだった。

　それを見て伊い織おりはホッと胸を撫なで下おろす。

「そうか、そうか。こいつで連れん載さいに挑いどむんだな。それが君の答えなのだね」

　勅て使し河原がわらは穏おだやかな口調で言いながら何度か頷うなずく。

　伊い織おりもそれに笑え顔がおで応える。

「はい！　どうかよろしくお願いします！」

　だが、次の瞬しゆん間かんだった。




「　ざけんじゃねえぞオラァァァァ！　」




　──編集部が騒そう然ぜんとなる。

　その勅て使し河原がわらの怒ど声せいは、出版社のビル全体を揺ゆり動うごかすくらい勢いのあるものだったからだ。

　ついさっき気持ち良い表情で編集長の許もとに伊い織おりを送り出した美み野の里り川かわも、驚おどろきで口をあんぐりと開けている。周りの編集者全員の顔が何事かと困こん惑わくの色で満ち満ちている。

　ここまで勅て使し河原がわらが怒いかりを露あらわにするのは、ライバル雑誌の『タイム』編集長である氷ひ室むろ小路こうじに煽あおられた時くらいだった。

　怒ど鳴なられたと理解が追いつくのにも時間を要したし、理解した途と端たん、全身から汗あせがドッと噴ふき出でてくる。

　伊い織おりは身体からだを巨きよ大だいな氷柱つららで貫つらぬかれたかのように、その場で硬こう直ちよくするほかなかった。

　永遠とも思える静せい寂じやくの後、勅て使し河原がわらはまた口を開いた。

「これが……！　これが本当に左そ右う田だ伊い織おりのマンガなのか……!?」

　ドスの利きいた威い圧あつするような声。まるでヤクザか借金取りか。

　呆ぼう然ぜんとするしかない。口がカラカラに乾かわいていく。涙なみだまで出そうだ。

「はっきり言おう。左そ右う田だ先生。君には失望したよ」

　怒いかりの次は、憐あわれみを込こめた声。

「そ、そんな……。一体どういうことですか……？」

　伊い織おりは何とか声を上げることは出来たが、弱々しいものだった。かつてない震ふるえ声ごえである。

「分からんかね？　期待していただけに失望したということだ」

　叩たたき付つけるようにして伊い織おりの原げん稿こうが編集長席の真ん中に置かれる。

　それははっきりとした意思表示だった。

　このマンガへの嫌けん悪お感かん。マイナスの気持ち。

「……面おも白しろくない、ということですか？」

　勅て使し河原がわらは答えなかった。

　いや、口にされなくても分かる。この態度はそういうことなのだろう。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　この原げん稿こうを見て連れん載さいを決めていただいたのではないんですか!?　どうして急にそんな!?」

　──自分のマンガが否定された。

　理り不ふ尽じんな悪意を向けられた気がした伊い織おりは、勅て使し河原がわらの怒ど声せいに恐きよう怖ふを覚えていたが、今は逆に激はげしい怒いかりの気持ちを奮ふるい起おこしていた。

　どうして目の前のこの人は、こんな面おも白しろいマンガを蔑さげすんでいるのだ？

　あの楪ゆずり葉はだって、面おも白しろい長編マンガになっていると褒ほめてくれていた。

　だからこれが面おも白しろくないはずがないのだ……！

　くるりと椅い子すを回転させ、勅て使し河原がわらは背中を見せる。

「……そうだね。私が甘あまかったよ。まさかこんな結果になろうとは思いもしなかった。今の君ならしっかりとやり遂とげてくれると思っていたのだが……」

　到とう底てい演技とは思えない。

　勅て使し河原がわらは２話以降のネームも見ている。それが気に入らなかったのか？

　しかし、ネームの方も楪ゆずり葉はに見せたが、彼かの女じよはこの内容なら大だい丈じよう夫ぶだと語っていた。

　自分と担当の美み野の里り川かわだって、完かん璧ぺきな出来だと思っている。

　それなのに、まさかこんな風に否定されるとは。

「この際だからはっきりと言っておこう。予想を遥はるかに下回ったものを提出されたということだよ」

　勅て使し河原がわらの口から出る言葉の一つ一つに込こめられた突つき放はなすような重み。

　勅て使し河原がわらは間をあけ、椅い子すを動かし、再び身体からだをこちらに向ける。

「左そ右う田だ先生。君は何のためにこのマンガを描かいた？」

「……え？」

「連れん載さいのためだけに描かいたんじゃないかな？」

「ち、違ちがいます！　もちろん連れん載さいをすることは目標でしたし、連れん載さいに向けて描かいたものではあります！　しかし『目的』と『手段』をはき違ちがえてはいません！」

　以前伊い織おりは、杜もり若わか王おう子じ郎ろうに勝つことに固こ執しつしてしまい、面おも白しろいマンガを見失ったことがある。すなわち面おも白しろいマンガを描かくことを『目的』ではなく、杜もり若わか王おう子じ郎ろうに勝つための『手段』としてしまっていたのだ。そのせいでスランプに陥おちいってしまったのである。

　その反省もあったし、今回、決して連れん載さいを勝ち取ることに固こ執しつするようことはしなかった。あくまで面おも白しろいマンガを描かくことを最さい優ゆう先せんしたのだ。

　連れん載さいをするための『手段』ではなく。面おも白しろいマンガを描かくことこそを『目的』とした。

　それがこの【ゴールド・タイム・キーパー】だ。

　それは自信を持って言える。

「ほう……。では、君は『何のために面おも白しろいマンガを描かいている』のだね？」

「読者のためです！」

　挑ちよう発はつ的てきな勅て使し河原がわらの問いに対して、考えるまでもなく、伊い織おりは力強く言い切った。

　西の高校生漫まん画が家か・高こう良ら翔しよう太た郎ろうとのマンガ対決。

　糸いと屑くずほたるの許もとでのアシスタント生活。

　それらを通し、伊い織おりは『現実』と『妄もう想そう』両方を選ぶようになった。『現実』の読者に向けて自分の『妄もう想そう』を全力で提供するという決意を立てた。

　あの経験を通して、漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりは『読者のために面おも白しろいマンガを描かく』と誓ちかったのだ。

「……ふむ。読者のため、か。それは素す晴ばらしい動機だ。大事な気持ちだと思うよ。では、君の言う『読者』とは一体誰だれなのだね？」

　伊い織おりは戸と惑まどう。

「はいぃ？　そ、そんなのもちろん『週刊少年ライン』を読む人たちですよ！　全国にいるファンたち全てです！」

「ふむふむ……。なるほどなあ……」

　面接を受けている気分だ。

　いや、実際そうだろう。これはきっと面接なのだ。左そ右う田だ伊い織おりが『ライン』の漫まん画が家かとして相応ふさわしいかどうかの。

　勅て使し河原がわらはまた椅い子すを回転させ背中を向けた。そのまま唸うなり声ごえを上げる。

　何かを迷っている風だ。

　そして、数秒してから結論を出した。

「駄だ目めだな。左そ右う田だ先生。このマンガを『週刊少年ライン』に掲けい載さいすることは出来ない」

「……!?」

　衝しよう撃げきの一言だった。

「そ、それでは僕ぼくの連れん載さいは……？」




「なかったことにしてもらおう」




　伊い織おりの足元がぐらつく。

　ぐにゃあぁという音が頭の中に響ひびいているように思う。

　祝ってくれた家族・友人たちの笑え顔がおが浮うかんでくる。連れん載さい決定を心から祝福してくれた人たちのことが。

　──みんなの期待を裏切った。

「……編集長。だったらせめてはっきり言って下さいよ」

　伊い織おりはこのまま大人しく引き下がるわけにはいかなかった。

「何がいけなかったのかを。このマンガに何が足りなかったのかを。頭ごなしにただ否定されただけでは、僕ぼくも納なつ得とくが出来ません……！」

　もはやこれは自分だけの問題ではないのだ。

　自分の連れん載さいを待ってくれている人たちのためにも、伊い織おりは戦わなければならない。

「──それを見み極きわめるのも、連れん載さい作家の仕事なんじゃないのかね？」

「え？」

　勅て使し河原がわらは再度椅い子すを回転させ、こちらに向き直った。

　その勅て使し河原がわらのサングラスの奥おくの瞳ひとみはどんな色なのか、伊い織おりには分からなかった。

「ならば左そ右う田だ先生。期限を決めよう。期限までにまともな原げん稿こうを用意出来なければ、連れん載さいの話は完全になかったことにする」

「……ッ!?」

「一いつ旦たん保留ということだよ。君が連れん載さい出来るかどうかの最終課題を与あたえよう。次のチャンスに私が納なつ得とく出来る原げん稿こうを持ってこられれば、君の連れん載さいは必ずさせる。約束しよう」

　──『試練』が与あたえられた。

「待っているよ。君の最高のマンガを。左そ右う田だ伊い織おり先生」

　楪ゆずり葉はの言葉を思い出す。

　どうやらマンガのような出来事がまた起こったようである。
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「──田くん」

　ぼんやりとした意い識しき。

「左そ右う田だくん？」

　伊い織おりは、萌もえ黄ぎの声で覚かく醒せいした。

　ハッとして周りを見て、自分が今いる場所が漫まん研けんの部室だと思い出す。

　昨日の編集部での出来事があまりにショックだったのだ。『連れん載さい決定』という喜びが一いつ瞬しゆんで剝はく奪だつされてしまったのだから。

　あのあと家に帰り、伊い織おりは自室に籠こもって原げん稿こうを見直し、何が不足しているのかを考え続けた。

　勅て使し河原がわらは期限を決めると言った。何がいけなかったのかを考え、連れん載さい作家ならば決められた期限までに自分の作品の軌き道どう修正をしてみろと。それが出来ないようでは、今後連れん載さいをしていく資格がないといわんばかりだった。

　これは試練だ。連れん載さいが出来るかの最後の試練だ。今後の人生を分かつ大事な局面である。

　伊い織おりは、明け方まで新しい設定を考え、ネームを描かき続つづけた。

　しかし【ゴールド・タイム・キーパー】を超こえるようなものは生み出せなかった。考えつくものが全部、劣れつ化か版ばんにしか思えない。

　それほどにあの作品は、伊い織おりにとって入にゆう魂こんの大作だったし、思い入れも強かった。

　あれ以上の内容などすぐに浮うかぶわけもなく、勅て使し河原がわらが否定してきた理由も、全まつたく見えていない。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ、左そ右う田だくん？　ぼんやりしてたみたいだけど。何か心配事？」

　心配そうに自分を覗のぞき込こむ萌もえ黄ぎの表情に気づき、伊い織おりは慌あわてる。

「い、いや、何でもないよ、霧生きりゆうさん。ゴメン、ゴメン。昨日結構遅おそくまでマンガを描かいていたから少し眠ねむくてね」

「大だい丈じよう夫ぶ？　連れん載さい決定だしその準備で忙いそがしいんだよね……」

「え!?　あ、ああ！　大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ！　連れん載さいとか関係なく、徹てつ夜やはよくやってるから慣れっこだから！　体調も全然問題ないし心配いらないよ！」

「あんまり無理しないでね、左そ右う田だくん。身体からだが一番大事なんだから」

　萌もえ黄ぎの慈じ愛あいに溢あふれた言葉が胸に沁しみる。

「……うん。ありがとうね、霧生きりゆうさん……」

　伊い織おりがそう言うと、萌もえ黄ぎはいつもの明るい笑え顔がおを向けてくれた。

　──伊い織おりは、正直に話すことが出来ずにいた。

　連れん載さい原げん稿こうが没ぼつを食らい、連れん載さいそのものが白紙になるかもしれないことを。

　プライド故ゆえというのもあるが、それ以上に萌もえ黄ぎの笑え顔がおを奪うばうような真ま似ねが出来なかった。きっと悲しい顔をするだろう。もっと心配だってするだろう。

　それに、連れん載さいが完全に出来なくなったわけではない。期限内に編集長が納なつ得とくするような作品を用意さえ出来れば良いのだ。

　この試練を乗り切ればいいだけだし、わざわざ心配させる必要もないだろう。何事もなかったように連れん載さいを始めたらそれで万ばん々ばん歳ざいではないか。

　などと伊い織おりが考えているその時、

「…………？」

　楪ゆずり葉はが怪け訝げんな顔でこっちを見ているのに伊い織おりは気づいた。

　慌あわてて目を逸そらす。

　伊い織おりは、楪ゆずり葉はにも昨日編集部であったことを伝えていないのだ。

　まんまと言われたとおりになったのが悔くやしいし、また『マンガの神様』の仕し業わざだと言われるのも億おつ劫くうだったからだ。

　あくまでもこれは自分が撒まいた種だ。

　自分が至らなかっただけ。だから『マンガの神様』なんて関係ない。

　それに何より、楪ゆずり葉はが認めてくれた原げん稿こうが却きやつ下かされてしまったことだ。楪ゆずり葉はまで否定された気がして辛つらかったし、それを伝えるのもまた辛つらかったのである。

　もう一度ネームから見直しだ。

　伊い織おりは自分の頰ほおを軽く叩たたいて気合いを入れなおした。

　──ともかく、今は部活の方に集中しよう。

　連れん載さいも大事だが、漫まん研けんにとっても大事な時期なのだ。

　漫まん研けんの活動が何かのヒントになるかもしれない。ネガティブになることだけはやめよう。

「それじゃあみんな！　最終チェックしていこうか！」

　萌もえ黄ぎが言いながら、部室の机に紙の束を置く。これはマンガの原げん稿こうである。現在、漫まん研けんの部室には部員が揃そろっており、それを全員で囲む。

　皆みなの中心にドンと置かれたのは、文化祭に向けて描かいてきた作品だ。

　伊い織おりの通う高校では文化祭が迫せまっており、そこで発表する漫まん研けんのマンガがいよいよ完成しようとしていた。

　たった今、楪ゆずり葉はによって作画の最終工程も終わったばかりだ。これから全員で原げん稿こうにおかしな部分がないかチェックをするのである。

　というわけで、順番に回し読みをしていく。

　トップバッターは萌もえ黄ぎ。続いて磯いそ辺べ、丸まる山やま。そして楪ゆずり葉はにバトンが受うけ継つがれていく。

「──どうだった、左そ右う田だくん？」

　最後に伊い織おりが読み、萌もえ黄ぎがそれを確かく認にんするために尋たずねる。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ、問題ないよ。絵も綺き麗れいに描かけている。台詞せりふもおかしなところはなかった。すごく面おも白しろいマンガになっているよ」

　伊い織おりは頷うなずきながら言った。

　それを聞いて、萌もえ黄ぎは自分の両手をギュッと握にぎりしめて満面の笑みを浮うかべる。

「ヤッタぁっ！　ついに出来たね！　私たちのマンガ！」

　この瞬しゆん間かん、漫まん研けんのマンガが完成したのである。

　タイトルは【フォレスト】。

　擬ぎ人じん化かされた森の動物たちの物語だ。個性的な動物キャラクターたちが織おり成なす、主人公の成せい長ちよう譚たんである。

　主しゆ軸じくになるのは、ウサギの少年・ラビと、オオカミの少女・カーミラとの恋こい模も様ようだ。

　一見、女の子のようで頼たよりなさげな印象の少年ラビだが、他の森の住人たちとのすれ違ちがいから孤こ立りつしてしまったカーミラを救うために奮ふん闘とうし、最後は男らしい姿を読者に見せてくれる。

「ありがとね左そ右う田だくん！　忙いそがしいのに一いつ杯ぱい手伝ってもらっちゃって！」

【フォレスト】の主人公・ウサギのラビのようにぴょんと飛とび跳はね、萌もえ黄ぎが伊い織おりに飛びついてきた。そのまま手をしっかりと握にぎってきて、おまけに胸を少し当ててくる二段攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

「き、霧生きりゆうさん……！」

「ん？」

「そ、その……。む、胸が……！」

「わわっ！　ゴメンね！　またアメリカにいた頃ころのノリが出ちゃったよ！」

　顔を赤くして萌もえ黄ぎは慌あわてて伊い織おりから飛とび退のく。もはやワザとではないかと言いたくなるが、こちらとしては願ったり叶かなったりなので良しとしよう。丸まる山やまが嫉しつ妬との炎ほのおを滾たぎらせているし、何な故ぜか楪ゆずり葉はもムッとしている。

「と、ともかく、これで作品は完成だね！　みんな、今まで一いつ杯ぱい頑がん張ばってくれてありがとね！」

「へへっ。もえちーのためだ。これくらい当然だよ。それによぉ。なんつーか、みんなで一つのもの作るっていいよな」

「そだね～。最初は自分がマンガを描かくなんて、面めん倒どうだし絶対あり得ないとか思ってたけど、段々楽しくなっていくもんだよね～。自分で物語を考えるのって楽しいんだなってさ～。漫まん画が家かの伊い織おりの気持ちがちょっとは分かったって感じかな～」

　皆みな、和わ気き藹あい々あいとマンガ制作の思い出を語り合う。

　以前、楪ゆずり葉はを部活に取とり戻もどすために【学園戦国ミネルヴァ】を描かいたこともあるので多少なり作業に慣れはあったが、それでも完成まで苦労は多かったものだ。

　そして、その苦労を越こえたからこそ得られる充じゆう実じつ感かん。仲間たちとの連帯感。

　しかし、いつまでも感傷に浸ひたってばかりはいられない。

　文化祭に向けてまだ色々と準備がいる。本にするために原げん稿こうを印刷所に持もち込こんだりといった作業。それに、部室を文化祭仕様に改造しなければならない。当日、この部室が販売スペースとなる予定なのだ。

「──ところで、みんな。大事なことを忘れていないよね？」

　伊い織おりが言うと、皆みな、一様に頷うなずく。

　原げん稿こうは出来上がった、それは間ま違ちがいない。

　だが、当日このマンガを出展出来るかどうかはまだ決定していない──。

　そのために、果たさなければならないことがあるのだ。

　古ふる町まちみもりとの約束である。

「ミモリンなんて言うかな～」

　最低、顧こ問もんのみもりを納なつ得とくさせる面おも白しろさのマンガでなければ、文化祭への出展は許さないというものだった。

「いやいや！　おもしれーし、ぜってー大だい丈じよう夫ぶだって！　その辺の雑誌に載のってるマンガより余よ裕ゆうでおもしろいからよ！　ミモリンも喜んでくれるって！」

「そうだよ！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　ね、左そ右う田だくん!?」

　萌もえ黄ぎの問いかけに伊い織おりは微ほほ笑えみながら頷うなずく。

　客きやつ観かん的てきに見ても面おも白しろい、伊い織おりもそう思う。特に今回は一人で描かき上げたものではないので、より客きやつ観かん視し出来ている。プロの原げん稿こうと遜そん色しよくない。

　何より、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろうがこのマンガに関わっているのだ。楪ゆずり葉はもまた漫まん研けんのメンバーとして、全力でこの作品に取り組み、惜おしげもなくその手しゆ腕わんを振ふるってくれた。

　伊い織おりは、そんな楪ゆずり葉はの方を見てみる。

　彼かの女じよもまた微ほほ笑えんで頷うなずき返かえしてきた。

　さあ、自分たちの努力の成果を評価してもらうのだ。




　漫まん研けんメンバーは、早さつ速そく、ジャージ姿のみもりを部室に呼び寄せた。

　彼かの女じよは兼けん任にんの運動部の方を見ているところだったが、無理やり引っ張って来たのである。とはいえ、ほとんど漫まん研けんの方に顔を出せていないこともあり、今日くらいはとジャージ姿のまま抜ぬけて来きてくれた。

「んじゃまあ、見せてもらおうかね。あんたたちの頑がん張ばりを」

　出来たてホヤホヤのマンガを、みもりはじっくり読んでいく。

　部員たちは一いつ切さいの事前情報をみもりに与あたえていない。それは、予備知ち識しきなしで正当に評価してもらおうと伊い織おりが提案したからである。

　皆みな、緊きん張ちよう感かんのある面おも持もちでみもりが原げん稿こうをめくっていくのを見守る。

「……ミモリン先生、どうですか？」

　原げん稿こうの全ページに目を通し終えたのを確かく認にんすると、萌もえ黄ぎが恐おそる恐おそる尋たずねる。

「ふぅ……」

　みもりは深く息を吐はいた。

　終始無言。終始無表情。

　この教師、日ひ芽めのように分かりやすいリアクションをしてこなかったので、どんな感想を抱いだいたのか、口で説明されなければ全然分からない。

　まさか「面おも白しろくない」とは言わないと思うが……。

「先生？」

　なかなか返事をしないので、萌もえ黄ぎが答えを催さい促そくする。

　すると、みもりは頭を押おさえ首を力なく横に振ふった。

「あのねぇ……。あんたらさあ……」

　みもりは頭を抱かかえている。ため息が漏もれる。

「あんたら、ふざけてんの……？　何よこれ……？」

　みもりはプルプルと肩かたを震ふるわせている。

　それを見て、周りの部員たちに緊きん張ちようが走る。

「……もうねえ。なんだってのよ。わざわざ引っ張ってきて……。驚おどろきよ……」

　まさか、自分たちだけが面おも白しろいという自己満足に陥おちいっていたというのか？

　描かき上あげた時の高まったテンションのせいで一時的に感覚がマヒし、後々読み返すとクソつまらないなんてことはあるが、まさかそれだったのか。

　中でも伊い織おりは大きく動どう揺ようしていた。

　昨日編集部で勅て使し河原がわらに激げき怒どされた場面が脳のう裏りをよぎる。自分の信じたマンガが否定される苦痛の場面だ。

　そんな風に伊い織おりが動どう揺ようで胸が張はり裂さけそうになっている時──。




「──驚おどろきの面おも白しろさよッ！」




　そう叫さけびながら頭を上げたみもりの表情は、満面の笑えみだった。

「こんな面おも白しろいの描かいてくれちゃってさあ！　ふざけんじゃないわよって感じよ！　高校の部活の領域軽く飛とび越こえてんじゃないのよ！」

　全員が肩かたを落とす。緊きん張ちようからの解放のためだ。

「あのさぁ、ミモリン！　そういうフェイントいらねーから！　駄だ目めだったのかと思ったじゃねーか！」

　丸まる山やまの突つっ込こみを無視して、みもりは一心不乱にマンガを読み返している。興こう奮ふんしているのが傍はたからでもよく分かる。ページをめくる度たびに指差しながら「ここが良かった！」とか「この場面誰だれのアイディアよ!?」とかテンション高く言っていく。

　それを見ていると、全員の気持ちが昂たかぶる。

　思えば、彼かの女じよが【フォレスト】の初めての読者なのだ。

　こうして読者が自分たちの作品を楽しんでくれている。それを目まの当あたりにしていると、こっちまで嬉うれしくなってくる。

　──これこそ創作者にとっての醍だい醐ご味みではないか。

「あの、ミモリン先生。それじゃあ？」

　萌もえ黄ぎが笑え顔がおで尋たずねると、みもりは負けない笑え顔がおでビシッと親指を立てて応こたえる。

「もちろん文化祭の出展はＯＫよＯＫ！　どこに出しても恥はずかしくない出来よ、これ！　むしろ発表しなきゃダメダメ！　日の目を見なきゃバチが当たるっての！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、萌もえ黄ぎが飛とび跳はねながら楪ゆずり葉はにハイタッチし、磯いそ辺べと丸まる山やまがガッツポーズを作る。

「ミモリン先生、ありがとうございます！　やったね、みんな！」

　喜びはしゃぐ萌もえ黄ぎを見ながら、伊い織おりはホッとため息をついた。

　漫まん研けんの方は、順調にことが進んでいるようで本当に良かった。

　険けわしい試練を与あたえられるのは自分だけで十分だ。仲間たちが苦しむ姿は見たくない。笑ってくれていればそれでいい。

　伊い織おりは密ひそかにそう思った。

「よーし、みんなで最高の文化祭にしようね！　エイエイオー！」

　萌もえ黄ぎの号令に合わせ、全員が一いつ斉せいに腕うでを上げる。

「霧生きりゆう、頑がん張ばんなさいよ。特にあんたは……ね？」

　みもりがそう言いながら、萌もえ黄ぎの肩かたをポンと叩たたく。どうやら部長の萌もえ黄ぎを特に激げき励れいしているようである。

　そのままみもりは運動部の方に戻もどって行き、漫まん研けんは今日のところはお開きということになった。ゆっくりと英気を養い、明日から文化祭への準備を進めて行くのだ。

「伊い織おりも連れん載さい決まったしよぉ。これが全員で描かける最後のマンガになるかもなあ……」

　ふと丸まる山やまがこんなことを言い出したのは、帰かえり支じ度たくを始めている時だった。

　伊い織おりは『連れん載さい』という単語にギクリと反応する。

「……どういう意味だよ、丸まる山やま？」

「だってさぁ、実際に連れん載さいが始まったら、伊い織おり、めっちゃ忙いそがしくなるだろ？　部活に顔出す暇ひまもなかなかなくなるんじゃねえのか？」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。連れん載さいが始まっても、部活にもなるべく参加するからさ」

　伊い織おりは動どう揺ようを隠かくしながらそう言い返す。連れん載さいの件が保留になったことはまだ秘密にしているからだ。

「最後……。最後……か」

　切なげな声が部室に響ひびいた。

　見ると、さっきまでとは打って変わって萌もえ黄ぎが悲しい顔をしている。

　どうやら丸まる山やまが言った『全員で描かける最後のマンガ』というフレーズを聞いて、この表情に変わってしまったらしい。

　仲間が一人でも抜ぬけるのは辛つらいのだろう。創部当初は、伊い織おりはあまり参加しないという話だったが、今の今まで積極的に部活に来ている。これからはそうはいかない。その事実を突つきつけられて悲しくなってしまったのかもしれない。

「霧生きりゆうさん、大だい丈じよう夫ぶだって！　最後なんかじゃないよ！　僕ぼくは連れん載さいが始まっても、今までどおり変わらず部活には参加するからさ！」

　伊い織おりは慌あわてて萌もえ黄ぎを励はげます。

　現在の伊い織おりは、決定とばかり思っていた連れん載さいが保留になって大きく凹へこんだものの、勅て使し河原がわらを納なつ得とくさせるマンガを描かくことに燃えている。

　楪ゆずり葉はに語ったように、いくら転んでも起き上がるつもりなのだ。

　そして、上う手まく連れん載さいが始まったとしても、部活を辞やめるつもりなんてない。マンガを描かくことと、友人たちとの交流を楽しむこと、どっちも大切にすると心に決めたのだから。

「これからもみんなで最高の作品を作っていこう！」

　伊い織おりはさらに熱く言った。

　萌もえ黄ぎの曇くもり顔がおを晴らすためにだ。

「う、うん……。そう、だね……」

　しかし、萌もえ黄ぎの笑え顔がおはぎこちなかった。

「…………？」

　違い和わ感かんを覚えたのだろう、それを見て楪ゆずり葉はは怪け訝げんな顔をしていた。

　萌もえ黄ぎにしてはらしくないな、と。
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　その後、漫まん研けんメンバーの五人は、揃そろってある場所に向かっていた。

　部長の萌もえ黄ぎの家である。

　漫まん研けんの作品完成と、伊い織おりの連れん載さい決定を祝って、萌もえ黄ぎの住むマンションで祝しゆく杯はいをあげることになったのである。

「すっげーッ！　マジでここがもえちーの家かよ!?」

　前にチラッと話に聞いたことはあったが、目の前に現れたのはその想像を遥はるかに越こえる大きなマンションであった。20階建てで奥おく行ゆきも凄すごい。

　家賃はアメリカにいる萌もえ黄ぎの父親が全て支し払はらっているということだ。どうやら萌もえ黄ぎの親はかなりの金持ちのうえ、相当の親バカのようである。

　セキュリティも思わず笑ってしまうレベルだった。ゲートでは手のひらで静じよう脈みやく認にん証しようを行い、暗証番号を打ち、さらに網もう膜まく認にん証しようまで行うという徹てつ底ていしたものである。

　玄げん関かん、廊ろう下か、エレベーターホール、あらゆる場所に設置された監かん視しカメラの数も異常だった。芸能人や著名人も暮らしているようだし、楪ゆずり葉はの住む大きな屋や敷しきとは別ベクトルでぶっ飛んでいる。

「ここが私の部屋だよ！　どうぞ、入って！」

　場所は最上階。今は夕方でまだ明るいが、夜になれば窓から都会の夜景が一望出来るそうだ。どんだけＶＩＰなのだか。

　入ってみると、かなり広々とした部屋だった。３ＬＤＫで一人暮らしにしてはあまりに広い。広すぎて手に余ったのか、寝しん室しつ以外の部屋はマンガのコーナーになっている始末だ。

　部員たちは玄げん関かんを抜ぬけてリビングに通される。ソファーやカーペット、カーテンといった内装はピンクを基調とした女の子らしいものだった。

「ゴメンね、散らかってて……」

　掃そう除じはきちんと行き届いているのだが、テーブルにはマンガの単行本が積み上げられている。さすがの数だ。昨日も遅おそくまでこれらを読んでいたらしい。

　萌もえ黄ぎがマンガを寝しん室しつに片付けたあと、皆みなが持参したジュースやお菓か子しを広げ、全員でテーブルを囲む。

　ささやかなパーティーの始まりだ。

「そんじゃ、まずは部長から挨あい拶さつ頼たのむぜ！」

　丸まる山やまが言うと、萌もえ黄ぎが笑え顔がおで頷うなずく。

「うん！　それじゃあ皆みなさま！　原げん稿こうの完成を祝しまして、乾かん杯ぱいをしましょう！」

　創部してすぐの頃ころと比べて、萌もえ黄ぎの挨あい拶さつは堂々としたものだった。画力は相変わらずだが、部長として日々成長を感じ取れる。確かな求心力を彼かの女じよは持っている。

「文化祭の成功を願って…………カンパーイ！」

　萌もえ黄ぎを中心に、コップのぶつかる気持ちのいい音が鳴る。

　ジュースやお菓か子しを口に運びながら、皆みなで思い出話に花を咲さかせる。

　マンガ制作の苦労話に、主に夏休みに行った合宿の話だ。

　夏祭りの時や合宿で泥でい酔すいしたみもりへの愚ぐ痴ちなんかも飛び出す。

　数分もすると、皆みなすっかり出来上がっていた。

　当然、未成年のため飲酒はしていないのだが、テンションがとてつもなく高まっていた。長い期間をかけた一仕事を終えたということもあるからだろう、酔よっ払ぱらいのようなハジケっぷりだ。笑いが絶えない。普ふ段だん口数の少ない楪ゆずり葉はも積極的に会話に参加している。

　伊い織おりも楽しんでいた。連れん載さいの件は一時忘れて、この仲間たちとの交流を全力で楽しもうと思っていたのだ。

　そんな中、テンションが最さい高こう潮ちようの丸まる山やまが急に立ち上がった。

「それでは皆みなさまぁ！　わたくし、丸まる山やまが一芸を披ひ露ろうしましょう！」

「は？　一芸？」

「え？　何、何？　みたい、みたい！」

　萌もえ黄ぎが食いつき、嬉うれしそうに拍はく手しゆをする。

「それではお見せしましょう！　腹はら踊おどりでございます！」

　途と端たん、シンとする。

「……丸まる山やま～。くっそ寒いことやめてよ～」

　磯いそ辺べがいたたまれない感じに冷たく突つっ込こみを入れた。

「寒いとはなんだ！　オレは純じゆん粋すいにみんなを楽しませようとだな！」

「女子に自分の裸はだかを見せたいだけでしょ～」

「バカなこと言うな！　人を異常性せい癖へき者しやみたいに扱あつかうんじゃねえ！　女子に笑ってもらって、オレはその視線を受けながら気持ちよくなりたいだけだ！」

「やっぱり異常性せい癖へき者しやじゃないか！」

「うるせぇ！　オレはやるからな！」

「やめなって～。中学の時の修学旅行でやってくっそスベッたの忘れたの～？」

「おい、磯いそ辺べ！　止めるぞ！」

　伊い織おりと磯いそ辺べが慌あわてて丸まる山やまを取とり押おさえる。汚きたない男子の裸はだかを萌もえ黄ぎや楪ゆずり葉はに見せるのは、倫りん理り的てきに許されない。そう、たとえ神が許しても我々は決して許してはならない。

　しかし丸まる山やまはそれを振ふり払はらい、何とか自分の服を脱ぬごうとする。

「はなせ！　オレは脱ぬぐぞ！　もえちーとゆずっちにオレの肉体を見てもらうぞ！」

　呆あきれつつも笑う女子たち。

　と、その時だった──。




「──これは何の騒さわぎだね？」




　突とつ然ぜん、聞き覚えのない声が萌もえ黄ぎの部屋に響ひびいたのは──。

　伊い織おりが声のした方を見てみると、見知らぬ中年男性が部屋の入口に立っていた。

　突とつ然ぜんの謎なぞの来訪者に、全員が停止する。

「な、何だ、この人、勝手に入ってきて!?　変質者か!?」

　上着を半はん脱ぬぎ状態の丸まる山やまが言った。お前が言うなという感じだし、あれだけのセキュリティを突とつ破ぱ出来る不ふ審しん者はさすがにいると思えなかった。

　とはいえ、何者なのか不明だし、不安を覚えてしまう。

　皆みなの疑問に対して、家主の萌もえ黄ぎが答えを告げた。




「お父さん！」




　その言葉に全員が驚おどろきつつも、こうして部屋に入ってこられた理由に納なつ得とくする。

　現れた男の正体は、アメリカにいるはずの萌もえ黄ぎの父親だったのだ。

　高そうなスーツに身を包み、口くち髭ひげを蓄たくわえ、厳げん格かくな父親という雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　名前は霧生きりゆう創はじめ。

　萌もえ黄ぎの父親であり、とある外資系企き業ぎようの重役である。超ちよう一流大学を出て、超ちよう一流企き業ぎように就しゆう職しよくし、とんとん拍びよう子しで出世し、綺き麗れいな奥おくさんと結けつ婚こんして、萌もえ黄ぎという超ちよう可愛かわいい一人ひとり娘むすめを儲もうけた。名実ともに勝ち組というやつだ。

「どうしてお父さんが日本に……？」

　周りの漫まん研けんメンバーと同様に、萌もえ黄ぎは困こん惑わく顔がおだ。アメリカ在住で、向こうで仕事に追われているはずなのにどうしてここにいるのか、娘むすめの萌もえ黄ぎにも分からなかったのだから。

　萌もえ黄ぎの質問には答えず、霧生きりゆう創はじめは漫まん研けんの皆みなをぐるりと眺ながめている。

「……萌もえ黄ぎ、彼かれらは？」

　創はじめは不ふ機き嫌げんそうな声こわ色いろで娘むすめの萌もえ黄ぎに尋たずねる。

「え、えっと、学校のお友達だよ。ほら、いつも電話で言ってた、部活のお友達」

「ふむ……。お前が作った漫まん研けんとかいうやつの、だな」

「うん。そうだよ」

　品定めするように目を細め、その場にいる若者たちを順番に見ていく。

　お菓か子しで散らかった部屋の中で、漫まん研けんの部員たちは気まずそうに黙だまっている。子どもたちだけの集まりの中に唐とう突とつな大人の登場。テンションも下げ下げである。

「……はしゃぐのもいいが、学生として節度を持ってな」

　見た目の雰ふん囲い気きからして厳きびしそうだし怒ど鳴なられるのではと緊きん張ちよう感かんが走っていたが、軽い小言程度だったので全員がホッとする。

　しかし次の一言で、事態は一変することになる。




　──後からしてみれば、怒おこられるだけの方がまだマシだっただろう。




「さて、萌もえ黄ぎ。そろそろ帰るぞ」

　全員が耳を疑った。困こん惑わくの空気が辺りに立たち込こめる。

「へ？　帰るって、もえちーんちここじゃ」

　率そつ先せんして疑問を口にしたのは丸まる山やまだった。

「……そ、そうだよ。お父さん、私の家は、今はここだよ」

　萌もえ黄ぎがそう言うと、創はじめは淡たん々たんと告げた。

「アメリカに帰ると言っているんだよ」

　皆みな、目を見開く。

「ええ～!?　アメリカって、今から～!?」

　そもそも、萌もえ黄ぎの両親はアメリカに住んでいる。本ほん籍せきもそっちにあるという話だし、いわばアメリカが萌もえ黄ぎの実家ということにはなる。

「いや、でも、明日も学校あるんすけど!?」

「……何か急用ですか？」

　部員たちの驚おどろいた顔を見ながら、創はじめは顔をしかめる。

「萌もえ黄ぎ、既すでに話はしてあったはずだぞ。まさか彼かれらに言っていなかったのか？」

　萌もえ黄ぎは唇くちびるをきゅっと結んで、辛つらそうな表情をしている。

「……ちょっと待って、どういうこと霧生きりゆうさん？」

　伊い織おりが尋たずねるが、萌もえ黄ぎは口をつぐんだままだ。

　すると、代わりに創はじめが答えた。




「萌もえ黄ぎの日本の滞たい在ざい期間は終わったということだ」




　全員が息を吞のむ。

　理解が追いつかない。

「それって……？」

「え？　え？」

「これから萌もえ黄ぎは私と共にアメリカに帰り、また向こうのハイスクールに通ってもらう」

　創はじめは、さも当然のように言ってのけた。

　だが、あまりに突とつ然ぜんすぎる。誰だれしもが冗じよう談だんだと思った。

　──いや、冗じよう談だんであって欲ほしかった。

「ま、待ってよ、お父さん！　今日帰るなんて聞いてないよ！　いきなりやって来て、そんなの勝手すぎるよ！」




「いい加減にしろッ！　どっちが勝手なんだッ!?」




　突とつ然ぜんの創はじめの怒ど鳴なり声ごえに、緊きん張ちよう感かんが電流のように走る。

　さっきまでとは打って変わって、感情的な怒おこり方かただったからだ。

「……親元を離はなれて生活するのも自立のために必要だとは思った。お前がどうしても日本の高校に通ってみたいと言うから渡と日にちを許した。しかし、一学期だけという約束だったのだ。それなのに、お前はいつまで経たってもこっちに戻もどってこようとしない」

　怒いかりを抑おさえるように話しながら、創はじめは深いため息をつく。

「再三私は勧かん告こくしたのだぞ？　いくら電話で言っても、お前はアメリカに戻もどってこない。だから今日はこうして直接呼よび戻もどしに来たというわけだ」

　つまり萌もえ黄ぎの父親は、娘むすめをアメリカに連つれ戻もどすためにわざわざ来日したというのだ。

　娘むすめ一人のためにこの高級マンションを与あたえていることといい、相当の親バカであるのは間ま違ちがいなさそうだ。

　ともかく今の話をまとめると、今まで皆みなには隠かくしていたが、元々萌もえ黄ぎの日本滞たい在ざいは期限付きだったということである。

「……それじゃあ、霧生きりゆうさん。卒業までは一いつ緒しよにいられないってこと？」

　伊い織おりは問いかけるが、やはり萌もえ黄ぎは俯うつむいている。

　今日、部室で『全員で描かける最後のマンガ』という言葉に、妙みように悲しそうな反応をしていた理由が分かった。

　萌もえ黄ぎ自身が日本にいられない。つまり【フォレスト】が一いつ緒しよに描かける最後のマンガになってしまうからだったのだ。

　そして、担任でもあるみもりは、このことを知っていたのだ。部室で去り際、萌もえ黄ぎに言っていた言葉を思い出す。

『霧生きりゆう、頑がん張ばんなさいよ。特にあんたは……ね？』

「ゴメンね……。みんな……」

　ずっと日本にいるとは一言も言っていないし、自ら噓うそをついていたわけではない。

　しかし、そのことを黙だまっていたのは事実。萌もえ黄ぎは、深い深い、罪悪感を覚えているのだろう。目に涙なみだが浮うかんでいる。

「そんな……」

　突とつ然ぜん突つきつけられたこの展開に、楪ゆずり葉はの顔が青くなっていく。

　楪ゆずり葉はにとって、萌もえ黄ぎはこの学校で初めて出来た友達だった。漫まん研けんに誘さそってくれたのは萌もえ黄ぎだった。萌もえ黄ぎがいなければ、漫まん研けんの仲間たちとの思い出は作れなかった。萌もえ黄ぎのお蔭かげで、伊い織おりと漫まん研けんで再会出来た。

　たとえ『マンガの神様』の引力によるものだったとしても、それは変わらない。

　──萌もえ黄ぎがいたから自分は救われた。

　そして、この唐とう突とつな友人との別れも『マンガの神様』によるところなのだろう。伊い織おりに語ったような『試練』が自分にも訪おとずれたのだろう。

　楪ゆずり葉はは、悲しみとも怒いかりとも言えない、激はげしい感情に心しん臓ぞうを高鳴らせていた。

「さあ、萌もえ黄ぎ。支し度たくをしなさい」

「……ヤだよ……」

「これ以上お前の我わが儘ままには付き合えんぞ」

　創はじめは有う無むを言わさないという表情だ。

「でも……。でも……」

　萌もえ黄ぎは涙なみだ声ごえだった。

　それを受けて少し創はじめの表情が変わる。動どう揺ようめいたものが浮うかぶ。娘むすめの涙なみだには弱いらしい。

「……十分猶ゆう予よをやったんだ。私の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おも限界だ」

「お父さん、お願い！　せめて！　せめて文化祭が終わるまでは待って！」

　萌もえ黄ぎは、涙なみだを溜ためながら言う。

「……文化祭だと？」

「漫まん研けんのみんなと作ったマンガがあるんだよ！　それを文化祭に来る沢たく山さんの人たちに届けたいの！　──みんなと一いつ緒しよに！」

　心からの懇こん願がんだった。

　楪ゆずり葉はも含ふくめた仲間全員で描かき上あげたマンガ。それを発表する文化祭への想おもいは、部長の萌もえ黄ぎは特に強かったはずだ。

「霧生きりゆうさん……」

　もちろん、部員の皆みなも気持ちは一いつ緒しよだ。全員で揃そろって文化祭を迎むかえたい。

　しかし、霧生きりゆう創はじめは無む慈じ悲ひに首を横に振ふる。

「駄だ目めだ。その前は『せめて夏休みの間は』などと言って、何度も何度もそうやって先延ばしにしてきたんだからな」

　創はじめの声こわ色いろは、さっき怒ど鳴なったような感情的なものではないが、確かな怒いかりが込こめられているものだった。

　話を聞く限り約束を破ったのは萌もえ黄ぎの方。情勢は不利のようだ。

　周りの漫まん研けんメンバーも強く言えない。そもそも、親子の問題である。外野が口を出すべきではない。

「……大体、マンガのためだと？　下らん。お前があまりにしつこく言うものだから許可したが、そんなもののために貴重な学生の時間をこれ以上費ついやさせるわけにはいかん」

　創はじめのその一言に、萌もえ黄ぎはショックを受けた表情を作る。

「そんな！　下らないだなんて！」

　萌もえ黄ぎはアメリカで創はじめにマンガの良さを語り続けた。その気持ちが伝わったお蔭かげで日本へ渡わたることを認めてもらったと思っていたのに、実際は萌もえ黄ぎの熱意に根負けしただけだったようだ。

　創はじめは昔からマンガを見下している。そのせいで長年萌もえ黄ぎは、マンガを読むことも描かくことも禁じられてきたくらいだ。

「下らん。あんなものは低てい俗ぞくな文化だ。萌もえ黄ぎ、いい加減にお前も目を覚ませ」

「っ!?」

「マンガがお前の人生にとって何のプラスになる？　マンガを作った経験が将来のキャリアに役立つのか？　確かに今は楽しいのかもしれんが、それが何だというのだ。マンガなど何の役にも立たん。ゴミのようなものだ」

　父親のあんまりな言い方に、萌もえ黄ぎが言い返そうとした時だった。




「──おいあんた。さっきから何ふざけたこと言ってんだよ」




　その凄すごみの込もった声が誰だれのものなのか、仲の良いい友人たちでさえすぐに気づけなかった。

　あまりにドスが利きいていて、普ふ段だんとかけ離はなれていたからだ。

「ッ!?　だ、誰だれだ!?　年長者に対して今の口の利きき方かたは！　礼れい儀ぎがなっていないぞ！」

　喧けん嘩か腰ごしの言葉が自分に言われたものだと理解した霧生きりゆう創はじめは、戸と惑まどいながらも怒いかりの声を上げる。今の暴言を発した犯人を見つけようと、ギラギラと視線を周りに飛ばしている。

「──すみません、今のは僕ぼくです」

　やがて、声の主が自ら手を挙げ、一歩前に踏ふみ出した。

「左そ右う田だくん!?」

　──親子の会話に口を挟はさんだのは、左そ右う田だ伊い織おりだった。

　伊い織おりは創はじめの前まで行き、深々と頭を下げる。

「目上の方に対して口が過ぎました。申し訳ありませんでした」

　創はじめは何か言いたげな表情だが、口をつぐんでいる。つい今しがた粗そ暴ぼうな言葉を言った少年と、丁てい寧ねいに詫わびの言葉を言う目の前の少年が自分の中で合がつ致ちしなかったからだ。

「重ねて無礼を深くお詫わびします。──しかし、無礼を承知で言わせていただきますが、あなた、間ま違ちがっています」

　創はじめはきょとんとする。

　謝しや罪ざいからの非難。さっきからなんとも目まぐるしい態度の変化を見せてくるので、すぐに対応が出来ない。

「……間ま違ちがっている、だと？　この私がか？」

「はい」

　伊い織おりの堂々とした態度を見ながら、次に創はじめが取った行動は鼻で笑うことだった。

「ふむ……。ただの高校生風ふ情ぜいが大きな口を叩たたくものだなあ？」

「ただの高校生風ふ情ぜい、ですか。それも間ま違ちがっていますよ。僕ぼくは高校生風ふ情ぜいなんかじゃない」

　伊い織おりは反はん撃げきするかのように、鋭するどい目つきで言い放つ。

「僕ぼくの名前は左そ右う田だ伊い織おり。──漫まん画が家かです」

　伊い織おりの言葉に戸と惑まどいの表情を浮うかべた創はじめだったが、すぐに合点がいった様子で手を打った。

「……ああ、そうか。萌もえ黄ぎが話していた『高校生漫まん画が家か』とかいうのは君だったのか」

　正体を知ると、興きよう味み深そうに伊い織おりのことを観かん察さつし始はじめる。

「それで、その漫まん画が家かくんが何を言いたいのかね？　私の何が間ま違ちがっていると？」

「マンガは日本が世界に誇ほこる文化です。それを見下していることですよ。マンガやアニメがどれほどの市場と経済効果をもたらしているかは、当然ご存知ですよね？」

「あんなものは、子こども騙だましのコンテンツに踊おどらされた低てい俗ぞくな連中が盛り上げているだけだろ？　全まつたく嘆なげかわしいことだ」

「じゃあ、あんたは実の娘むすめすら低てい俗ぞくだって思っているのかよッ！」

「なんだその口の利きき方かたは!?」

　伊い織おりは頭に血が上るのを抑おさえ、口調を正して話を続ける。

「……人には感性というものがあります。受うけ入いれ難にくい文化があっても、それはある種、仕方がないことです。ですが、霧生きりゆうさん──萌もえ黄ぎさんの気持ちを軽視している。それがあなたの最大の間ま違ちがいですよ」

　静かに、しかし、熱く、伊い織おりは言う。

「マンガをバカにしたこと──。マンガを低てい俗ぞくだと言うこと──。漫まん画が家かとして決して許せませんが、それは百歩譲ゆずって感性の問題。僕ぼくがここでどう良さを説明したとしても、あなたには響ひびかないでしょう。ですがこれははっきりと言わせていただきます。あなたは父親として間ま違ちがったことをしています。マンガを下に見ることは、マンガ好きの萌もえ黄ぎさんをも下に見ているのですからね」

「……だから？」

「彼かの女じよがマンガを愛することは否定しないであげて下さい」

　創はじめは大きくため息をつく。「言いたいことはそれだけかな？」という呆あきれを込こめたものだった。

「……偉えらそうに高校生の子どもが何を言っているのだ？　私はこの子の父親だ。私が萌もえ黄ぎにどういう教育を施ほどこすかは勝手だし、君にどうこう言われる筋合いはないが？」

「筋合いはありますよ。──彼かの女じよは僕ぼくたちの大切な仲間だからです」

　伊い織おりは何の恥はじらいもなく、今の台詞せりふを言ってのけた。

　磯いそ辺べや丸まる山やまも、普ふ段だんなら「臭くさい台詞せりふを言うな」と伊い織おりのことを茶化していただろう。

　しかし、彼かれらも真しん剣けんな面おも持もちで創はじめに視線を送っている。彼かれらの気持ちも伊い織おりと一いつ緒しよだったからだ。

　仲間や自分たちが大好きなものを侮ぶ辱じよくされたまま黙だまってなどいられない。

　そうした全員の気持ちを代弁するように、伊い織おりは創はじめに真っ向から立ち向かう。

「今回の文化祭に向けて、萌もえ黄ぎさんと僕ぼくたちが創つくり上あげたマンガは、決してゴミなんかじゃありません。マンガを作るために過ごした日々だって、少なくとも僕ぼくにとっては貴重な財産でした。……下らないものなんて何一つないんです！」

　伊い織おりが力強く宣言すると、楪ゆずり葉はたちも彼かれの隣となりに並び立った。

「左そ右う田だくん、みんな……」

　萌もえ黄ぎは溢あふれる涙なみだを抑おさえられない。

　しかし、悲しいからではない。

　仲間たちの自分への想おもいを目まの当あたりにして、嬉うれしさが込こみ上あげてきているのだ。

　まだここにいたい。ここを離はなれたくない。その気持ちがより一層膨ふくらんでいく。

「……お父さん、お願い。せめて文化祭が終わるまで、もう少しだけ時間をちょうだい」

　萌もえ黄ぎは祈いのるように父親を見つめた。

　娘むすめの真しん摯しな願いを聞かされた創はじめは、しばらく険けわしい表情で黙だまり込こんでいたが、やがてぐるりと回れ右して、玄げん関かんに向けて歩き始めた。

「──その文化祭とやらが終わるまでだぞ」

　背中を見せたまま、ぼそりとそう呟つぶやいた。

「え……？　お父さん……？」

　創はじめは、首だけこちらに向けて続ける。

「今回が正しよう真しん正しよう銘めい、お前の我わが儘ままを聞く最後だ。お前たちがそこまで熱くなっているというのなら、一度くらい見せてもらおうではないか」

　それを聞いて、萌もえ黄ぎは薄うすくだが笑え顔がおを零こぼした。




「見届けてやろう。お前の大切なものを」
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　霧生きりゆう創はじめは、仕事があるのでその足でアメリカに帰って行った。本当に今日そのまま萌もえ黄ぎを連つれ戻もどす予定だったようだ。娘むすめが大事なのは分かるが、そのためだけにアメリカから日本へやって来るのは、ちょっと異常ではないか。

　結果、創はじめは文化祭が終わるまでは萌もえ黄ぎが日本に残れることと、そこまで言うなら当日に漫まん研けんの作品を見に行くことも約束してくれた。

　とはいえ、あくまで父親として娘むすめの萌もえ黄ぎの頑がん張ばりを尊重しただけのこと。文化祭が終わればアメリカへ戻もどることは揺ゆるがないとだけ言い残していった。




　日も落ちてきて、辺りは暗くなり始めている。

　萌もえ黄ぎのマンションのエントランスで今日のところは解散した。あまりに急なことだったので、皆みな、心の整理がつかなかった。挨あい拶さつもそこそこに自分の家へと帰って行く。

　──萌もえ黄ぎがいなくなってしまう。

　その事実が、部員全員に重く伸のし掛かかっていた。

「おい、楪ゆずり葉は」

　磯いそ辺べと丸まる山やまを見送ってから、伊い織おりはまだマンションの前に残っていた楪ゆずり葉はに声を掛かけた。

　物もの憂うげな表情を浮うかべた彼かの女じよと目が合う。

「──先に言っておく。霧生きりゆうさんのお父さんのことで、君は何も悪くない」

　萌もえ黄ぎの父親である創はじめは、典型的なサブカル嫌ぎらいの大人だった。マンガなんて下らないと頭ごなしに決めつけて、子どもの言うことに耳を貸さない。それこそマンガに出て来そうな嫌いやな大人キャラだ。

　となればこれまでの経験から、楪ゆずり葉はの考えることは察しがついていた。

「どうせ君は、これが『マンガのような展開』だとか思っているんだろう。自分の『マンガの神様』の力のせいで、霧生きりゆうさんは僕ぼくたちと離はなればなれにされそうになっているんだってね。僕ぼくたち漫まん研けんに与あたえられた『試練』だと。それで罪悪感を抱いだいているんだろ？」

　楪ゆずり葉はは俯うつむく。その様子からして、伊い織おりの心配は的中していたようだ。

　無理やりアメリカに連れ帰られそうな萌もえ黄ぎのことはもちろん、そのことでまた自らを責めてしまいそうな楪ゆずり葉はのことも、伊い織おりは心配していたのだ。

「はっきり言っておくぞ、楪ゆずり葉は。霧生きりゆうさんのお父さんのことは、大した問題じゃない。漫まん研けんの【フォレスト】は、天才であるこの僕ぼくが認めたマンガだ。あのお父さんだって、実際に作品を読んでみれば考えが変わるだろうさ」

　伊い織おりは俯うつむいたままの楪ゆずり葉はに言葉を続ける。

「だから元気を出せよ。霧生きりゆうさんのことなら大だい丈じよう夫ぶだ。万が一、このまま彼かの女じよがアメリカに連つれ戻もどされたとしても、それで付き合いが終わるわけじゃない。永遠の別れじゃないんだ。こんなもの不幸でも悲劇でもない」

　そこまで言ったところで、楪ゆずり葉はが顔を上げた。

「……あの、心配してくれて申し訳ないんですが、私、そこまで落おち込こんでいません」

　彼かの女じよは困ったような顔で伊い織おりを見上げてくる。

「無理しなくていい。君のことだ。急に退学するとか言い出したり、台風が来ているのに外に駆かけ出だしたりする気なんだろ？」

「しませんよ！　私のこと何だと思っているんですか！」

　と、今度は怒おこり出した。前に楪ゆずり葉はがやったことをそのまま言っただけなのだが。

　しかし言う通り、彼かの女じよはあまり落おち込こんではいないようである。

「ふっ。その調子なら心配無用のようだな。どうやら君も僕ぼくと同じで、マンガを貶けなされたことに怒おこっているというわけか。まったく何がマンガなんて下らないだよ。相手が霧生きりゆうさんのお父さんでなければ、次の作品に雑ざ魚こキャラとして登場させて、主人公にワンパンで倒たおさせているところさ。断だん末まつ魔まの台詞せりふは『あびゃー』ってところかな？　あー愉ゆ快かい愉ゆ快かい。はーっははっ！」

　伊い織おりは場を和なごまそうと快活な笑い声を上げたが、楪ゆずり葉はは露ろ骨こつに引いた目で見てくるだけだったので、すぐに笑いを引ひっ込こめた。

「……さて、それでは君の話を聞くとしようか。だからいつまでも人のことを養よう豚とん場じようの豚ぶたを見る目で見るな。それ、結構傷つくんだからな」

　楪ゆずり葉はは小さく頷うなずくと、ゆっくりと話し始めた。

「私も漫まん画が家かですから、もちろんマンガを否定されていい気持ちはしません。部長さんと一いつ緒しよに漫まん研けんを続けられないかもしれないですし、そのこともショックです。──ただ、それでも私は、少しだけ部長さんのことが羨うらやましいと思ってしまっています」

　萌もえ黄ぎのことが羨うらやましい。

　その意外な言葉に驚おどろきを覚えながらも、伊い織おりは黙だまって楪ゆずり葉はの話に耳を傾かたむける。

「考えてもみて下さい。あの人は、わざわざアメリカからやって来たんですよ？　ただ部長さんに嫌いやがらせがしたかったわけじゃないと思うんです。あの人はあの人なりに、父親として娘むすめのことを本気で心配しているのではないでしょうか？」

　楪ゆずり葉はは最愛の父親を亡なくしている。彼かの女じよが父から杜もり若わか王おう子じ郎ろうの名を受うけ継つぎ活かつ躍やくしているのも、亡なき父への思し慕ぼの念があってのものだ。

　その彼かの女じよだからこそ、娘むすめのために海を渡わたって来た創はじめに対して、反感を覚えるだけではなく好意的な見方も出来るのだろう。

「私だって自分の子どもが学業そっちのけでマンガばかり読んでいたら、やっぱり心配すると思いますしね。もちろん部長さんは、そんな人じゃありませんけど。部長さんのお父さんは心しん配ぱい性しようなんでしょう」

「……なるほどね。そういう考えもあるか」

　萌もえ黄ぎのことを心配する創はじめの気持ち。それは伊い織おりにとって全まつたく着目していない点であった。

　確かに創はじめにも考えはあるのだろう。マンガを否定することだって、ただ萌もえ黄ぎに嫌いやがらせをしたいのではなく、彼かれなりに娘むすめのことを考えているのだろう。

　だがそうだとしても、先ほど創はじめが萌もえ黄ぎに語っていたのは、「マンガは下らない」「将来の役に立たない」等などといったありきたりの理り屈くつではないか。

　創はじめはそんなつまらない理り屈くつを振ふりかざして萌もえ黄ぎを悲しませている。たとえ父親としてどんな大義名分があったとしても、やはり伊い織おりは許せないと思うのだ。

「……むぅ。伊い織おりくんは納なつ得とく出来ないって顔ですね」

　楪ゆずり葉はの言葉に伊い織おりは頷うなずく。

「まあね。マンガを否定してくる相手に、僕ぼくは君ほど寛かん大だいにはなれないみたいだ」

「それでいいと思いますよ。私だってお父さんの意見に賛成しているわけじゃありません。アメリカに行けばまた会えるとしても、漫まん研けんで部長さんともっと一いつ緒しよにいたいですから」

　萌もえ黄ぎとの別れを想像したのか、楪ゆずり葉はが表情を曇くもらせる。

　だが、彼かの女じよはすぐに気を取り直したように顔を上げると、悪戯いたずらめいた笑えみを向けてきた。

「それに、伊い織おりくんは変に物分かりがいいより、怒おこっている方がお似合いですよ」

「な、なんだよ！　それじゃ僕ぼくがいつも怒おこっているみたいじゃないか！」

「とにかく、私なら大だい丈じよう夫ぶですから、ご心配なく。それより、もう遅おそいですしそろそろ帰りましょう」

　そう言って楪ゆずり葉はは歩き始めた。

「……前みたいに伊い織おりくんに心配ばかり掛かけて、辛つらい思いさせたくありませんからね」

「え？　何だって？」

「何でもありません！　ほら、行きましょう！」

　楪ゆずり葉はは恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように顔を背そむけ、帰り道の方に向かう。

「伊い織おりくん？」

　が、伊い織おりは立ち止まったまま動こうとしない。

「……すまない、楪ゆずり葉は。先に帰っておいてくれ。僕ぼくはこれから少し用事がある」

「分かりました……」

　楪ゆずり葉はは、伊い織おりが一人になりたいのだろうなと思い、言われた通りに先に帰路についた。
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　漫まん研けんの皆みなは解散して各おの々おの家に帰って行ったが、伊い織おりだけは別の場所に向かっていた。

　歩きながら携けい帯たい電話を覗のぞき込こむ。

　そこには、内ない緒しよの呼び出しメッセージが表示されていた。ある人物から、二人きりで会いたいという旨むねの連れん絡らくである。

　伊い織おりが辿たどり着ついたのは、萌もえ黄ぎのマンションの近くにある小さな公園だった。

　そして呼び出しの相手は、既すでにその公園の中で待っていた。他には誰だれもいない静かな公園。遠くの方から自動車の音が僅わずかに聞こえるくらいだ。

「──ゴメンね、左そ右う田だくん。いきなり呼び出したりなんかして」

　萌もえ黄ぎだ。

　目元は涙なみだで腫はれているが、なんとか笑え顔がおで伊い織おりを迎むかえてくれた。

「なに？　霧生きりゆうさん、話って？」

「う、うん……。あ、とりあえずそこに座すわろうか？」

　萌もえ黄ぎがそう言って指差したのは、すぐ近くに見えた２台並んだブランコだった。

　そのブランコに伊い織おりと萌もえ黄ぎは、横に並んでそれぞれ腰こし掛かける。

　しばらく無言が続く。

「……なんか、こうして左そ右う田だくんと二人っきりになるのって珍めずらしいよね」

「え？　ああ、そうかもね」

　確かに、萌もえ黄ぎと一いつ緒しよの時はクラスでも部活でも、周りに必ず友人がいた。

　一番最近二人っきりになれたのは、合宿の夜くらいだろうか。あの時は星空の下で、恋れん愛あいマンガさながらのとてもいいムードになったものだ。最後は酔よっ払ぱらったみもりが乱入してきて、大だい惨さん事じだったが。

「えっと……。左そ右う田だくん、ゴメンね……」

　次に萌もえ黄ぎから出てきたのは、謝しや罪ざいの言葉だった。

「何がだい？」

「……ずっと黙だまってたことだよ」

　萌もえ黄ぎは辛つらそうな表情だ。

　元々、日本に長くいられないことは分かっていた。なのに漫まん研けんに巻まき込こんでしまったこと。それを謝あやまりたいということだろう。

「ちょっと待ってよ、霧生きりゆうさん。そのことはさっきもみんなに散々謝あやまってくれていたじゃないか。少なくとも僕ぼくは気にしてないから、そんなに謝あやまらないで欲しいな」

「……でも、私が漫まん研けんを立ち上げる時に最初に声を掛かけたのは左そ右う田だくんだったし。漫まん画が家かのお仕事もあるのに協力してもらっておいて、最初から途と中ちゆうでいなくなる予定だったんだよ？　みんなに任せてそれをほっぽり出す気だったなんて、最低だよね……」

　確かにそういうことにはなる。漫まん研けんを作るだけ作って、あとは残されたメンバーに託たくすつもりだったのだ。無責任だと非難されても仕方ないだろう。

　しかし、伊い織おりは見ていられなかった。萌もえ黄ぎには常に笑え顔がおでいて欲しいから。こちらも胸を締しめ付つけられる思いだった。

「最初から隠かくしてなかったら良かったよね……」

「たとえ隠かくしてなくても、僕ぼくは協力していたさ。少しの間でも、君に日本での思い出を作ってあげるために」

「ありがと……。ねえ、左そ右う田だくん。私が日本に帰ってきた理由は、命の恩人を探すためだったっていうのは、前に話したよね？」

　萌もえ黄ぎは小学生の時は日本で暮らしていた。アメリカへ渡わたる直前、萌もえ黄ぎは車に轢ひかれそうになって誰だれかに命を救われた経験がある。

　日本のマンガのためという目的とは別に、それが誰だれなのか突つき止とめ、お礼を言うために、萌もえ黄ぎは日本へ帰国してきたのだ。

　その過程で、楪ゆずり葉はという大事な友達を得た。

　そしてその大事な友達の父親が、誰だれかを車から庇かばって命を失なくしていたことを知った。

　時期が一いつ致ちするだけで確証はない。それでも、自分のせいで楪ゆずり葉はの父親が亡なくなったかもしれないと萌もえ黄ぎは思った。それから二人は気まずくなり、すれ違ちがうこととなってしまった。すべては『マンガの神様』の仕し業わざだと思った楪ゆずり葉はは、漫まん研けんや萌もえ黄ぎたちの前から去ろうとしたのだ。

　結局、真相は分からないままだが、お互たがいに詮せん索さくはしないことにした。過去に囚とらわれ、今いる大事な友達を失うことはしてはいけないと。

　そんなことをしても、命の恩人は喜ばない。

　だから萌もえ黄ぎは、命の恩人探しは諦あきらめた。そういう意味では、既すでに日本にいる理由はない。

　それでも、ここを離はなれたくない。

　漫まん研けんの皆みなとの毎日が掛かけ替がえのないものになっているから。

「あれだって私、隠かくしてたし……。もっと早くみんなに打ち明けていたら良かったよね……」

　萌もえ黄ぎの後こう悔かいは重い。

　そんな様子を見ながら、伊い織おりは迷った末、

「……そんなこと言い出したら、僕ぼくだって君に隠かくしていることがあるよ」

　意を決して明かすことにした。

「『ライン』での連れん載さいのことなんだけどさ。実はなくなるかもしれないんだよ」

「え……!?」

　伊い織おりは、編集部で勅て使し河原がわらに言われたことをゆっくりと語った。

　ブチギレられたことも包つつみ隠かくさず。

　正直、伊い織おりは少しばかり心が折れかけていた。完かん璧ぺきな原げん稿こうを提出したはずだった。今までだって常に完かん璧ぺきだと思ったものだったが、今回はいつも以上に自信があったから。

「でもそれって、編集長さんが納なつ得とく出来る原げん稿こうを描かけば大だい丈じよう夫ぶなんでしょ？」

「……え？　ああ、もちろんそうだけどさ……」

　勅て使し河原がわらは期限を設けてきた。それまでに納なつ得とくのいく原げん稿こうを提出出来れば、今度こそ連れん載さいを正式に認めてくれるという約束だった。

　その期限は文化祭が終わってすぐ。残された時間はそれほど長くはない。

「だったら考えようよ！　大だい丈じよう夫ぶ、左そ右う田だくんなら絶対出来るよ！」

「…………」

「左そ右う田だくんはいつだって出来るって言って、本当にやっちゃう人じゃない！　漫まん画が家かになるって言って本当になったんだし！」

　萌もえ黄ぎの温かみ溢あふれる言葉によって、伊い織おりの腐くさりかけていた心に潤うるおいが取とり戻もどされる。

「……霧生きりゆうさんに話したら、なんだか気持ちが落ち着いてきたよ。自信も戻もどって来きた」

「なら良かったよ。……友達に心配を掛かけないでおこうとする気持ちも大事だけど、やっぱり相談することも大事だよね」

　萌もえ黄ぎは、自分の境きよう遇ぐうと重ねて言っているようだ。

「ああ、そうだね……。みんなにも連れん載さいのこと話してみるよ」

　楪ゆずり葉はにも正直に話そう。伊い織おりはそう思った。

　きっと、いや、絶対に力になってくれるから。

「左そ右う田だくん、話してくれてありがとね。だったら私も、隠かくしていること全部言おうかな」

「え？」

　まだ秘密があったのか。

　渡と米べいよりも重い話だったらどうしよう。

「……あのね、左そ右う田だくん。実はここに呼んだのは、その隠かくしていることを伝えたかったからなの。これは最後になるかもしれないから、話しておきたいんだ。だから、聞いてくれる？」

「うん。もちろん、構わないけど……」

　伊い織おりはそれを、心して聞くことにする。

　萌もえ黄ぎはスーッと息を吸って吐はいた。

　そして、こう告げたのである。




「私ね、左そ右う田だくんのこと、ずっと好きだったの」




「……………………………………………へ？」




　耳を疑う。

「小学生の時からずっと好きだったんだ。前に言ったよね。私がマンガを好きになったのは左そ右う田だくんのお蔭かげって。好きだった左そ右う田だくんの好きなものが知りたくて、近づきたくてマンガに触ふれ始はじめたんだよ。私、ずっと左そ右う田だくんを見てきたんだ。マンガの良さだって教えてくれた。今の私があるのも左そ右う田だくんのお蔭かげなの」

　熱っぽく、伊い織おりへの想おもいを語っていく。

　萌もえ黄ぎが転校してきた初日、告白されたと勘かん違ちがいしたことがあったが、今回はマジものである。

「大好きだよ」

　これは正しよう真しん正しよう銘めい愛の告白である。

　マンガの場面なんかではない。正しよう真しん正しよう銘めいである。

「……………………あの…………えっと………………………っ」

　女の子に告白される。こんなの人生初だ。

　おまけに相手は初はつ恋こいの憧あこがれの女子。

　……は、早く返事をしなければ……！

　動どう悸きがすごい。脈みやく拍はくも速くなる。




　──そしてこの時、伊い織おりも萌もえ黄ぎも気づいていなかった。

　これも『マンガの神様』の仕し業わざなのだろうか。

　運命の悪戯いたずらというしかない。

　公園の入口横にある電柱の陰かげに隠かくれ、ずっと二人の会話を聞いていた人物がいたのだ。

　その少女は、胸むな元もとを押おさえて何度も深呼吸している。

「…………っっ！」




　楪ゆずり葉はである。




　彼かの女じよは、伊い織おりと別れたあと、ソワソワした気分を変えるために辺りを散策していた。

　そして、偶ぐう然ぜん公園の前に立ち寄って、萌もえ黄ぎの伊い織おりへの告白をモロに聞いてしまったのだ。

　彼かの女じよは、今までの人生で何度も何度もマンガのような場面に遭そう遇ぐうしてきたが、これは歴代でもかなりのものである。

　このまま伊い織おりは、何と返事をするのか──。




「き、霧生きりゆうさん、僕ぼくは……」




　伊い織おりは、口を開いた。

　自分の想おもいを伝えるために。




　その答えは──。







　　　　　第二章　仲間たちとの文化祭







　高校生漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりは、自分の通う学校に向けて歩いていた。

　学校が近づくにつれて、緊きん張ちよう感かんが高まり、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速まっていく。

　何な故ぜなら伊い織おりにとって、間ま違ちがいなく今日は特別な一日となるからだ。

　歩きながら、伊い織おりは『あの日』のことを思い出す。
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　時間は数週間前に遡さかのぼる。

　場所は、伊い織おりの初はつ恋こいの少女・霧生きりゆう萌もえ黄ぎの住むマンション近くの公園。




「私ね、左そ右う田だくんのこと、ずっと好きだったの」




「……………………………………………へ？」
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　そこで伊い織おりは、萌もえ黄ぎに愛の告白をされた。

　もちろん、ドッキリなどではない。

　以前、体育館裏での告白は勘かん違ちがいだったが、今回はマジである。




　そしてこの時だ。

　伊い織おりは知らないことだが、偶ぐう然ぜんにも、杜もり若わか楪ゆずり葉はがその場面を目もく撃げきしていた。

　彼かの女じよは見つからないように息を潜ひそめ、二人の行動を観かん察さつしている。

　楪ゆずり葉はにとって、伊い織おりも萌もえ黄ぎも大切な部活の仲間。そして二人とも、自分を『マンガの神様』の恐きよう怖ふから救ってくれた立役者。

　この二人が幸せになってくれればそれでいい。

　どう転ぼうが、受け入れるつもりだ。

　それが『マンガの神様』の選せん択たくだというのなら、甘あまんじて受け入れると。

　……自分の淡あわい気持ちなど二の次で構わない。

　楪ゆずり葉はもまた、萌もえ黄ぎと同じように、伊い織おりに密ひそかに想おもいを寄せていたのだ。




　そんな楪ゆずり葉はの視線にも、想おもいにも、気づかぬまま、伊い織おりは決心を固めた。

　自分の答えを、萌もえ黄ぎに告げようと。

「霧生きりゆうさん。僕ぼくは──」

　そして、口を開いた瞬しゆん間かん、

「ま、待って！　左そ右う田だくん！」

　萌もえ黄ぎは顔を赤くしながらも、笑え顔がおを絶やさずに一歩下がった。

「やっぱり、答えはちょっと待ってくれないかな……」

「え？」

　萌もえ黄ぎからの思わぬ言葉に、伊い織おりは困こん惑わくする。

「答えは、あの。…………ぶ、文化祭が終わってから聞くよ！」

　さらに一歩下がりながら、

「じゃ、じゃあね！　また学校で！」

　そう言い残し、萌もえ黄ぎはその場から立ち去って行くのだった。

　その場で立たち尽つくす伊い織おり。




　隠かくれて聞いていた楪ゆずり葉はも、同様、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

　こうして伊い織おりと楪ゆずり葉はは、悶もん々もんと文化祭当日を迎むかえることになるのであった。
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　そして今日がその文化祭の当日なのである。

　到とう着ちやくしてみれば、学校はいつもと雰ふん囲い気きが全まつたく違ちがう。正面玄げん関かんには煌きらびやかに飾かざり付つけが施ほどこされ、何やら扮ふん装そうをした生徒たちがぞろぞろと歩き、皆みなが浮うき足あし立だっている。

　校舎内の教室やグラウンドには出店が立ち並び、体育館では演劇、ミュージカル、ダンス、合唱、吹すい奏そう楽がく部の演奏会といったステージ発表が行われる。

　文化系の部活の生徒たちは、この日のために準備や練習をコツコツと重ねてきた。いわば、これが自分たちの活動の集大成となるわけだ。

　伊い織おりが所属する漫まん研けんも、今日の文化祭のために春から準備を進めてきた。この文化祭で自作のマンガ作品を展示・販売するのが創部からの目標であった。放課後はもちろん、夏休みにも部で集まり、この日の発表に向けて作品を描かいてきたのだ。

　描かき上あげた原げん稿こうを印刷所に入にゆう稿こうし、本として刷り上がったものが３日前に届いた。

　伊い織おりはその時の仲間たちの反応を思い出す。

『うわぁ！　みんな、見て見て！』

『これが僕ぼくたちの……！』

　──漫まん研けん作・マンガ【フォレスト】。

　段ボール一いつ杯ぱいに詰つめられた自分たちのマンガを初めて手に取った時、全員が感無量という表情だった。

『すげえ！　ちゃんと本になってる！』

　かつて楪ゆずり葉はのために【学園戦国ミネルヴァ】という作品を完成させたことはあったが、自分たちの描かいた原げん稿こうが実際に１冊の本となったのを見るのは初めてだからだ。

　それはプロとして活動している伊い織おりも同じだった。雑誌で何度も自分のマンガが掲けい載さいされてきたが、１冊にまとめた本として自分の作品を出したことはない。

　同じくプロの漫まん画が家かの楪ゆずり葉はも感動していた。彼かの女じよは伊い織おりとは違ちがい、既すでに連れん載さい作家として単行本を何冊も刊行している。それでも初めて自分の本を見た時と同じくらいの感かん慨がいを覚えていた。

　伊い織おりや楪ゆずり葉はにとって、同世代の仲間たちと一いつ緒しよに作ったマンガというのが大きかった。

　あとはこれを読者に届けるだけだ。創りあげた【フォレスト】という物語を、読者が読むことで初めて、本当の意味で完成する。

　部室を文化祭仕様に改造し、いつでも来場者を受け入れる準備も出来ている。

　刷った冊数は５００。これを来場者に１冊２００円で販はん売ばいする。全部販売出来れば部費の収支がプラスマイナスゼロになる計算だ。

　部活の方の準備は、完かん璧ぺきと言って差さし支つかえない。




　それに比べて、ヤバいのはクラスの方だった。伊い織おりも部活とは別にクラスの出し物があるのだが、その準備に前日まで追われたのである。

　何をやるかギリギリまで決まらず、時間がほとんどなくなってしまったからだった。教室を何かの売店にするのは早い段階で決まっていたのだが、そこから一向に話がまとまらなかった。

　そして迷いに迷った結果、担任のみもりが強行採決を取り、ベタに喫きつ茶さ店てんとなった。メニューは、ケーキと紅茶とコーヒーというシンプルなもの。

　店の内装を作ったり、材料の買い出しをしたりはクラス全員で行い、当日、伊い織おりら男子は調理などの裏方、萌もえ黄ぎら女子が店員というスタイルである。

　さらにクラス内で男女均等に班分けがされており、班別に交こう替たいで店番をする。

　店番ではない班のメンバーは、その間に自由に他のクラスを見て回ったり、部活の出し物に顔を出したりするローテーションだ。

　ほぼ一日バラバラで動くことになるわけだが、朝あさ一いちだけはクラス全員が顔を合わせて、一いつ斉せいに店の準備をする。とはいえ、前日遅おそくまで仕し込こみや座席の準備はしてあるので、特別大がかりな作業は必要ない。簡かん単たんなホームルームと、最後の分担確かく認にんくらいのものである。




「おはよう左そ右う田だくん！」

　伊い織おりが教室に入ると、いつも通り霧生きりゆう萌もえ黄ぎが明るい笑え顔がおで元気に挨あい拶さつしてきた。

　萌もえ黄ぎは漫まん研けんの部長として部活の準備にも追われていたが、そちらは早い段階で完かん了りようさせており、クラスの喫きつ茶さ店てんの方の準備も積極的に協力してきた。そんな連日の疲つかれを見せず、朝から元気潑はつ剌らつである。

「左そ右う田だくん！　クラスの喫きつ茶さ店てんも頑がん張ばろうね！」

「うん、そうだね、霧生きりゆうさん」

　──伊い織おりは、彼かの女じよに対して色々と思うところがあったが、なるべくいつもと変わらない調子で対応した。

　クラスの喫きつ茶さ店てんオープンの準備もほとんど済んだ。ウエイトレス担当の女子たちが、各おの々おの衣い装しようのチェックを始める。

　萌もえ黄ぎもウエイトレスとして店に出るので、簡かん易い的てきに作られた更こう衣い室しつで着き替がえをした。

　コスチュームに着き替がえた萌もえ黄ぎが、皆みなの前でヒラヒラのスカートを翻ひるがえす。肩かた部分からエプロンまでヒラヒラだ。

　それを見て、男子の誰だれかが「ヒュー」と口笛を吹ふく。

「……ねえ、変じゃないかな？」

　萌もえ黄ぎは自分の格好を見ながら、恥はずかしげに言う。

　顔を赤らめるのも無理はない。今穿はいているのは超ちようミニスカートなのだ。胸の開きもやたらと広い気がする。はっきり言ってこれはヤバイ。卑ひ猥わいな店だと誤解されるレベルだ。よく生徒会からＯＫをもらえたものである。

「いやいや、もえちー可愛かわいすぎだって！」

　丸まる山やまが鼻息荒あらく言った。

　ちなみにこのコスチュームは丸まる山やまプロデュースの一品である。企き画かくから発注まで率そつ先せんして行っていた。そんな彼かれが大いに男子たちから賞賛されたのは言うまでもない。クラスのＭＶＰを投票で選ぶとすれば男子全員の力で丸まる山やまになるだろう。

　露ろ出しゆつの高い服に慣れると、萌もえ黄ぎは他のクラスメイトと楽しそうに話し始めた。

　何ごともなかったように、いつもと同じように振ふる舞まっているのだ。

　無理をしているのではないか──伊い織おりはそんな心配をしてしまう。

　今日、伊い織おりは萌もえ黄ぎに告白の返事をする。

　あの告白の日以来、伊い織おりも学校で萌もえ黄ぎに会うたびにドキドキしているくらいだ。告白をした側の萌もえ黄ぎはもっとだろう。

　しかし、そのこともあるのだが、もう一つ。

　霧生きりゆう萌もえ黄ぎは、この文化祭が終われば両親のいるアメリカへと渡わたることになっているのだ。

　それ以後、アメリカのハイスクールに通う。だからこの日本の学校にいられるのは、今日で最後なのである。伊い織おりに愛の告白をしたのも、もう機会がないと思ったからだ。

　それでも積極的に笑え顔がおでクラスの輪に入って行く。学校での最後の思い出作りに躍やつ起きになっている部分もあるのだろうか。

　萌もえ黄ぎがアメリカに帰ることは、既すでにクラスの皆みなにも伝えてある。

　余計な気き遣づかいを掛かけたくはないという思いもあり、今まで黙だまってきたが、皆みなに共有してもらうことも大事だと気づいたからだ。

　伊い織おりも皆みなに心配をかけさせないために連れん載さいの件を隠かくそうとしていたので、その気持ちはよく分かった。

　伊い織おりは、漫まん画が家かとして『週刊少年ライン』で連れん載さいをすることを目標としていた。

　この間、ついに長年夢見てきた連れん載さい決定の知らせを受け、皆みなにも大いに祝福されたのだが、編集長の勅て使し河原がわらから条件付きで連れん載さい撤てつ回かいを通告されてしまったのだ。

　だが萌もえ黄ぎに倣ならって、思い切って皆みなに状じよう況きようを伝えた。

　そのことを誰だれも非難しなかったし、むしろ励はげましの言葉をくれた。

　期限までに勅て使し河原がわらが納なつ得とくのいく原げん稿こうを提出しさえすれば、今度こそ連れん載さいを始められる。

　萌もえ黄ぎも、隠かくし事ごとなしで、精せい一いつ杯ぱいみんなとの思い出を作ることにした。

　萌もえ黄ぎのマンションで知った時、漫まん研けんの皆みなは大きくショックを受けた。でも今は、なるべく湿しめっぽいのはなしでいこうと決めている。

　最後まで楽しんで、笑え顔がおで別れようと──。

　高校を卒業するまで、彼かの女じよの創つくった漫まん研けんは、これからも皆みなで盛り上げていくつもりだ。

　だから伊い織おりも、最後まで何ごともなく彼かの女じよと接しよう。そう思って今日やって来た。

　──のだが……。

「──左そ右う田だくん？」

「えっ!?」

　ぼんやりしていた伊い織おりの前に、いつの間にか萌もえ黄ぎの可愛かわいい顔が迫せまっていた。

「どうかしたの？　ぼーっとしてたみたいだけど？　もしかして、またマンガ描かいてて徹てつ夜やしちゃったの？」

「ああ、いや！　大だい丈じよう夫ぶ！　今日のためにバッチリ寝ねてきたから！　漫まん研けんの方は大だい丈じよう夫ぶかなって思ってさ！　今は部室の方、磯いそ辺べ一人だし！」

「それなら大だい丈じよう夫ぶだよ。ゆずちゃんがクラスの出し物が特にないからって、ほぼ一日漫まん研けんの方見てくれるって言ってくれてたから」

「あ、ああ、そうだったね」

「うん！　だからまずはクラスの方を頑がん張ばろうね！」

　萌もえ黄ぎはそう言って屈くつ託たくなく笑う。

　しかし、今までなら癒いやされるだけのはずの萌もえ黄ぎの笑え顔がおが、伊い織おりには妙みようにドキドキさせられるものとなっていた。萌もえ黄ぎから愛の告白を受けているからだ。

　──萌もえ黄ぎにとっての最後の部活。

　──萌もえ黄ぎの告白への返事。

　今日は本当に特別な一日となりそうだ。




　いよいよ文化祭が始まった。

　グラウンド、中庭、校舎内、外部の来場者もやって来て、人々の波が押おし寄よせてくる。

　伊い織おりのクラスの喫きつ茶さ店てんもオープンし、お客さんを中に入れ始めた。

　萌もえ黄ぎは率そつ先せんして接客に打って出る。

「いらっしゃいませ☆」

「お、おい！　見ろよ！」

「ああ！」

　喫きつ茶さ店てんに入るなり、男子たちが明らかな反応を見せる。仕方ないだろう。いきなりきわどい格好の可愛かわいいウエイトレスさんが出で迎むかえてくれたのだから。

「お願いします！　一枚だけ！　一枚だけでいいから！」

「え？　ええ!?」

　萌もえ黄ぎは写真の撮さつ影えいをせがまれるが「いやいや、そういう店じゃないから！」とクラスメイトたちがこれを守る。彼かの女じよが接客をするとそんなことが続く。

　伊い織おりはというと、裏方でぼんやりとウエイトレスに従事する萌もえ黄ぎを眺ながめていた。

　あの超ちよう可愛かわいい萌もえ黄ぎに告白されたことと、告白された日のことがまた頭の中で再生される。

　そのせいでどうしても顔が緩ゆるんでしまうのだ。

　あの告白の返事は文化祭が終わってからという約束だし、伊い織おりもなるべく今まで通り接してきた。

　しかし、今日が約束の日なのだ。

　接客をしたり、クラスの女子たちの輪で楽しそうに話したりしている萌もえ黄ぎを見ながら、伊い織おりは決心を固めていく。

「──伊い織おり～」

「ホワッ!?」

　いきなり後ろから声を掛かけられ、伊い織おりはビクッと反応する。

　振ふり返かえると、声の主は磯いそ辺べだった。

　伊い織おりが大げさなリアクションをして、おまけに変な声を上げてきたのできょとんとしている。

「い、いや！　い、いきなりだったんで驚おどろいただけだよ！」

「ああ、うん。そ、そうなんだ。……っと、それより伊い織おり、漫まん研けんの方よろしくね～」

「え？　あ、ああ、もう交代の時間か」

　時計を見てみると、当番の時間終しゆう了りよう５分前だった。

　今の時間、伊い織おりの班と、萌もえ黄ぎ、丸まる山やまの班が合同で担当であった。その間、磯いそ辺べが所属する班はフリーの時間だったので、漫まん研けんのブースを担当してくれていたのだ。

　これからは伊い織おりの班がフリーとなるので、交代で漫まん研けんの方に向かうことになっている。

「霧生きりゆうさんと丸まる山やまも、もうしばらくこっち手伝うし、杜もり若わかさんと二人だけになるけどよろしくね～。まあ、暇ひまだし二人だけでも大だい丈じよう夫ぶだと思うけど～」

「ということは、あんまり人が来てないのか？」

　伊い織おりが訊きくと、磯いそ辺べはどう言うか少し躊ちゆう躇ちよしている。

「……ん～。まあ、行ってみれば分かるよ～」
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　伊い織おりが漫まん研けんの部室の前までやって来てみると、予想通り辺りは静かだった。

　いや、あまりに静かすぎる……。

　そもそも、この部室があるのは旧校舎で、旧校舎自体に人が全まつたく来ていないのだ。文化祭のお店や展示などは、新校舎に集中しているからである。とくに飾かざり付つけもされていないし、目玉のイベントもやっていない。そのうえステージ発表がある体育館は逆方向。基本、控ひかえ室しつや大道具の準備に使われている部屋ばかり。

　生徒ならまだしも、下へ手たをすれば一いつ般ぱん来場者は、この旧校舎の存在すら気づかないかもしれないくらいである。

　伊い織おりは部室の中をそっと覗のぞく。

　そこには、楪ゆずり葉はの姿しかなかった。

　彼かの女じよは本を販売するカウンターに座すわって、パラパラと【フォレスト】を読み返しているところだった。まるで暇ひまな古本屋さんの店員のようである。

　伊い織おりの姿に気づくと、楪ゆずり葉はは軽く会え釈しやくしてきた。

「ど、どうも伊い織おりくん……」

「やあ、楪ゆずり葉は。よろしく頼たのむよ」

「あ、は、はい……」

　楪ゆずり葉はがどこかよそよそしい態度なので気になりつつも、伊い織おりは横に座すわった。

「あの、伊い織おりくん、部長さんは……？」

「ん？　ああ、今はクラスの喫きつ茶さ店てんを頑がん張ばってるよ。とても楽しそうにしている」

「そうですか。なら良かったです」

　楪ゆずり葉はは安心した様子で微ほほ笑えんだ。

　だが、急に思いつめたような表情に切きり替かわる。

「ところで、あの。その。伊い織おりくん……」

「ん？　どうした？」

「え、えっと……」

　──伊い織おりは気づいていないのだ。

　萌もえ黄ぎが伊い織おりに告白をしているところを偶ぐう然ぜん楪ゆずり葉はに目もく撃げきされてしまったことを。

　そしてたった今、楪ゆずり葉はが非常に気まずい気分でいることを。

　伊い織おりは、怪け訝げんな顔でそんな楪ゆずり葉はの様子を見ている。

「ああ、いえ、なんでもありません。皆みなさんと描かいたマンガが完売出来るように、頑がん張ばりましょうね」

　萌もえ黄ぎにとっては、この学校での最後の思い出作りになるのだ。余計なことは考えず、文化祭を盛り上げるのに協力しようと、楪ゆずり葉はは心に決める。

　自分だって伊い織おりに対して淡あわい想おもいを持っている。いずれはその気持ちを伝えられればと思っていた。

　しかし、伊い織おりが萌もえ黄ぎの気持ちを受け入れるのなら、それはそれで良いい。

　その時は、親友を心から祝福しよう。

　大好きな親友が幸せなら、自分もまた幸せなのだから。

　あの告白を目もく撃げきした日から、楪ゆずり葉ははずっとそう思っていた。それは決して偽いつわりの気持ちではない。

　でも。

　でも何な故ぜだろう。

　胸むねの奥おくの方がチクチクするのは……。

「それで、今のところ何も問題はなさそうか？」

　伊い織おりの声によって楪ゆずり葉はは我に返る。

「……問題ですか？」

「ああ。変な客が来たとか、そういうトラブルはなかったのか？」

　伊い織おりは楪ゆずり葉はに尋たずねてみる。この少女の周りでよく変なことが起こるのは十分知っているのだから。

「そうですね、今のところ特にトラブルめいたことは起こってないですね」

「そうなのか？」

「ええ。首しゆ尾び良よくいっていると思いますよ。あえて何か問題を挙げるとすれば、マンガが全まつたく売れていないということでしょうか」

「そうか、そうか。なら、大だい丈じよう夫ぶそうだな。…………いや、それ全然良くないよ！」

　よくよく見てみれば、カウンターに積まれた本の数は今け朝さと変わっていないのだ。

「ていうか、おい。これってひょっとして……」

「ああ、はい。１冊も売れていませんよ」

　──そう、今け朝さと全まつたく変わっていないのだ。

「なにせ、漫まん研けん部員以外の人間がここに立ち寄ったのすら見ていませんからね」

　楪ゆずり葉ははさも当然のように言っている。

　この旧校舎の方に立ち寄る生徒自体が少ないうえ、旧校舎の存在すら知らない一いつ般ぱん客きやくもいる。しかも、そんな場所の端はしっこにこの部室はあるのだから、漫まん研けんのマンガ目当てでなければ、ここに来ること自体あり得ないと言っていい。「ちょっとあっちの方を見にいってみよっか」とかいうパターンも期待出来ないのだ。

　４月に創部したばかりの漫まん研けんは、現げん役えき漫まん画が家かである伊い織おりと楪ゆずり葉はが所属しているとはいえ、そもそも楪ゆずり葉はは正体を隠かくしているし、伊い織おりも自分の存在を喧けん伝でんするようなことをしなかったので、まだまだ知名度も低い。

　もちろん実じつ績せきなどないから、生徒会から良いい場所を優ゆう先せん的てきに与あたえてもらうことなど出来なかった。必然的に部室が使用可能なスペースとなっていたのである。

　そして、決められた場所以外で販はん売ばい物ぶつを配るのは禁止されているし、ここから動くことも出来ない。

　つまり、本の数が減るわけがないのだ。

「場所が悪いのは認めよう！　しかし、告知も宣伝もちゃんとしていたよな!?　なんでこうも客が来ないんだよ!?」

　あらかじめ手作りのチラシを貼はっていたし、文化祭の総合パンフレットにも大きな見出しではないが、場所の情報などが載のせてある。

　誰だれかしら興きよう味みを持った人間が訪おとずれてもいいはずだが。

「なのに、どうしてこんな事態になったんだ!?　おかしいだろ!?」

　他の部による妨ぼう害がい工作でも行われているのかと邪じや推すいしてしまうではないか。

「むぅ……。おそらくですが、読んでもらった時の初見のインパクトに拘こだわり、マンガの内容を頑かたくなに伏ふせていたのが原因でしょうね」

「え？」

「ほら。あらすじもタイトルも公開せず、当日をお楽しみにとだけ告知してましたよね」

　楪ゆずり葉はの言う通り、チラシにもパンフレットにも【フォレスト】の内容は一いつ切さい載のせていない。秘密にしておいて期待を煽あおるためだ。

「判断材料がないので、逆に興きよう味みを持てなかったのでしょうね。新作のマンガを買う時って絵だけでなく、タイトルやあらすじを参考にしますよね？　しかも今回、漫まん研けんは初めて作品を発表するわけですしね。一度でも評価を受けているのなら期待を煽あおれますが、全まつたく未知数なので誰だれも判断が出来ません。ほんの少しでもあらすじを載のせておけば、興きよう味みを持った人もいたでしょうね。ああ、こういう内容なら読んでみたいな。漫まん研けん見に行ってみようかな、と」

「冷静に分ぶん析せきしてる場合かよ!?　じゃあ、最初からそう言ってくれよな！」

「だって伊い織おりくんがそうした方がいいって聞かなかったんじゃないですか。みもり先生の時のように、予備知ち識しきなしで読んでもらって正当に評価してもらいたいとかなんとか言って」

「うぐぐ……。確かにそう言ったが……」

　伊い織おりは焦あせった。自分の迂う闊かつな発言がこの事態の原因の一部かもしれないからだ。

　折角の面おも白しろい本も手に取ってもらえなければ意味がない。今日来てくれている人たちに、自分たちの頑がん張ばりを見てもらわなければ。これでは皆みなの苦労も水みずの泡あわではないか。

　このままでは萌もえ黄ぎを悲しませることになる。彼かの女じよにとって、この文化祭が日本での最後の思い出となるのだ。

　萌もえ黄ぎの父・霧生きりゆう創はじめにも見に来て欲しいと言ってある。こんな状態を見られたら、なんと言われるだろう。「マンガなんて所しよ詮せんこんなもの」とかバカにされるのが目に見える。彼かれにもマンガの良さに少しでも触ふれてもらいたい。

　そのためには今日の文化祭、なんとしても成功を収めなければならないのだ。

「くそっ！　どうすればいいんだよ!?」

　伊い織おりは頭を抱かかえる。

　お客さんを呼よび込こむナイスなアイディアがないか考えるが、ろくに浮うかばない。新校舎の方に行って地道に声掛かけをするくらいしか出来ないだろうが、大きな効果は期待できない。

　そんな伊い織おりの様子を、楪ゆずり葉はは黙だまって見つめることしか出来なかった。

　楪ゆずり葉はだってこの現状をどうにかしたい。しかし、マンガを描かくことは出来ても、それ以外はからっきし。こういう時、アイディアを出すことが出来ない自分が歯がゆかった。

　とうとう、二人して黙だまり込こむ。




　──その時だった。

　──それは見計らったような、まるでヒーローの登場の仕方であった。




「──なんや、キミらしくもないな。えらい景気の悪い顔してるやんか」




　突とつ如じよ、伊い織おりたちの耳に飛とび込こんで来きたのは、聞き覚えのある関西弁だった。

　その声の主は、部室の入口に立っていた。

　意い気き消しよう沈ちんしていた伊い織おりたちの方に、ゆっくりと歩み寄って来る。

「え!?　あ、ああ!?　き、君はッ!?」

　伊い織おりはその人物が誰だれなのか確かく認にんして、驚おどろきを顔に出す。

　部室に現れた人物が頭に被かぶるのは見慣れたキャップ。羽は織おるのは見慣れたジャージ。

　細身で飛びぬけたルックスの『少年』だった。

「よう。久しぶりやなあ、左そ右う田だ」

「高こう良ら翔しよう太た郎ろう!?」

　そこに現れたのは、西の高校生漫まん画が家か・高こう良ら翔しよう太た郎ろうだったのだ。

　大おお阪さか出身。ネットでマンガを連れん載さいしており、それが勅て使し河原がわら編集長の目に留まり『週刊少年ライン』に迎むかえられた新しん鋭えいの漫まん画が家か。

　伊い織おりと連れん載さいを賭かけた、高校生漫まん画が家か同士のマンガ対決は記き憶おくに新しい。

　あの決戦で伊い織おりに僅きん差さで敗れた後、大おお阪さかに帰っていったはずだが──。

「どうして君がここにいるんだよ!?」

　伊い織おりの驚おどろいた顔を見ながら、翔しよう太た郎ろうは愉ゆ快かいそうに笑う。

「おいおい、そない驚おどろかんでもええやろ？　連れん載さいはまだや言うても、ボクも『ライン』の漫まん画が家かの一人や。打ち合わせやなんやでこっちに来ることもようある。今日はキミらのとこの文化祭やって小耳に挟はさんでな。東京来たついでに、折角やし見学に来たんや。言うてたやろ？　漫まん研けんでマンガを発表するって。そのことずっと気になってたからな」

　伊い織おりは、翔しよう太た郎ろうと共に、ベテラン漫まん画が家か・糸いと屑くずほたるのアシスタントをしていたことがある。その時に学校での話を交かわすこともあり、漫まん研けんに所属していることと、そこでマンガを描かいていることも教えていた。

「『ライン』や市し販はんの雑誌じゃ絶対に読めへんし、この機会にしか手に入らん貴重なマンガや。そいつをどうしても読みたくてな」

「なるほどね。しかし、わざわざそのために来てくれるとは……。いや、有あり難がたいよ」

　ようやく一人目の『読者』が現れたようだ。これが足あし掛がかりになれば良いのだが。

「それとや。ライバルのキミに、ある報告をするために来たっていうのもある」

「報告？」

　翔しよう太た郎ろうはニヤリと笑う。

「ああ。親おや父じに漫まん画が家かの夢を認めてもらったいう報告や」

　それを聞いて、伊い織おりの表情がパッと明るくなる。

「本当か!?　良かったじゃないか！」

　伊い織おりは素す直なおに祝福の言葉を翔しよう太た郎ろうに贈おくった。

　翔しよう太た郎ろうの家は古武術の道場である。

　そして『高こう良ら翔しよう太た郎ろう』とはペンネームで、本名は『高こう良ら翔しよう子こ』という。

　男の格好をしているのだが、西の高校生漫まん画が家か・高こう良ら翔しよう太た郎ろうは、正しよう真しん正しよう銘めいの女の子である。

　まるでマンガのような設定だが、道場を継つぐために男として育てられてきたという複雑な経けい緯いを持つためだ。

「へへっ。キミがあの時、ボクにビシッと言うてくれたお蔭かげやな。キミがああ言うてくれへんかったら、あのまま君に負けて腐くさってたやろけど、こうしてきちっと親おや父じに向き合うことが出来たんや。これからも漫まん画が家かとして戦っていく決意を、改めてすることが出来たわ」

　翔しよう太た郎ろうの父親は、一人ひとり娘むすめに道場を継つがすために、厳きびしい修しゆ行ぎようをつけてきた。

　期待を受けた分、それを裏切るわけにはいかない。そう思い、翔しよう太た郎ろう──翔しよう子こは武術の修しゆ行ぎように明け暮れた。

　しかし、彼かの女じよが本当にやりたいことは、漫まん画が家かだった。

　そんな気持ちを隠かくし、家出同然で東京にやって来た高こう良ら翔しよう太た郎ろうは、『週刊少年ライン』連れん載さいを賭かけて伊い織おりとマンガで競きそい合あうこととなった。

　伊い織おりに敗れた翔しよう太た郎ろうは、自身のマンガの限界を感じ、漫まん画が家かの夢を諦あきらめようとした。

　そんな彼かの女じよを、伊い織おりは叱しつ咤たしたのだ。勝手に限界を決めるなと。

　その後、翔しよう太た郎ろうは、大おお阪さかで父親と話し合い、漫まん画が家かとしての夢に理解を貰もらった。

　そのことを伊い織おりに報告がてら、漫まん研けんの作品を見に文化祭にやって来たというわけだ。

「ホンマ、キミには感かん謝しやしてるで」

「ふん。君の本気のマンガを読みたかっただけさ。僕ぼく自じ身しんのために言ったんだから、感かん謝しやされる筋合いはないね」

「ハハッ！　相変わらずなやつやな！」

　東の高校生漫まん画が家かと西の高校生漫まん画が家かは、久しぶりの再会を懐なつかしんだ。

「……さあてと。ほな、早さつ速そく、見せてもらおかな」

　翔しよう太た郎ろうはカウンターに近づき、積まれた本の１冊を手に取る。

「ふーん、なるほど。これが、キミらが漫まん研けんで描かいたっていうマンガか」

　翔しよう太た郎ろうは、伊い織おりと楪ゆずり葉はを順に見て訊きく。

　二人は揃そろって頷うなずいた。

「ああ。タイトルは【フォレスト】だ」

　翔しよう太た郎ろうは表紙を見ながら、ニヤリと笑う。

「高こう良ら。随ずい分ぶん嬉うれしそうだな」

「当たり前やろ。こんなん期待もするわ。『東の高校生漫まん画が家かの左そ右う田だ伊い織おり』と『天才漫まん画が家かの杜もり若わか王おう子じ郎ろう』が協力して描かいたマンガやぞ？　左そ右う田だの連れん載さいと同じくらいに、ずっと楽しみにしとったんやからな」

　翔しよう太た郎ろうのその発言に、伊い織おりは耳を疑う。

「え!?　お、おい、ちょっと待て！　高こう良ら。今、杜もり若わか王おう子じ郎ろうって……」

　伊い織おりの言葉に、翔しよう太た郎ろうは不敵に笑う。

「ああ、聞いてるで。キミこそがあの有名漫まん画が家か・杜もり若わか王おう子じ郎ろうやってことはなあ」

　翔しよう太た郎ろうの視線の先にいるのは、楪ゆずり葉はである。

「どうして君がそれを……!?」

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうの正体は秘密のものだ。楪ゆずり葉はは編集部で翔しよう太た郎ろうと会った時も、勅て使し河原がわらの娘むすめだということにして隠かくしていたはずだが。

「勅て使し河原がわら編集長が白状してくれたよ。キミがボクとの戦いに勝ったのに、全然連れん載さい始めへんからおかしい思て訊きいてみたら、この間の戦いの種明かしをされたんや」

　先の戦い、高校生漫まん画が家かの中で一番票を取った者が勝ちというルールだった。

　伊い織おりは翔しよう太た郎ろうには勝ったものの、王おう子じ郎ろうこと楪ゆずり葉はの【スタプリ】の読者アンケートには到とう底てい及およんでいなかったため、連れん載さいはなしだと通告されてしまった。

　何な故ぜなら、正体を隠かくしているとはいえ、楪ゆずり葉はも高校生漫まん画が家かだからだ。

「楪ゆずり葉はさんは世せ襲しゆうのような感じで、杜もり若わか王おう子じ郎ろうを継ついでるんやろ？」

　どうやら翔しよう太た郎ろうは、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの秘密を詳くわしく聞いているようだ。

「……おいおい。杜もり若わか王おう子じ郎ろうの秘密は絶対厳げん守しゆじゃなかったのか？　随ずい分ぶんガバガバだな。……いいのか楪ゆずり葉は？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶです。私が編集長さんに翔しよう太た郎ろうくんには話していいと言いましたので。そうでなければ、納なつ得とくしてもらえなかったでしょうからね」

　楪ゆずり葉はは遠い目をして続ける。

「いずれは、漫まん研けんの皆みなさんにも伝えたいと思います」

　以前、楪ゆずり葉はは一人で杜もり若わか王おう子じ郎ろうであることを抱かかえ込こみ、スランプに陥おちいったこともあった。

　しかし近いうちに、自分の秘密を明かすつもりでいるらしい。

　仲間たちと共有しようと。

　ただ【スタプリ】の連れん載さいが終わるまでは伏ふせようと思っている。今はまだ、先せん入にゆう観かんなしで純じゆん粋すいな気持ちで【スタプリ】の物語を見届けて欲しいからだ。

「楪ゆずり葉はさんがボクらと同じ高校生漫まん画が家かやいうんは分かったんやがな……」

　翔しよう太た郎ろうが苛いら立だった声こわ色いろで言う。

「けど、編集長に対してはまだ納なつ得とく出来てへん」

「なにがだ？」

「この前の連れん載さい対決のことや。そんなん詭き弁べんやないか。ボクと左そ右う田だの勝負やいう雰ふん囲い気きにしておいて、いざ左そ右う田だの勝ちが決まった瞬しゆん間かんに『実は楪ゆずり葉はさんもエントリーされてました』なんて言い出したんやからな。……なんや、どうも編集長、最初から左そ右う田だに連れん載さいさせる気がなかったんとちゃうんか？」

　伊い織おりの不ふ機き嫌げんそうな表情を見て、翔しよう太た郎ろうは慌あわてて手を横に振ふる。

「ああ、キミの実力が足らんとかそういうこと言ってないで？　ていうか、それやとキミに負けたボクが情けなさすぎるからなあ」

　伊い織おりは考える。勅て使し河原がわらがどうして連れん載さい決定を撤てつ回かいしたのか。

　未いまだにその答えは導けていない。

「それで、連れん載さいはまだ無理そうなんか？」

　伊い織おりは翔しよう太た郎ろうに、勅て使し河原がわらにブチギレられたことを話し出した。

【ゴールド・タイム・キーパー】。楪ゆずり葉はにも原げん稿こうを見せて描かき上あげた。

　面おも白しろいし、問題ないとも言ってくれた。それなのに、勅て使し河原がわらはあんな横おう柄へいな態度を取ってきたのだ。

「……ふーん。ますますきな臭くさいな。あの杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生までも面おも白しろいと思ったもんを否定するなんてな。よほどの事情があるんか、あるいは──」

　翔しよう太た郎ろうは顎あごに手を当て、考える仕草をする。

「……理由なんてない。作品なんて関係ない。ただただ、キミの連れん載さいを邪じや魔ましているだけなんとちゃうか？」

「……ッ!?　なに……？」

「たとえばキミに連れん載さいをされると都合が悪いから、それらしい素そ振ぶりして話を引き延ばしているんかもな」

　言われてみれば、連れん載さいをさせないために取とり繕つくろってああいう言動を取っているようにも思えてくる。キレ方も今にして見ればケレン味が強すぎた。普ふ段だん冷静な人が、いくら期待外れだったからといって、あそこまでキレるだろうか。

　理由も曖あい昧まいにして説明もしてこない。

　しかし、なんのために？

「なあ、キミはこのことをどう思ってるんや？　杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生」

　翔しよう太た郎ろうは、楪ゆずり葉はの方を見て言った。

「……楪ゆずり葉はでいいですよ」

「ほな、楪ゆずり葉はさん。どうして編集長は、左そ右う田だの連れん載さいをこうも邪じや魔ましてくるんやと思う？」

「邪じや魔まはされてないと思いますが……」

　楪ゆずり葉はは困り顔で言う。

「ああ、邪じや魔まはちょっと言い方が悪かったな。左そ右う田だの連れん載さいを頑かたくなに許さない理由や。ボクとしては全まつたく問題ないと思う。今連れん載さいしている奴やつらの中にだって、左そ右う田だよりしょうもない奴やつは結構おるで？」

　辛しん辣らつな発言だ。自分を負かした相手でもあるし、翔しよう太た郎ろうは伊い織おりのことを高く買っている部分もあるだろう。

「……分かりません。以前の伊い織おりくんは、短編に比べて長編が苦手という弱点を抱かかえていました。しかし翔しよう太た郎ろうくんとの勝負等を通し、大きく成長してきました。私としても、決して今の連れん載さい陣じんに劣おとっているとは思えません。見せていただいた原げん稿こう【ゴールド・タイム・キーパー】。あれもとても面おも白しろい作品だと思いました。十分『ライン』の連れん載さいで戦っていけると」

　それを聞いて、翔しよう太た郎ろうは腕うでを組んで考かんがえ込こむ仕草をする。

　勅て使し河原がわらの思おも惑わくが全まつたく分からないのだ。




「──ただ、もしも邪じや魔まをされているのだとしたら、考えられる可能性が一つだけあります」




　その楪ゆずり葉はの一言に、伊い織おりと翔しよう太た郎ろうが目を見開く。

「あるのか!?　だったら教えてくれ、楪ゆずり葉は！　それはなんなんだ!?」

　やはり杜もり若わか王おう子じ郎ろう。自分が認める最高の漫まん画が家かだ。『ライン』編集長の思おも惑わくすら看破してしまうとは。あるいは勅て使し河原がわらとは伊い織おりよりも付き合いが長いので、察することが出来たのかもしれない。

　伊い織おりは楪ゆずり葉はに期待の目線を送る。

「はい。それはですね……」

　楪ゆずり葉はは一いつ瞬しゆん躊躇ためらうが、はっきりとこう告げた。




「──伊い織おりくんの性格がウザいからです」




「うおおおおい！　なんだよそりゃあ!?」

「早い話、編集長さんはあなたのことを人間として嫌きらいということです」

　あまりに身みも蓋ふたもない言い方である。

「……ああ、それはあり得るかもなあ。ボクもウザいと思うことあるし」

「うおい！　高こう良らまで何言っているんだ!?」

　さすがに涙なみだ目めにもなってくる。

　これはイジメか!?　イジメなのか!?

「伊い織おりくん。思い出してみて下さい。『タイム』の編集長の氷ひ室むろ小路こうじさんのことを」

　氷ひ室むろ小路こうじとは、『ライン』のライバル雑誌『週刊少年タイム』の編集長のことだ。

　売り上げ至上主義を掲かかげ、あらゆる手段で売り上げアップを狙ねらう狡こう猾かつな男だ。性格は自信家で嫌いや味みったらしい。伊い織おりにとっても鼻持ちならない人物であるが。

「勅て使し河原がわらさんとあの人は犬けん猿えんの仲。氷ひ室むろ小路こうじさんとキャラが被かぶっている伊い織おりくんを嫌きらうのも頷うなずけます」

「被かぶってないだろ!?　あんなのと僕ぼくがか!?　なあ、噓うそだろ!?」

　伊い織おりは追おい込こまれる。

　まず、嫌きらわれているというのは普ふ通つうに悲しい。誰だれだって他人に嫌きらわれていると分かったらショックのはずだ。少なくとも、伊い織おりはそんなことに悦よろこびを見み出いだすドＭではない。

　そして、それが連れん載さいをさせてもらえない理由だとすればどうしようもない。性格を一から変えろとでも言うのか。

　伊い織おりが今にも泣き出しそうに見えたので、楪ゆずり葉ははなだめるような口くち振ぶりで話し出す。

「ああ、冗じよう談だんですよ、伊い織おりくん。勅て使し河原がわらさんは実力主義者。性格や人格、好すき嫌きらいで作家を選別するようことはあり得ませんので、そこはご心配なく」

「そ、そうなのか……？」

　伊い織おりはホッとする。

　しかし、依い然ぜんとして理由は分からないままだ。

　どうしてあの原げん稿こうを見て、連れん載さいを反ほ故ごにしてきたのだろうか。

　楪ゆずり葉はも面おも白しろいし、長編としても申し分ないと言っている。きちんと続きを読みたくなるような仕し掛かけになっているのだ。

「納なつ得とくのいく原げん稿こうを持ってこい」と勅て使し河原がわらは言っていた。言葉通りに捉とらえるのなら、原げん稿こう自体に不備があったと考えるべきだ。

　一度、翔しよう太た郎ろうにも見てもらうか……？

「……まあ大だい丈じよう夫ぶやて。左そ右う田だならきっと何とか出来るよ。なんせこのボクに勝ったことがあるんやからな。とりあえず、今日のところはこいつを読ませてもらってもええか？」

　そう言って翔しよう太た郎ろうが、漫まん研けんのマンガ【フォレスト】を指差した。

　連れん載さいマンガももちろん大事だが、文化祭の真っ最中だったことを思い出す。

　そう、今優ゆう先せんすべきはこちらだった。

「ああ、もちろんだ。高こう良ら、是ぜ非ひ読んで感想を聞かせてくれ」

　翔しよう太た郎ろうは手に持った【フォレスト】を開いて、早さつ速そく読み始める。

　最初に読んだのはみもりではあるが、外部の人間が読むのはこれが初めてだ。真の読者第一号と言えるだろう。

　伊い織おりと楪ゆずり葉はは、緊きん張ちよう感かんのある面おも持もちで見守る。

「へぇ……」

　読みながら翔しよう太た郎ろうは、感心したり、笑いのシーンでは笑えみを浮うかべたりしている。日ひ芽めには到とう底てい及およばないが、感想が顔に出るタイプのようである。

　それを見て、伊い織おりと楪ゆずり葉はは安心した表情に変わっていった。漫まん研けんの頑がん張ばりが認められていると肌はだで感じられたからだ。

　この記念すべき場面に是ぜ非ひとも萌もえ黄ぎに立ち会って欲しかったものだ。

「なるほどなあ……」

　最終ページを閉じ、翔しよう太た郎ろうは笑え顔がおを浮うかべたまま、

「うん。これお世辞抜ぬきに、めっちゃオモロイわ」

　はっきりとそう告げた。

【フォレスト】という物語が、初めて『読者』に受け入れられたのだ。

　伊い織おりと楪ゆずり葉はは笑え顔がおで顔を見合わせる。そうやって「やったな」と無言でアイコンタクトを取った。

「しっかし、さすがって感じやな……」

　読み終えた後もパラパラと読み返しながら、翔しよう太た郎ろうは感心の言葉を発している。

「やっぱこんだけのもんが描かけるキミが連れん載さい出来ひんのはおかしいわ」

　そう言ってチラチラと伊い織おりのことを見てくる。

「……言っておくが、こいつは僕ぼくだけが描かいたマンガではないぞ。僕ぼくはあくまで漫まん研けんの一員として意見を言って、漫まん研けんの部員として作画をサポートしただけだ。これだけの作品を生み出せたのは、漫まん研けんみんなの力だよ」

　それを聞いた翔しよう太た郎ろうは、驚おどろいた表情を作った。

「ふーん……。キミのことやから、自分一人の力やって威い張ばり散ちらすもんやと思ってたけど、意外やんか」

「う、うるさいな！　それじゃあまるで僕ぼくが傲ごう慢まんなクソ野や郎ろうじゃないか！」

　無視して翔しよう太た郎ろうは【フォレスト】を読み返し続け、今度はチラリと楪ゆずり葉はを見る。

「私も、あくまでサポートに徹てつしたつもりです。全員で意見をぶつけ合い作り上げたもの。これは『杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガ』ではありません。漫まん研けんの仲間みんなで作ったマンガです」

　翔しよう太た郎ろうはそれを聞いて、穏おだやかな表情で頷うなずく。

「……仲間で作ったマンガ、か。なるほどな。そっか……。なんかええよな。やっぱこういうのも楽しいんやろな」

　高こう良ら翔しよう太た郎ろう──翔しよう子こは、女であるが男として生きてきた。

　そんな彼かの女じよは、自分が叶かなえられないような『恋れん愛あい』などの『妄もう想そう』を、マンガの中で表現することで自分を慰なぐさめ、他者にも訴うつたえかけるような作品を生み出してきた。

　しかし、悪い言い方をすれば、あくまで自分のためだけに創作をしてきたということ。

　伊い織おりから受けた言葉をきっかけに、自分だけではなく、他人を楽しませるために『妄もう想そう』を原げん稿こうに込こめることを誓ちかった。

　そんな今の翔しよう太た郎ろうにとって、仲間たちとの共作というのも興きよう味みが湧わく部分なのだろう。

「ほな、買わせてもらうわな。知り合いやし、記念に買って帰るつもりではあったけど、こんなオモロイマンガ、知り合いと違ちがっても買こうてたわ」

　翔しよう太た郎ろうは懐ふところからがま口を取り出し、その中にあった小こ銭ぜにを楪ゆずり葉はに手て渡わたした。

「お買い上げありがとうございます。あなたが記念すべき購こう入にゆう者しや第一号ですよ」

　その楪ゆずり葉はの一言に、翔しよう太た郎ろうは目を見開く。

「はぁ!?　おいおい噓うそやろ!?　これまだ１冊も売れてなかったんか!?　こんなオモロイんやぞ!?　キミらの学校の生徒の目は節穴か!?」

　翔しよう太た郎ろうは納なつ得とくがいかない様子である。

　伊い織おりだってそうだ。皆みなで描かいたマンガが正当に評価されていないのだから。読んでさえもらえれば、こういう反応ももらえるだろうに。

「……場所のせいだよ。誰だれもここで僕ぼくたちのマンガが販はん売ばいされていると気づいていないんだ」

「まあ確かに場所が悪すぎるわな。ボクみたいな外からの客なら、１００％、こんなとこでマンガを売ってるなんて分からんもん。ボクも場所聞きながらやっと見つけたしな」




「──場所もそうだけど、宣伝も足りないんじゃないの？」




　突とつ然ぜんだった。

「あなたたち、随ずい分ぶんと寂さびしい場所でやってるのね」

　部室に新たに登場した人物が、伊い織おりたちに声を掛かけてきたのは。

　伊い織おりたちが振ふり向むくと、部室の入口に帽ぼう子しにサングラスで顔を隠かくした少女が立っていた。

「おお、やっとお客さん来たみたいやな。良かったやんか」

　翔しよう太た郎ろうが、部室に来たその子を見ながら嬉うれしそうに言う。

　その少女は、楪ゆずり葉はくらいの少し低めの背せ丈たけだった。制服を着ていないので、翔しよう太た郎ろうと同じく校外から文化祭にやって来た来場者である。サングラスで顔を隠かくしてはいるが、ここにいる全員と同世代の子なのは分かる。

「……もう。ここを見つけるのに凄すごく手間取ったんだからね。その辺の子に漫まん研けんの部室がどこか訊きいたら『うちの学校に漫まん研けんなんてあったっけ？』とか言われちゃったわよ。あんたたち、全然、認にん知ち度どないじゃないのよ」

　少女は呆あきれた笑い声を上げながら肩かたを竦すくめて言う。

「マンガを描かくのに手て一いつ杯ぱいだったってとこかしら？　それにしたって宣伝が足りなさすぎ。これじゃあ、折角楪ゆずり葉はたちが描かいたマンガが浮うかばれないわね」

　少女は伊い織おりたちに近づいてきた。

　翔しよう太た郎ろうが怪け訝げんな顔をしている中、伊い織おりと楪ゆずり葉はは、嬉うれしさと驚おどろきとが入り混じった顔をしていた。

　変装をしていても、その声で正体がはっきりと分かっていたからだ。

「ふふっ。楪ゆずり葉は。部活の方も頑がん張ばってるみたいね。しっかり高校生活エンジョイしてるじゃないの。安心したわ」

　そう言いながら、少女はサングラスと帽ぼう子しを取り、変装を解いた。

　解放されるツーサイドアップにまとめた綺き麗れいな髪かみ。

　素人しろうとの有さない圧あつ倒とう的てきなオーラ。

　彼かの女じよを知っているのは、伊い織おりや楪ゆずり葉はだけではない。

　誰だれしもが知っている顔である。

　その正体は──。

「やあ、夜よ桜ざくら！　よく来てくれたね！」

　彼かの女じよの名前は、東雲しののめ夜よ桜ざくら。

　国民的アイドルにして、『ライン』のライバル誌『タイム』に作品を載のせている漫まん画が家かでもある、アイドル漫まん画が家かだ。

　楪ゆずり葉はとは幼おさな馴な染じみで親友なのだが、まさか芸能人がこの学校に乗のり込こんで来くるとは。

　夜よ桜ざくらは悪戯いたずらっぽく笑う。

「どうしても楪ゆずり葉はの晴れ姿を見たくてね。漫まん研けんの文化祭の発表があるっていうもんだから、何とかスケジュールを押おさえてやってきたのよ」

　そう言うなり、夜よ桜ざくらはいきなり楪ゆずり葉はに抱だき付ついた。

「ちょ、ちょっと夜よ桜ざくらさん……！」

　不意打ちだったこともあり頰ほおを染めながら、楪ゆずり葉ははジタバタとする。

「いいじゃないの、減るもんじゃないんだし」

「み、皆みなさん見てますから……」

「ふーん。見られてなかったらいいんだ？」

「もう！」

　そのまま夜よ桜ざくらは、楪ゆずり葉はの頰ほおをスリスリし出す始末だ。

　楪ゆずり葉はラブは健在らしい。

　いや、さすがに度を越している……。女の子同士とはいえけしからん……。

「お、おい、夜よ桜ざくら！　それくらいにしておけって！」

「なーに？　もしかして、伊い織おり、羨うらやましいの？」

　楪ゆずり葉はに抱だき付つく姿を見せ付けながら、夜よ桜ざくらは挑ちよう発はつ的てきに言う。

「い、いや、そういうわけじゃないが、こんなところ誰だれかに見られたら大変だろ？　そ、そのスキャンダル的にだな……」

「いいじゃん、女の子同士なんだから」

「いやいや、それはそれでスキャンダルになるから！」

　伊い織おりの慌あわてた様子を見ながら、翔しよう太た郎ろうはずっと首を傾かしげている。

「その子、楪ゆずり葉はさんだけやなくて、左そ右う田だも知り合いなんか？　ここの生徒って感じやないけど、どういう知り合いなん？」

　翔しよう太た郎ろうのとぼけた反応を見て、伊い織おりは驚きよう愕がくする。

「お、おい、高こう良ら！　まさか彼かの女じよのことを知らないのか!?」

「いやいや、初対面やし普ふ通つう知ってるわけないやん」

「いやいや、普ふ通つう知っているだろ！　アイドルの東雲しののめ夜よ桜ざくらだよ!?」

「誰だれそれ？」

「マ・ジ・で・か!?　超ちよう有名なアイドルだよ！　テレビとか雑誌とか、絶対どっかで顔見たことあるって！　きょうび、幼よう稚ち園えん児じや老人ですら知っているぞ!?」

「知らんて」

「最近じゃ漫まん画が家かデビューまでして、めちゃくちゃ話題になってたじゃないか！」

　それを聞いて、翔しよう太た郎ろうはようやくピンときたらしい。

「ああ！　あの『アイドル漫まん画が家か』とかいうて騒さわがれてたやつか！　……へえ、この子が」

　物もの珍めずらしそうに、目の前のアイドルを眺ながめ始はじめる。

　高こう良ら翔しよう太た郎ろうは、マンガや格かく闘とう術じゆつの知ち識しきはピカイチだが、どうやらアイドルや芸能関係には疎うといようだ。武道とマンガの修しゆ行ぎように明け暮れていたので仕方ないとは思うが、さすがに驚おどろきである。

　夜よ桜ざくらの方も、不ふ思し議ぎそうに翔しよう太た郎ろうのことを見ている。有名アイドルの自分を知らないことに驚おどろいているのもあったが、翔しよう太た郎ろうが浮うき世よ離ばなれしたルックスの持ち主だからだ。

「ねえ、伊い織おり。このイケメンは？」

「ああ。西の高校生漫まん画が家か・高こう良ら翔しよう太た郎ろうだよ。『ライン』を毎週読んでる君なら、名前や作品も知っているだろ？」

「え!?　この人が!?」

　夜よ桜ざくらは両手を握にぎって感かん激げきのポーズを取る。

「知っているわよ！　知っているも何も、私、あなたのマンガ大好きなの！　『ライン』に載のった【不ふ破わ門もん峠とうげの無法者デスペラード】も【キラメキ都と市しの閃光きせき】も面おも白しろかったわ！　それと、ネットで連れん載さいしてる【ＵＴＳＵＳＥＭＩうつせみ】！　あれ、ホント大好きなのよね！」

　アイドルの夜よ桜ざくらに対して翔しよう太た郎ろう側は無反応だったのに、逆に夜よ桜ざくらの方がこの食いつきである。

　無理もない。彼かの女じよは相当のマンガ好きで、伊い織おりと初めて会った時も伊い織おりの作品が大好きだと言ってとても喜んでいた。

「ねえ、ねえ！　更こう新しん止まってるけど、【ＵＴＳＵＳＥＭＩうつせみ】の続き描かいてないの!?　私、早く見たくてしょうがないんだからね！　まさか描かかないってのは許さないんだから！」

　夜よ桜ざくらの反応に気を良くしたようだ、翔しよう太た郎ろうは機き嫌げん良さそうに笑えみを浮うかべている。

「ああ、悪いな。『ライン』の方のマンガが忙いそがしくてなかなか手を付けられてへんねん。けど、いずれはちゃんと【ＵＴＳＵＳＥＭＩうつせみ】も完結させるし、安心してな。もちろん『ライン』でも連れん載さいに向けてじゃんじゃん作品描かいてるから、期待してて」

　自分だけでない。待っている読者のために描かく。翔しよう太た郎ろうはそう誓ちかったのだ。だから目の前のファンの期待にきちんと応こたえていく。それだけでも心が昂たかぶってくるのを翔しよう太た郎ろうは感じていた。

「そういうキミの方は、マンガはもう描かいてないんか？　杜もり若わか王おう子じ郎ろうと戦って負けて、漫まん画が家かは引退とか騒さわがれてたけど」

　今度は逆に翔しよう太た郎ろうが夜よ桜ざくらに質問する。

　ついこの間のことだが、夜よ桜ざくらは漫まん画が家かとして楪ゆずり葉はと雑誌の売り上げを競きそい合あった。楪ゆずり葉は──杜もり若わか王おう子じ郎ろうがもし敗れれば『ライン』から『タイム』に移い籍せきするという条件でだ。

　結果は楪ゆずり葉はの勝利だった。

　伊い織おりの励はげましで杜もり若わか王おう子じ郎ろうであることの迷いを吹ふっ切きって描かき上あげた【常とこ夏なつの狂詩曲ラプソデイ】は、多くの読者から圧あつ倒とう的てきな支持を集めたのだ。

　そして、自分の全力を以て挑いどんだ勝負に敗北したのだから、この先自分がトップになることはない。そう悲ひ観かんした夜よ桜ざくらは、マンガの世界から足を洗おうとした。

「まっさか！　引退なんてしないわよ！　アイドルの世界でもマンガの世界でも、私はトップに立つんだからね！」

　しかし、楪ゆずり葉はの言葉によって、夜よ桜ざくらはもう一度漫まん画が家かとして戦っていくことを誓ちかったのである。

「ふふん。私だって近々『タイム』で新しいマンガ載のせるんだからね。あなたたちにも負けないんだから」

　夜よ桜ざくらは、翔しよう太た郎ろうと伊い織おりに視線を送る。

　そしてすぐ隣となりにいる楪ゆずり葉はにも。

　──杜もり若わか王おう子じ郎ろうを越こえる。

　かつて夜よ桜ざくらは杜もり若わか王おう子じ郎ろうという存在を嫌けん悪おした。その立場のせいで楪ゆずり葉はは苦しめられていると考えていたからだ。だが今は違ちがう。伊い織おりと同じように、杜もり若わか王おう子じ郎ろうも楪ゆずり葉はの一部だと受け入れていた。そのうえで楪ゆずり葉はを漫まん画が家かとして越こえたい。そう思っている。

「首を洗って待ってなさいよ」

　そう言って夜よ桜ざくらはバキューンと拳けん銃じゆうを撃うつ仕草をした。

「ああ、楽しみにしているよ。君のマンガも」

　伊い織おりは嬉うれしそうに言った。皆みながお互たがいを高め合っている。かつてはライバルとしていがみ合うこともあったが、それが今では噓うそのようでなんだか愉ゆ快かいだったのだ。

「さあてと。それじゃあ楪ゆずり葉はたちのマンガを読ませてもらいましょうか」

　夜よ桜ざくらは楪ゆずり葉はから【フォレスト】を受け取ると、楽しそうに読み進める。

　彼かの女じよもまたマンガが大好きだ。幼い頃ころ、楪ゆずり葉はのマンガに励はげまされ、それをきっかけにマンガを好きになったし、自身もマンガで人々を楽しませるために漫まん画が家かを志こころざした。

　さっきの翔しよう太た郎ろうと同じようにすごく楽しんでいる。結局のところ、ここにいる皆みな、根底にあるのはマンガが大好きということだろう。

「なによこれ！　すごいじゃないの！」

　やはり日ひ芽めには及およばないものの、激はげしいリアクションでいかにこのマンガが面おも白しろいか語ってくる。

　全てのページを読み終わった後も、夜よ桜ざくらは興こう奮ふんさめ止やらぬ様子だった。

「絵も私好みだったし、最高ね！　これ、メインは楪ゆずり葉はで、伊い織おりがサブキャラを描かいてる感じかしら？」

「……へえ、よく分かるな？」

「当たり前よ！　大好きな漫まん画が家かの絵くらい見分けられなくて何がファンよ！」

　夜よ桜ざくらもとても楽しんでくれている。

　しかし、目線をカウンターに移し、

「これはみんなに読んでもらわなきゃもったいなさすぎよ……！」

　大量に積まれたマンガを見ながら、夜よ桜ざくらは悔くやしそうに言う。

　これだけのマンガを、まだ夜よ桜ざくらと翔しよう太た郎ろうしか読んでいないという事実に、彼かの女じよたちは苛いら立だちすら見せている。

「……ほんまそうやで。なんとかしてみんなに読んでもらわなな」

　読者の彼かの女じよたちでさえこうだ。作者側の伊い織おりと楪ゆずり葉ははというと、もっと悔くやしそうな表情である。

　それを見ながら、夜よ桜ざくらは何やら決心した表情を作る。

「しょうがないわね……。私、ちょっと行ってくるわ！」

　腕うでを組み、宣言するように夜よ桜ざくらは言った。

「は？　行くってどこに？」

　ぽかんとしながら伊い織おりが訊きくと、夜よ桜ざくらは腕うでを組んだままさらに踏ふん反ぞりかえって、続けてこう発言した。

「このアイドルの夜よ桜ざくらちゃんが、漫まん研けんの宣伝をしてあげるって言ってるの！　漫まん研けんの存在すらほとんど認にん知ちされてないんだからね！　私が学校中を練り歩いて漫まん研けんと【フォレスト】の宣伝をしてあげるの！　そうすればいっぱいお客さんを集められるわよ！」

「ええ!?」

　それはとんでもない広告効果を望めるのは間ま違ちがいないが……。

　さらに夜よ桜ざくらは、何か良いいアイディアを閃ひらめいたのか、指をピンと立てる。

「それから、１冊買ってくれたら私との握あく手しゆ券けんを付けるわ！　それだけじゃ弱いかな？　あ、そうだ！　５冊以上買ってくれた人にはハグしてあげることにするわ！　これならすぐ完売よ！　やったわね、楪ゆずり葉は！」

「おい！　それはマジでやめろって！」

　伊い織おりが止めようとすると、夜よ桜ざくらは「はあ？」と怪け訝げんな顔をする。

「なによ、伊い織おり？　もっとすごいことした方がいいの？　キスならさすがにほっぺまでよ？　……ま、まさか伊い織おり、私にそれ以上をさせる気なの!?　ダメよ！　楪ゆずり葉はの前でそんな！」

　夜よ桜ざくらは顔を赤くしながら両手をブンブンと振ふる。

「何を言っているんだ!?　落ち着け！　そういうことじゃないよ！」

「……え？　じゃあ何がダメなの？」

「まず教育上よろしくないから！　これ文化祭だから！　学校の行事だから！」

「でも、今のままじゃ絶対売れないわよ！　あなたたち、漫まん研けんの存在すら知られてないのよ？　だったらアイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらの名前で釣つらないと」

　そこで遮さえぎるように、深いため息が聞こえてくる。

「……おいおい、ちょっと待ちーや。それで売れても意味ないやろが」

　翔しよう太た郎ろうだ。

「は？　なんで？」

「……夜よ桜ざくらさんやっけ？　そんなんしても、意味ないやろ」

「なんでよ？　売れなきゃそれこそ意味ないじゃない。マンガは買ってもらって読んでもらわなくちゃどうしようもないでしょ？」

「もちろんそうや。マンガを手に取って読んでもらわな、いくら面おも白しろいものを描かいても意味ないかもな。……けど、キミ目当てで買わせても、しゃあないんちゃうか？」

「なんで？」

「それやったらマンガを買ってもらったことにはならんやろ。左そ右う田だたち漫まん研けんの頑がん張ばりやなく、キミっていうアイドルを評価してもらってるようなもんやからな」

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらの間に険悪な空気が漂ただよう。

「あのねえ、商品っていうのは本質以外の価値を付けてなんぼなの。売れなきゃ評価されてないのと一いつ緒しよ。とりあえず買わせて読んでもらえばいいの。マンガってのは売り上げが評価の基準になるの」

「確かに売り上げが基準になるかもしれん！　けど面おも白しろいからこそ評価され、売り上げに繫つながるんやろ！　『面おも白しろさ』以外のおまけや、アイドルの名声といった『付加価値』で釣つるのは間ま違ちがっているという話や！」

「『面おも白しろさ』なんて、それこそ『付加価値』の一部に過ぎないわ。面おも白しろさを加味させて、売り上げを増しているのよ。マンガを売るために、マンガを面おも白しろくしているに過ぎない」

「違ちがう！　マンガは面おも白しろさが全てや！　あくまで売り上げはそれを判断する基準や！　売り上げが先に来てはいけないんや！」

「ああ、ちょっと待って二人とも！　その下り前にやったから！」

　激はげしいデジャヴを覚え、伊い織おりは仲ちゆう裁さいに入る。

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらは、伊い織おりが夜よ桜ざくらと初めて会った時と同じことを言い争っているのだ。

　以前も夜よ桜ざくらは、『タイム』編集長の氷ひ室むろ小路こうじと共に、アイドルの知名度をフルに使った戦略を展開し大きな売り上げの成果を出した。

　伊い織おりはそんな彼かの女じよのやり方に異を唱え、激はげしくぶつかり合ったものだ。

　マンガは面おも白しろさが絶対なのか、それとも、売り上げが絶対なのか、と。

「高こう良らの意見はもっともだと思う。僕ぼくとしても、そっちを支持したいところだ。マンガっていうのは、面おも白しろさが先に来なければならない」

「さすが左そ右う田だや！　もっと言うたれ！」

「……しかし、夜よ桜ざくらの言う通り、売り上げも大事なことであるのも間ま違ちがいない」

「左そ右う田だ？」

　夜よ桜ざくらは、楪ゆずり葉はの雑誌移い籍せきを賭かけて売り上げを競きそい合あった。それは漫まん画が家かとしての信念のぶつかり合いだった。

　そんな二人の戦いを見守り、伊い織おりは夜よ桜ざくらにも夜よ桜ざくらの信念があり、目指すところがあるのだと気づかされた。

「売り上げのために努力する。それもまたファンたちのために必要なことだ。夜よ桜ざくらもまた大事なことを言っていると思う」

「さっすが伊い織おり。分かってるじゃないの」

　夜よ桜ざくらは嬉うれしそうにそう言いながら、伊い織おりの腕うでを摑つかんでその豊満な胸を押おし当あてる。




「何やってるんですか!?」「何やってんねん!?」




　すると、楪ゆずり葉はと翔しよう太た郎ろうが、同時に突つっ込こむ。

「痛ッ！　痛ッ！」

　伊い織おりが痛がるのもお構いなしに、二人は乱暴に夜よ桜ざくらから伊い織おりを引ひき剝はがした。

　あんまりな扱あつかいに非難をしようと思ったが、楪ゆずり葉はも翔しよう太た郎ろうも不ふ機き嫌げんそうに睨にらんでくるのでやめた。アイドルとくっついたことに文句を言いたいのだろうが、抱だき付ついて来きたのは夜よ桜ざくらの方なんだから、そっちに当たって欲しいものだ。

「さて、伊い織おりのＯＫも出たようだし、それじゃあ楪ゆずり葉はたちのために一ひと肌はだ脱ぬぎましょうかしらね」

　そう言って夜よ桜ざくらは、腕うでをまくりながら廊ろう下かに出ようとする。それも素す顔がおを晒さらしたままでだ。

「お、おい！　待てって！　誰だれもＯＫとは言ってないだろ！　マジでやる気なのか!?」

　慌あわてて伊い織おりは、夜よ桜ざくらの手首を摑つかんで止めに入る。

「何よ？　だって宣伝しなきゃダメでしょ？　ご覧の通り、全然人が来てないじゃないのよ。ああ、別にギャラとかお礼とかいらないから安心してね。楪ゆずり葉はに喜んでもらえたら私はそれで満足よ」

　この少女、楪ゆずり葉はのこととなると文字通りに一ひと肌はだ脱ぬぎそうで怖こわい。夜よ桜ざくらにとって楪ゆずり葉はは親友であり、かつて芸能活動で挫ざ折せつしそうになった時に救ってくれた恩人でもあるのだ。楪ゆずり葉はが『ライン』で嫌いや々いやマンガを描かかされていると勘かん違ちがいし救おうとしたのも、先のマンガ対決に挑いどんだ動機であった。

「ね？　楪ゆずり葉はだって、漫まん研けんのマンガをみんなに届けたいでしょ？」

「もちろんですし、手伝おうとしてくれている夜よ桜ざくらさんの気持ちも嬉うれしいです。ですが、そんなことをすれば学校中がパニックになってしまいますよ」

「ああ。文化祭どころじゃなくなる。だからそれは採用出来ないよ」

　テレビでお馴な染じみのアイドルだ。彼かの女じよのライブに参加するために毎回チケットの争そう奪だつ戦せんが起こっている。皆みなが夜よ桜ざくらの周りに殺さつ到とうするだろう。そうなれば他の生徒たちにまで迷めい惑わくが掛かかるのは必ひつ定じよう。

「なにより、夜よ桜ざくらさん自身にとても迷めい惑わくが掛かかってしまいます」

「へ？　私に？」

「非公式にそういう活動をしてはいけません」

　楪ゆずり葉はは叱りつけるように言った。

　すると、夜よ桜ざくらはどうやら反省したようで俯うつむく。

「……そ、そうよね。後で事務所にすっごく怒おこられるわね……」

「ええ。夜よ桜ざくらさんに迷めい惑わくが掛かかっても、私は嬉うれしくありません」

「ゴメン……」

　楪ゆずり葉はの言葉で夜よ桜ざくらはようやく冷静になってくれたようだ。バツが悪そうに顔を伏ふせる。

　この少女、親友の楪ゆずり葉はのためとあらば周りが見えなくなることがある。ちょっと考えれば分かる話なのだが。

　夜よ桜ざくらは改めて帽ぼう子しとサングラスで顔を隠かくした。

「アイドル・夜よ桜ざくらだっていうのは隠かくすけど、お手伝いはさせてもらうからね。……売り子くらい手伝ったっていいでしょ？」

「ほんならボクも手伝うわ。このマンガを一人でも多くの人に届けたいからな」

　翔しよう太た郎ろうが勇ましく言う。

「ありがとうございます」

　楪ゆずり葉はは微ほほ笑えんでいる。

　西の高校生漫まん画が家か・高こう良ら翔しよう太た郎ろう。

　アイドル漫まん画が家か・東雲しののめ夜よ桜ざくら。

　かつての『敵』たちが、思わぬかたちで『味方』になった。

　これも『マンガの神様』のもたらしたマンガの様な展開だと楪ゆずり葉はは思っているのだろうか。

「まあ何にせよ、夜よ桜ざくらさんの言う通り、宣伝は確かに大事やな。【フォレスト】どころか、漫まん研けんの存在自体知られてないんやから、このままじゃ読んでもらえるわけもない」

　翔しよう太た郎ろうが改まってそう言った。

「よし。なら、僕ぼくはその辺で呼よび込こみをしてくるよ」

　そう言って駆かけ出だそうとした伊い織おりを、楪ゆずり葉はが慌あわてた様子で呼び止める。

「ちょっと待って下さい伊い織おりくん。闇やみ雲くもに走り回っても時間を無む駄だにするだけです。もっと効率的な方法で宣伝をしないと」

「確かにそうだが、効率的な方法ってなんだよ、楪ゆずり葉は。そこまで言うからには何か考えがあるんだろうな」

「いえ、具体的なアイディアがあるわけではありませんけど……」

　楪ゆずり葉はが沈しずんだ表情で黙だまり込こむと、伊い織おりもそれ以上は追つい及きゆうすることなく口を閉じた。

　伊い織おりとて分かっているのだ。楪ゆずり葉はの言うように、考えなしに突つっ走ぱしっても成果は期待できないだろう。

　こうして言い合っている間にも、一向にお客さんはやって来なかった。のんびりしている時間はないが、かといって短時間で多くの人に漫まん研けんをアピールする方法など、簡かん単たんに思い付くものではない。

　伊い織おりと楪ゆずり葉ははもちろん、部外者である翔しよう太た郎ろうも真しん剣けんな表情で悩なやんでいる。

　そうして重苦しい沈ちん黙もくに包まれた漫まん研けんの部室で、ただ一人だけ笑えみを浮うかべる少女がいた。

「ふっふっふ……」

　夜よ桜ざくらである。

　つい先ほど楪ゆずり葉はにたしなめられた時は落おち込こんだ様子だった夜よ桜ざくらが、不敵な笑えみを浮うかべているのだ。

「……あなたたち、どうやらお困りのようね」

「いや、だからさっきからそう言うとるやんけ」

　翔しよう太た郎ろうの冷ややかな突つっ込こみにも怯ひるむことなく、夜よ桜ざくらが余よ裕ゆうの表情で続ける。

「漫まん研けんのことを宣伝するなら、私にいい考えがあるわ」

　自信満々で宣言した夜よ桜ざくらの視線は、真まっ直すぐ楪ゆずり葉はに向けられていた。
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　薄うす暗ぐらい体育館の中には多くの観かん客きやくたちが集まっており、皆みながここで行われているイベントに対して、テンション高く騒さわいでいる。

　その中に混じる伊い織おりは、気が気でなかった。

　漫まん研けんの部室の方は、たまたまこの時間空きがあった顧こ問もんのみもりに任せているので、そちらへの心配はそれほどしていない。

　伊い織おりだって、今行われているイベント自体はなかなかに楽しめている。

　しかしだ。

「いいわよーーっ！　やれやれーーーっ！」

　すぐ隣となりでアイドルの東雲しののめ夜よ桜ざくらに騒さわがれていては、落ち着けという方が無理である。

「なによ、なによぉ！　みんななかなか可愛かわいいじゃないのよ!?」

「お、おい、夜よ桜ざくら。こんな人が多いところでそんなに騒さわいだら──」

「うるさいわよ、伊い織おり！　変装だってしてるんだし、これだけ薄うす暗ぐらいんだから、誰だれも気づかないっての！」

　夜よ桜ざくらは伊い織おりの心配なぞどこ吹ふく風という様子で、ステージに向かって大きな声で歓かん声せいを飛ばすばかりだ。

「……なあ左そ右う田だ。この子はホンマに有名な芸能人なんか？」

　耳打ちされた伊い織おりが振ふり向むくと、翔しよう太た郎ろうが苦笑いを浮うかべていた。

　そんな中、イベントは構わず進んでいく。

　目が痛いほどの照明が向けられたステージ上に立つ司会者の男子生徒が、マイクを通して声を上げた。

『さあさあ、皆みな様さま、ミスコンも盛り上がって参りましたね！　そして、そして！　続いて登場の女の子は水泳部のエースです！　な、なんと！　水着姿での登場ですよ！』

　スタイル抜ばつ群ぐんの競泳水着姿の女子がステージに現れた途と端たん、会場内がさらに盛り上がる。

　そう、今、体育館内で行われているのは、学校主しゆ催さいのミスコンである。出場者は好きな服装やコスプレをして順番に登とう壇だんし、制限時間の間に自由にアピールをする。その後、客の投票により優ゆう勝しよう者しやを決めるという内容だ。

　夜よ桜ざくらが提案したアイディアこそ、多くの来場者が見物にやって来るこのミスコンに出場して、漫まん研けんの存在をアピールすることだったのである。

「楪ゆずり葉は！　楪ゆずり葉ははまだなの！」

　夜よ桜ざくらが吼ほえる。

　これに出場するという大事な役目を負ったのは、楪ゆずり葉はだった。

　アイドルの夜よ桜ざくらを出すわけにはいかないし、いつも男子の格好をしている翔しよう太た郎ろうに女性として出てもらうのも申し訳ない。そもそも二人ともうちの生徒でないので出場権がないのだ。だから自然と楪ゆずり葉はに白羽の矢が立った。

　表立ったことをするのが苦手だし、猛もう烈れつに拒きよ否ひするかと思ったが、楪ゆずり葉はは意外にも二つ返事でミスコンの出場を承しよう諾だくしたのである。

　漫まん研けんの仲間として、何とかみんなの役に立ちたい。それが彼かの女じよの思いだったのだ。

　続々と多種多様な服装をした女子生徒たちが順番に現れ、ステージ上でパフォーマンスをしていく。皆みな、自分の特技を披ひ露ろうしたり、自じ己こ紹しよう介かいのトークをしたりして、観かん客きやくのハートを摑つかんでいく。

　やがて──。

「キャャァーーーー！　楪ゆずり葉はよッ！　楪ゆずり葉はの出番よッ！　ほら伊い織おり！　あんたもちゃんと見なさいっ！」

　絶ぜつ叫きようする夜よ桜ざくらに肩かたを揺ゆさぶられながら、伊い織おりは指差された方に注目する。

　ステージ端はしから歩いてくるのは楪ゆずり葉はだ。手と足が同時に出ていて、明らかにガチガチに緊きん張ちようしている様子だ。

　彼かの女じよがステージ中央に立った途と端たん、ドッと会場の熱が一気にヒートアップする。

「うはっ！　あの子、かっわいい！」

　楪ゆずり葉はのコスチュームは、伊い織おりのクラスで使っていたあの可愛かわいいウエイトレス服であった。あわよくばを狙ねらい丸まる山やまが楪ゆずり葉は用も勝手に発注していたのだが、まさかこんなかたちで役に立つとは。

　いつものベレー帽ぼうに、露ろ出しゆつ度ど高めのウエイトレススタイルで、舞ぶ台たいに立った楪ゆずり葉ははスポットライトを一身に浴びている。歓かん声せいに混じって「あんな可愛かわいい女子うちにいたか？」と驚おどろきの声も上がっている。

『いやー、これは優ゆう勝しよう候こう補ほが来ましたね～。まずはお名前をお願いします！』

　司会者にマイクを向けられ、楪ゆずり葉ははたじろぎながらも口を開く。

『も、杜もり若わか楪ゆずり葉はです……』

　緊きん張ちようがはっきりと伝わるか細い声だった。

　楪ゆずり葉はは恥はずかしそうに頰ほおを染めている。その初う心ぶな雰ふん囲い気きがまた可愛かわいらしくて、観かん客きやくたちはますます盛り上がっている。

「うっひょーっ！　ちょー可愛かわいいわよ楪ゆずり葉は！　愛してるわよ楪ゆずり葉はっ！」

　もちろん夜よ桜ざくらも盛り上がっていた。もはやアイドルではなくただの楪ゆずり葉はファンとなった彼かの女じよは、立ち上がってステージに声せい援えんを飛ばしていた。

「お、おい左そ右う田だ！　このアイドルさん、さすがに目立ちすぎちゃうか？」

　騒さわぎまくる夜よ桜ざくらのことを心配した翔しよう太た郎ろうが、伊い織おりの肩かたを揺ゆする。

　ここで夜よ桜ざくらがアイドルとバレて騒さわぎになれば、漫まん研けんの宣伝どころか、ミスコンの継けい続ぞくも危あやうくなるだろう。そうなれば、恥はずかしさを押おし殺ころして舞ぶ台たいの上に立っている楪ゆずり葉はの努力も、無に帰すことになってしまう。

「マズイって、左そ右う田だ！　このままやと周りに気づかれ──」




「　さすがですッッ！　さすがですわ！　お嬢じよう様さまぁぁぁッッ！　」




　体育館にこだまする絶ぜつ叫きよう。

　伊い織おりに忠告の言葉を告げようとした翔しよう太た郎ろうも、何事かと驚おどろいて視線を声のした方に向ける。

「ああもう！　お嬢じよう様さまったら！　その可愛かわいさは、さすがすぎますわぁ！」

　そこにいたのは天あま宮みやだった。

　楪ゆずり葉はの暮らす屋や敷しきの家政婦にして、専属メイドである。

　いつものメイド服姿の彼かの女じよは、もうそれ武器なのではと突つっ込こみたくなる巨きよ大だいな一眼レフカメラを構えて、鼻息荒あらく動き回りながらシャッターを切っているのだ。

　その異様な存在感に、観かん客きやくたちも視線を奪うばわれていた。

「す、すげーッ！　あのメイドさん、ジャンプ中に空中停止しながら写真を撮とってるぜ！」

「しかもこの密集した空間であれだけ跳とび回まわりながら、誰だれにもぶつかってねーぞ！　神かみ業わざすぎだろ！」

　はね跳とぶメイドという強きよう烈れつなインパクトのお蔭かげか、騒さわいでいるだけの夜よ桜ざくらに目を向ける者は一人もいなかった。これなら誰だれも夜よ桜ざくらの正体には気づかないだろう。

　何な故ぜ天あま宮みやがここにいるのか、どうやって楪ゆずり葉はがミスコンに出ることを聞きつけたのかは、ひとまず置いておこう。

　とりあえず夜よ桜ざくらの件は安心のようなので、伊い織おりも翔しよう太た郎ろうも再びステージに集中する。

『い、いやー、楪ゆずり葉はちゃんには熱ねつ烈れつなファンがいるみたいですねぇ……。そ、それでは自己アピールタイムと行きましょうか！　さあ、どうぞ！　好きなようにアピールしちゃって下さい！』

　司会者がそう言って促うながすのだが、楪ゆずり葉はは固まったまま動こうとしない。

　想像していた以上に観かん客きやくが多くて緊きん張ちようしてしまっているのだ。そもそも注目を浴びるのは苦手な性しよう分ぶんだし、恥はずかしい格好で人前に出ているので余計にだ。それに『ミスコンに出場する』というのは楪ゆずり葉はお決まりのマンガのような展開なのだが、今日が初めてのことだった。

　多少震ふるえが収まってきたようにも見えたが、天あま宮みやが暴れまわるせいで緊きん張ちようがぶり返している。

　気が付けば、一歩も動くことも、声を出すことも出来なくなってしまっていた。

『……あのー、楪ゆずり葉はちゃん大だい丈じよう夫ぶですか？　アピールタイムが終わっちゃいますよ？』

　司会者の言葉に慌あわてた楪ゆずり葉はは、まずは顔を上げて体育館内を見回す。

　薄うす暗ぐらいのでどこに誰だれがいるのか、はっきりとは分からない。それと分かるのは脅きよう威いの跳ちよう躍やくを見せつけている天あま宮みやくらいだ。

　大勢の知らない人たちの視線が、自分一人に突つき刺ささっている。

　折角これだけ多くの人たちが目の前にいるのだ。漫まん研けんの宣伝をするこの絶好のチャンスをものにしなければならない。

　だが、それが出来ない……。

　観かん客きやくの視線が楪ゆずり葉はに集まっている。

　騒さわいでいた天あま宮みやや夜よ桜ざくらも、黙だまって楪ゆずり葉はの言葉を待っている。

　だが、時間だけが徒いたずらに過ぎて行く……。

　今や楪ゆずり葉はは、視線をキョロキョロと動かすことしか出来ない。

　このままでは何も出来ずに終わってしまう。

　そう思った、その時──。

「…………っ！」

　楪ゆずり葉はは『彼かれ』と目が合った。

　見てみれば、大勢の観かん客きやくと同じように『彼かれ』はジッと楪ゆずり葉はを見つめていた。

　しかし、皆みながハラハラした表情で見守る中、『彼かれ』だけは確信した表情で頷うなずいていた。




　──君ならやれる。




　その瞬しゆん間かん、楪ゆずり葉はの震ふるえが止まった。

『──ホワイトボードをお借りします』

　唐とう突とつに楪ゆずり葉ははそう言うと、キビキビとその場から歩き出した。

　足早にステージ端はしに備えられていたホワイトボードを中央に運はこび込こみ、そこに置かれたマーカーを手に持つ。

　観かん客きやく全員が目を見張る。

　ホワイトボードに描かかれていくのは絵だ。黒のマーカー一本で、楪ゆずり葉はは一いつ瞬しゆんにして美び麗れいなマンガのキャラクターを描かき上あげたのだ。

　それは漫まん研けんのマンガ【フォレスト】の主人公・ラビだった。

『こいつは驚おどろきました！　めちゃくちゃ上う手まいじゃないですか!?』

　司会者が興こう奮ふん気ぎ味みに駆かけ寄より、楪ゆずり葉はにマイクを突つきつける。

『……私は漫まん研けんに入っていて、文化祭でも部活のみんなと作ったマンガを販はん売ばいしています』

『ほっほー！　楪ゆずり葉はちゃんは漫まん研けんでしたか！　道理でこんなに絵が上う手まいわけだ！　もしかしてこれが、その漫まん研けんのマンガのキャラクターなんですかぁ？』

『はい。私が大好きな人たちと作った、大好きなキャラクターです』

　楪ゆずり葉はは、さっきまでとは別人のように堂々と答える。

『この子は──主人公のラビは、最初は森の中で一人ぼっちで過ごしていました。ですが、物語を通して大切な仲間を手に入れ、いつしか森も大切な場所へと変わります』

　楪ゆずり葉はは話しながら、ホワイトボードに新たに絵を描かき加くわえる。それは、ラビを囲む森の仲間たちのイラストだった。

『私も、以前までは学校でずっと一人ぼっちでいました。でも漫まん研けんに入り、そこで大好きな友人たちと出会うことが出来、それから学校が楽しい大切な場所へと変わりました』

　そう言って楪ゆずり葉はは微ほほ笑えむ。

　昔の楪ゆずり葉はだったら、こうやってミスコンに出るような真ま似ねなど、絶対にしなかっただろう。

『マンガの神様』の存在もあるが、何より楪ゆずり葉は自身が目立ったことをするのが苦手だからだ。でも──。

『漫まん研けんという大切な場所で、大好きな人たちと一いつ緒しよにマンガを描かいて──。そうした日々を通じて、私自身も変わることが出来ました』

　──楪ゆずり葉はは変わった。

　漫まん研けんの皆みなのために、こうやって苦手なことに挑ちよう戦せんしてみようと思えた。

　それはほんの少しの変化だ。やはり目立つのは好きではないし、今だってアイドルの夜よ桜ざくらのようにステージ上で気の利きいたことも全然言えない。

　でも昔の楪ゆずり葉はなら『挑ちよう戦せんしよう』とすらしなかったはずだ。
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　楪ゆずり葉はは自分を変えるきっかけをくれた『彼かれ』を──。

　左そ右う田だ伊い織おりを見ながら、舞ぶ台たい上で話し続ける。

『今回この文化祭で販はん売ばいしているマンガですが、私が大好きな人たちと作り上げた、私にとってとても大切な作品です。読んでいただいた方がどのような感想を抱いだかれるかは分かりませんが、少なくとも私はこの作品が『大好き』です。もし良かったら、皆みなさんも一度見に来て下さい』

　楪ゆずり葉ははそう言い切ると、ぺこりと頭を下げる。

　しばらくすると客席の一角から盛せい大だいな拍はく手しゆの音が響ひびき、それからすぐに体育館中に広まっていった。

　照れた笑いを浮うかべた楪ゆずり葉はは、一仕事を終えて力が抜ぬけたのか、おぼつかない足取りでステージから舞ぶ台たい裏うらに下がっていく。

　その姿を見届けてから、ようやく伊い織おりもホッと息をついた。

「ふっ。まあ及きゆう第だい点てんだな。まったく、僕ぼくならもっと上う手まく宣伝できたのに」

　肩かたを竦すくめて感想を述べる伊い織おりに、夜よ桜ざくらと翔しよう太た郎ろうの突つっ込こみが飛ぶ。

「はいはい、真っ先に拍はく手しゆしてた人がよく言うわよ。泣き出すんじゃないかと思ったわ」

「ほんまや。楪ゆずり葉はさんが出てきてから、体に力が入りっぱなしやったやん。娘むすめの発表会を見守る父親かと思たわ」

「う、うるさいな！　仕方ないだろ、あいつが危なっかしいんだから」

　伊い織おりが怒ど鳴なると、夜よ桜ざくらと翔しよう太た郎ろうが顔を見合わせて笑う。

「なんだよまったく……」

　伊い織おりは険けわしい表情で黙だまり込こんでみせたが、実際のところそれほど悪い気はしていなかった。

　今はからかわれたことへの苛いら立だちよりも、楪ゆずり葉はに対する賞賛の念が強かったのだ。
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　ミスコンは終わった。

「ゆずちゃん！　ミスコンのこと聞いたよ！　スゴイよ！　私も見に行きたかったよ！」

　クラスの当番を終えた萌もえ黄ぎとも部室で合流し、楪ゆずり葉はの活かつ躍やくを聞いた彼かの女じよは、いたく感かん激げきしていた。

　優ゆう勝しようこそ出来なかったが、楪ゆずり葉はの宣伝のお蔭かげで前より確実に漫まん研けんの認にん知ち度どが上がったようだ。少数ではあるが、ようやく部室にお客さんが訪おとずれるようになったのである。

「よーし！　ゆずちゃんの頑がん張ばりに応こたえないとね！」

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらのことを萌もえ黄ぎに簡かん単たんに紹しよう介かいし、皆みなで協力してマンガの販はん売ばいを行っていく。




「見ろや、左そ右う田だ」

　翔しよう太た郎ろうに言われ、伊い織おりは視線を移す。

　部室のある旧校舎に向かう生徒。それから【フォレスト】の冊子を持って旧校舎から歩いて来る生徒。

「楪ゆずり葉はさんの宣伝の効果が大分出てきたみたいやな」

　現在、伊い織おりは翔しよう太た郎ろうと二人で、部員のために飲み物の買い出しに向かっているところだ。店番は、萌もえ黄ぎ、楪ゆずり葉は、夜よ桜ざくらに任せている。

　学校の廊ろう下かは人でごった返している。

　小学生の姿も見える。親に手を引かれる年とし端はもいかない子どももいる。

　そんな人ごみの中に、伊い織おりの馴な染じみの人物も混じっていた。

「日ひ芽め!?　日ひ芽めじゃないか！」

「あ！　お兄ちゃん！」

　伊い織おりは、文化祭を見に来た妹の日ひ芽めと出くわしたのだ。

　伊い織おりに気づいた日ひ芽めは、中学の制服姿で、ちょこちょこと近寄って来る。

「日ひ芽め。お前も来ていたのか」

「うん！　文化祭の見学くらいしか高校に入れることなんてないしね！　それになにより、お兄ちゃんが心配だし様子を見に来てあげたんだよ！　嬉うれしいでしょ!?」

　制服さえ脱ぬげば小学生にしか見えない妹が、いっちょまえに保ほ護ご者しやのようなことを言ってくるので伊い織おりは苦く笑しようする。

「お前一人か？」

「うん、友達と後で合流するんだ。それから漫まん研けんのマンガ見に行ってあげるよ」

「ああ。そいつは嬉うれしいが、読むのは家に帰ってからにしろよ」

　あれだけ面おも白しろいマンガを読めば、この妹のことだから公衆の面前で恥はじを晒さらすことになるだろう。日ひ芽めが面おも白しろいマンガを読んだ時の反応はそれほどに激はげしいのだ。あれを人前でやられるのは家族としては相当恥はずかしい。

「左そ右う田だ？　知り合いの子か？」

　翔しよう太た郎ろうが後ろから顔を出す。

「ああ、紹しよう介かいするよ。僕ぼくの妹の日ひ芽めだ」

「へえ、左そ右う田だの妹か。可愛かわいい子やんか。初めまして」

「あ！」

　翔しよう太た郎ろうの顔を見るや、日ひ芽めは大きく口を開いて後ずさりする。

「ん？　どないしたん？」

　それから日ひ芽めは、威い嚇かくするように翔しよう太た郎ろうのことを睨にらみ付つける。

「おい、日ひ芽め、なんだその態度は。挨あい拶さつくらいちゃんとしろよな。失礼だろ」

「あなた……高こう良ら翔しよう太た郎ろうさん……だよね」

　叱しかりつける伊い織おりを無視して、日ひ芽めは翔しよう太た郎ろうを睨にらんだまま問とい掛かけた。

「え？　キミ、ボクのこと知ってるんか？　どっかで会ったことあったかな？」

「ほら、夏祭りの時、僕ぼくを呼びに家に来ただろ？　こいつ、家の中から高こう良らのことを見ていたみたいでね。祭りから帰った後、誰だれなのか聞かれたから教えたんだよ。『ライン』でも作品を載のせている漫まん画が家かだって。それに、日ひ芽めは君のマンガのファンなもんでね。だから折角だし教えてやったんだよ」

　伊い織おりの説明を聞いて、翔しよう太た郎ろうは嬉うれしげだ。

「へえ、そうなんや。ボクのマンガ読んでくれてるんか。嬉うれしいな」

「なんせ、ネットで君の【ＵＴＳＵＳＥＭＩうつせみ】を読んだ時なんて、ドラッグの中毒患かん者じやみたいになっていたくらいだからね。一日中パソコンに張り付いていたよ」

「ハハッ！　いくらなんでもそれは大げさに言いすぎやろ！　左そ右う田だもそういうボケ言うんやな！」

　これがボケでなく、マジなのだからこの妹は困る……。

「けど、そういう割には大人しい妹さんやんか。そんな感じには全然見えんけどな」

「日ひ芽め……？」

　いつもの日ひ芽めと雰ふん囲い気きが違ちがうので、伊い織おりは困こん惑わくする。

　あれだけドハマりしていたマンガを描かいた漫まん画が家かが目の前に現れたのだ、もっと分かりやすく感かん激げきのリアクションをするとばかり思っていたのに、日ひ芽めはさっきから不ふ機き嫌げんそうに翔しよう太た郎ろうのことを見ているのだ。

　緊きん張ちようでもしているのだろうか。それとも、いっちょまえに翔しよう太た郎ろうの見た目がカッコイイものだからドキドキしているのだろうか。

「ねえ……お兄ちゃん……。その人は……お兄ちゃんのなんなの……？」

「は？　なんだって？」

　日ひ芽めの質問の意味が分からない。この妹は何を言っているのだろう。




「お兄ちゃんにとってその人はどういう存在なのかって訊きいてるのっ！」




　突とつ然ぜん、日ひ芽めが大声を上げるものだから、伊い織おりはさらに困こん惑わくする。

　しかも、普ふ段だん見せないような鬼き気き迫せまる表情である。

「お、落ち着けよ、日ひ芽め。周りの迷めい惑わくになるだろ。一体どうしたんだ？」

「答えてよ！　その人はお兄ちゃんのなんなの!?」

　日ひ芽めは、答えるまでは譲ゆずらないといった感じだった。

「……前に話しただろ。東の高校生漫まん画が家かと呼ばれている僕ぼくに対して、こいつは西の高校生漫まん画が家かと呼ばれている漫まん画が家かだ。まあ、分かりやすく言えばライバルというやつさ」

　実際、実力もほとんど変わらないと思う。この前の勝負での読者投票が僅きん差さであったのもそれを証明している。

「まあ、ライバルと言っても、僕ぼくの方が優すぐれてはいるんだがな。わずかの差とはいえ僕ぼくが勝利しているんだからね」

　伊い織おりがドヤ顔でそう言うと、翔しよう太た郎ろうは目くじらを立てる。

「アホか、なに言うてんねん！　前はたまたま負けただけやろ！　キミくらいすぐ追おい抜ぬかしたるわ！」

「なんだと!?　この僕ぼくが簡かん単たんに負けるわけないだろ！」

　お互たがいを認め合いながらも、自分の実力にプライドを持っているし、譲ゆずれない部分もある。

　そうやって伊い織おりと翔しよう太た郎ろうが口論を始めた途と端たんだった。




「コラーーーーーッ！　いちゃいちゃするなぁぁぁーーーーーーーーーッ！」




　日ひ芽めのさらに甲かん高だかい叫さけび声ごえが廊ろう下かに高々と響ひびく。

「は!?　い、いちゃいちゃ!?」

　それを聞いて、翔しよう太た郎ろうの顔が赤くなる。

　廊ろう下かで周りにいた人々も、何事かと注目しているようだ。

「わたしのことほったらかして二人でいちゃいちゃしないでよね！」

　日ひ芽めは涙なみだ目めで感情的になっている。

「な、何を言っているんだ日ひ芽め!?　ほったらかしにしたっていうのは謝あやまってもいいが、どこをどう見たら今のがいちゃいちゃしているっていうんだよ!?」

「ケンカするほど仲がいいって言うでしょ！　マンガでそういうの見たことあるもん！　夫ふう婦ふ喧げん嘩かみたいなやつだよ！」

「な、なにを言って──」

「そうか、そうか、やっぱりそうなんだね！　二人はやっぱりお付き合いをしているんだね！　そうだと思ったんだよ！」

　伊い織おりと翔しよう太た郎ろうは「ゴフッ！」と同時に噴ふき出だす。

　日ひ芽めがそんなことを大声で言うものだから、周囲では「え、あいつらホモなの？」とざわめいている。一部の女子たちは歓かん喜きする始末だ。

　皆みな、翔しよう太た郎ろうが本当は女の子だと知らないのだ。

「……お、おい、日ひ芽め。それじゃあお前、知っていたのか？」

　日ひ芽めに、翔しよう太た郎ろうの性別が女性だということを教えた覚えがなかったので驚おどろきつつ、伊い織おりは尋たずねる。

「知ってたよ！　ずっと前から知ってたよ！」

　──お兄ちゃんがホモだということは。

「だからその人とお付き合いをしてるんでしょ！」

「な、なに、めちゃくちゃなこと言っているんだ!?　僕ぼくたちが付き合っているだと!?」

「違ちがうっていうの!?　じゃあはっきりしてよ！　付き合ってるのか、付き合ってないのか!?」

「付き合ってないよ！」

　伊い織おりも顔を赤くしながら必死に否定する。

「じゃあどう思ってるの!?　今は付き合ってないにしろ、そういう気持ちはあるの!?」

「お、落ち着け！　まずはもう少し声を落としてくれ！」

「どうなのよ!?」

「分かった！　正直に言うから、もう少し静かにしろって！　周りに変に思われるだろ!?」

　これ以上騒さわがれないうちに、伊い織おりは日ひ芽めに正直に言うことにした。

　周りからすれば、翔しよう太た郎ろうはどう見ても男子なのでこのままでは誤解されてしまうだろう。

　伊い織おりは声を落とし、日ひ芽めにだけ聞こえるように話し始めた。

「……こいつのこと、可愛かわいいとは思っているよ」

「お、おい!?」

　翔しよう太た郎ろうの顔がさらに赤くなる。

「こいつを自分のマンガのヒロインのモデルにしたこともあったぐらいだ」

「ヒ、ヒロインにしたの……？」

　翔しよう太た郎ろうとは対照的に、日ひ芽めの顔は青ざめていく。

「付き合えと言われれば、余よ裕ゆうで付き合えるだろうな」

「お、おい、左そ右う田だ！　や、やめろや！」

　翔しよう太た郎ろうの顔はもう真っ赤である。

「……だが、今はあくまで友人として尊敬しているに過ぎない。あくまでこいつとは漫まん画が家かのライバルで友達だ。それ以上でもそれ以下でもない」

「そ、そうやな……。ボクも同じ気持ちや……」

　そう言いながら翔しよう太た郎ろうは残念そうな表情をしているのだが、伊い織おりはそれに気づかなかった。

　翔しよう太た郎ろうは思った。

　ライバルとして尊敬してくれているのは嬉うれしい。そして、きちんと女の子としても見てくれているのも嬉うれしかったりする。

　この溢あふれる気持ちを受け入れられなくても、いつか打ち明けたい。

　翔しよう太た郎ろうの中の『翔しよう子こ』としての感情がそう願っているから。

「そっか……。そうなんだ……。ふうん……」

　しかし、日ひ芽めは知らなかった。

　──翔しよう太た郎ろうが、本当は女性だということを。

　信じたくなかった。

　認めたくなかった。

　──実の兄がホモだということを。

　翔しよう太た郎ろうが男だと思っている日ひ芽めは、少なくともそういう目で見ていることを確信し、伊い織おりのホモ疑ぎ惑わくを強固にしてしまっていたのだ。

　日ひ芽めは、兄にノーマルであって欲しかった。

　妹として、可愛かわいい女の子と恋れん愛あいをして欲しかった。いつか伊い織おりの可愛かわいいお嫁よめさんと楽しくランチやショッピングするのが夢だった。

　それなのに、それなのに……。

　兄に裏切られた気分だった。

「日ひ芽め？　どうした」

　日ひ芽めの肩かたが震ふるえている。

　伊い織おりもまた気づいていなかった。

　日ひ芽めが翔しよう太た郎ろうを男だと思っていることを。

　付き合っているのか訊きいてきたから、女の子だということを知っているのだと勘かん違ちがいしているのだ。

　そんなお互たがいの勘かん違ちがいが、とんでもないすれ違ちがいを引き起こしてしまっていた。

　悲劇か、あるいは喜劇か。




「お兄ちゃんのアホーーーーーーーーーーーーーーーーーーッ！」




　とうとう感情を抑おさえきれなくなった日ひ芽めは、この日一番の叫さけびを放った。

「お、おい！　日ひ芽め！　どうしたんだよ！　おい！」

　それから日ひ芽めが泣きながら廊ろう下かを走り去って行った。

　二人は呆ぼう然ぜんとそれを見送る。

「な、なんなんだあいつは……」

　いつにも増して妹の行動が読めなかった。

　何な故ぜアホ呼ばわりされたのか全まつたく理解出来ない。

「な、なんや、キミの妹さん、随ずい分ぶん個性的やな……」

　翔しよう太た郎ろうは、引き気味に笑うしかなかった。




　──といった軽いトラブルも挟はさみつつも、楪ゆずり葉はの宣伝効果で順調に漫まん研けんのブースに人が集まっていく。
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【フォレスト】を読んだ生徒たちの口コミもあって、人が人を呼ぶ。

　一気に漫まん研けんの話題が広がり、学校中から人びとが殺さつ到とうしてくるのだ。

　いつの間にか、部室に向けて長ちよう蛇だの列が出来上がっていた。

「なんか知らねーけどよぉぉ～。すっげーことになってんなぁぁ～」

　クラスの方の仕事を終えた磯いそ辺べと丸まる山やまも駆かけつけてきた。

　漫まん研けんのメンバーも全員集合し、一気に盛り上がりを見せる。

　さらにだ。

「萌もえ黄ぎちゃん！　マンガ、見に来たよ！」

「ありがとう！　みんな！」

　喫きつ茶さ店てんの営業を終えたクラスの皆みなも、萌もえ黄ぎのためにやって来た。

　アメリカへ渡わたる友達のために、盛り上げに来てくれたのだ。

　ラストスパートといった感じである。この調子でいけば完売は確実であろう。

　部室内には、買ったマンガを読めるスペースを確保してあるのだが、そこで読んでくれている人たちの反応を見ることも出来た。

　人々の感想が部員たちの耳に入って来る。素す晴ばらしい時間を過ごせたと、作者である部員たちへ感かん謝しやの言葉まで聞こえてくる。

　それを見て、楪ゆずり葉はは感かん極きわまっている様子だった。ミスコンで自分の言葉に耳を傾かたむけた人たちが、仲間たちと作った大好きなマンガで喜んでくれているからだ。

　またこの時、直接目の前で読者の反応を見ているうちに、伊い織おりの中で妙みような気持ちが芽生えていた。

（なるほど、そういう意見もあるのか……）

　それは、実際に感想を聞かなければ思いもしないことばかりだった。

「主人公のラビのキャラあざとくてダルイ」

「いやいや、そこがいいんでしょ!?」

　たとえばこういう正反対の意見だ。

　それは仕方ないだろう。全ての人間にウケるキャラなんて存在しない。国民的キャラクターであってもアンチは必ず存在するものだ。

　そして時には、今まで気づきもしなかった意見も聞こえてくる。

「主人公とヒロインの立場、逆の方が良かったかも」

　それは漫まん研けん内でも出なかったし、みもり、翔しよう太た郎ろう、夜よ桜ざくらと感想を次々に聞いてきたが、初めてのごく少数の意見だった。

　しかし、それもまた意見なのは間ま違ちがいない。

　意義のある時間だった。

　──読者の反応を直じかに見る。

　今まで完成させた原げん稿こうについて、近しい人間や見知った人間の意見しか聞いてこなかった伊い織おりにとって、自分のことを知らない不特定多数から目の前で感想を言われるのは初めての体験だったのである。

　プロの漫まん画が家かである伊い織おりからしても、なるほどと納なつ得とく出来る意見があれば、趣しゆ味み丸出しの暴論と思えるような感想もあった。十人十色の感想が部室を彩いろどっていく。

　だがそんな多種多様な感想にも、一つだけ共通点があった。

『ライン』に自分の読みきりが載のった時、伊い織おりはネット上の見知らぬ人たちの意見を目に入れることもあるが、そこでの評価とは決定的に違ちがう部分。

　言葉に『リアリティ』があるということだ。

　客きやつ観かん的てきに見れば拙つたない批評であっても、その意見には読者の生なまの感情が込こめられていた。

　ネットならば顔も名前も分からない全まつたくの他人事。ただ気に食わないというだけで罵ば倒とうするような、責任のない言葉ばかりが飛とび交かう。

　しかしこの場所なら、作品に対してネガティブな要素がある意見でも、そこには読者個人の本物の感情が込こめられているのが伝わって来るのだ。

　もちろん【フォレスト】が非難されることは面おも白しろくない。漫まん研けんの皆みなに止められなければ、言い返しそうになったこともあった。

　だがそんな反発心を起こさせる意見であっても、それが読者個人の感性から出た言葉だと思うと、不ふ思し議ぎとただの難なん癖くせではなく、刺し激げき的てきな感想に思えるのだ。

「ねえ、左そ右う田だくん、みんな楽しんでくれているみたいだね」

　話しかけられた伊い織おりが視線を向けると、満面の笑えみを浮うかべた萌もえ黄ぎと目が合った。

「私ね、ホントはちょっと不安だったの。【フォレスト】ってどちらかと言うと、少し地味なストーリーになっていたでしょ？　もしみんなが楽しんでくれなかったらどうしようって、考え出すと不安になっちゃって」

　安あん堵どのせいだろうか、萌もえ黄ぎの瞳ひとみはじんわりと潤うるんでいる。伊い織おりたちにはいつも通り明るく振ふる舞まいながら、彼かの女じよは一人で不安と戦っていたのだ。

　しかも萌もえ黄ぎが抱かかえている不安は、文化祭についてだけではない。父親との問題。伊い織おりへの告白。他にもそうした大きな不安を抱かかえながら、萌もえ黄ぎは漫まん研けんの部長としての役割を気き丈じように務めていたのだ。

　伊い織おりは改めて気が付いた。初はつ恋こいの少女は今、心から尊敬できる相手になっていたことを。

「……君は、すごいな」

　伊い織おりの口からは、その一言しか出てこなかった。

「そんな！　プロの漫まん画が家かになっている左そ右う田だくんの方がすごいよ！」

「いや、僕ぼくはプロになったとはいえ悩なやんでばかりで、いつも誰だれかに助けてもらっている。それなのに君ときたら、悩なやみがあっても自分で決断して前に進んでいる。漫まん研けんの作品も君がいたから完成したんだ。お父さんのことだって大変なのに、本当に頭が下がるよ」

「もぉ。や、やめてよ左そ右う田だくん。私なんて大したことないんだから」

　慌あわてた様子で謙けん遜そんする萌もえ黄ぎを、伊い織おりはただ尊敬の眼まな差ざしで見つめる。

　するとその伊い織おりの視線に耐たえきれなくなったのか、萌もえ黄ぎが捲まくし立たてるようにして話し始めた。

「……あのね左そ右う田だくん。私はさ、ただ好きなことしているだけだよ。マンガが好きだから漫まん研けんの活動も頑がん張ばれただけなの」

　萌もえ黄ぎの言葉に伊い織おりは黙だまって頷うなずく。

「お父さんのこともそうなんだよ。お父さんのことが好きだから、私の好きなマンガのことも理解して欲しくて、だからもっと話し合いたいの。大変だなんて思っていないよ。どうすればお父さんにマンガのこと認めてもらえるか、お父さんにはどんなマンガだったら楽しんでもらえるのか、そんなことを考えると結構楽しいんだ」

　萌もえ黄ぎの瞳ひとみが楽しげに輝かがやく。

　好きな相手と好きな物を語る。それが本当に楽しみなことなのだ。

　好きだから頑がん張ばれる。好きだから楽しい。言葉にすれば当たり前のこと。だがそんな当たり前のことが、伊い織おりの心を激はげしく揺ゆさぶった。

　きっとそれが、萌もえ黄ぎの本音の言葉だったから。

「……あと、左そ右う田だくんのこともそうなんだよ？」

　そう言った萌もえ黄ぎの頰ほおが、すっと赤くなった。

　そして、声を落として言う。

「私は左そ右う田だくんのことが好き。だからどんな返事でも……、大だい丈じよう夫ぶだから」

　伊い織おりの心しん臓ぞうが高鳴る。好き。たったそれだけの言葉が、どうしてこれほどに胸を打つのか。

「き、霧生きりゆうさん、僕ぼくは──」

「はい！　もうこの話はおしまい！　お仕事に戻もどろ！」

　萌もえ黄ぎがぴしゃりと手を打つと、気き恥はずかしそうに伊い織おりから目を逸そらし、そそくさとその場から離はなれて行いく。

　呆あつ気けに取とられた伊い織おりだったが、僅わずかに覗のぞく萌もえ黄ぎの横顔が真っ赤なことからして、彼かの女じよも恥はずかしくて堪たまらなかったのだろう。

　気き恥はずかしさをごまかすように、萌もえ黄ぎは忙せわしなく部室を動き回っている。

　その様子を伊い織おりがぼんやりと見つめていると、不意に萌もえ黄ぎの動きが止まった。驚おどろいたような表情で、彼かの女じよはある一点に視線を送っている。

「……あ」

　萌もえ黄ぎの見つめる先に何があるのか、それを察した伊い織おりは、大勢の人々を搔かき分わけ部室から出ようとした。

「お、おい、伊い織おり、どこ行くんだよ!?」

　来場者の列の整理をしていた丸まる山やまが声を掛かけてくる。

「すまない！　ちょっとだけ頼たのむ！」

　廊ろう下かに出た伊い織おりは、走った。

　そして、すぐに目当ての人物の背中に追いついた。

　初めて会った時と同じ、高そうな背広姿だった。

「霧生きりゆうさんのお父さん！」

　来場者の中に、萌もえ黄ぎの父親・霧生きりゆう創はじめの姿が混じっていたのだ。

「待って下さい、お父さん！」

　彼かれは部室には入らず、外からジッとこちらを眺ながめていた。

　楽しそうにしている萌もえ黄ぎの姿を見届けた後、何も言わずその場を去っていったのである。

「お父さん！　お父さーーーんッ！」

　伊い織おりがもう何度か呼よび掛かけると、霧生きりゆう創はじめは立ち止まってこちらに振ふり返かえった。

「君にお父さんと呼ばれる筋合いはない！」

「あ!?　す、すみません！」

　ようやく止まってもらえたが、気まずいことこの上なかった。少しイライラしながら、創はじめは伊い織おりのことを眺ながめている。

「……君は、左そ右う田だくん、だったな」

「は、はい、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　萌もえ黄ぎのマンションでの一幕を思い出す。萌もえ黄ぎのことで激はげしくぶつかり合った場面だ。初対面で失礼だったとは思うが、あの時はどうしても引くことが出来なかった。

　マンガとそれを愛する人をバカにされたことが許せなかった。

「……あの、娘むすめさんには会っていかないんですか？」

　創はじめは、部室の方を見てから頷うなずく。

「ああ。しっかりと見届けたからね。萌もえ黄ぎの笑え顔がおを。そして今のあの子の居場所を」

「……どうでしたか？」

　伊い織おりは目もく撃げきしていた。

　萌もえ黄ぎの笑え顔がおを見つめる創はじめの表情が、どこか満足げだったのを。

　きっと何か伝わったのだろう。

　萌もえ黄ぎの渡と米べいの話は無なしとは行かずとも、少しはマンガへの理解を持ってくれたはずだ。

「うむ。私も鬼おにではない。あれだけ恵めぐまれた場所にいる娘むすめを、無理やりアメリカに連れて行きはしないさ。娘むすめの意思を尊重するとしよう」

「え？」

　創はじめから出た優やさしい言葉に、伊い織おりは戸と惑まどう。

「……あの、それって……？」

「ああ。私はこのまま一人でアメリカに戻もどる。娘むすめにはよろしくと伝えておいてくれ。これからもお友達と日本で頑がん張ばりなさいと」

「…………」

　伊い織おりはやはり戸と惑まどう。拍ひよう子し抜ぬけしたと言った方がいいだろう。

　あれほど頑かたくなにマンガを否定し、絶対に娘むすめをアメリカへと連れて帰ると喚わめいていた創はじめが、あっさりと心変わりしていることにだ。

　つまり創はじめは、萌もえ黄ぎのことを認めたということなのだろうか。萌もえ黄ぎが大好きなマンガのことを。彼かの女じよが作り上げた作品のことを。彼かの女じよがもたらしてくれた皆みなの笑え顔がおを。

「え、えっと……。いいんですか……？」

「私はあの子の父親だからな。父親は、娘むすめの一番の幸せを願うものなのさ」

　創はじめはそう言って、玄げん関かんの方へ歩き出す。

　どうやら本当に萌もえ黄ぎを置いてこのまま一人でアメリカへ帰るようだ。創はじめは控ひかえめではあるが、笑えみすら浮うかべていた。

　これは言ってみれば漫まん研けんの勝利だ。漫まん研けんの面々が完成させたマンガが、頑がん固こな大人の考えを改めさせた。

　マンガならハッピーエンドである。

　このまま彼かれが帰国すれば、萌もえ黄ぎも漫まん研けんに残ることが出来る。この上なく最高の展開だ。




「──ちょっと待って下さい」




　だがその展開に、伊い織おりは納なつ得とくが出来なかった。

　伊い織おりに呼び止められた創はじめが、怪け訝げんそうに振ふり返かえる。

「あなたは娘むすめさんの作品を、僕ぼくたちの【フォレスト】を読んでくれましたか？」

　その問いかけに、創はじめは首を横に振ふった。

「読んではいない。だがあの部屋の様子を見れば分かるさ。素す晴ばらしい出来だったのだろう？　それくらい分かるさ。私の目も節穴ではない」

　さも当然といった表情で創はじめは続ける。

「以前は大人げないことを言った。貴重な青春のひと時だ。何かに夢中になるという経験も、人生の財産になることだろう。親として娘むすめのことを見守るとするさ」

　一度は娘むすめのことを否定したが、娘むすめの努力を認めて見守る。まさに理解ある大人の言葉だった。

　最初に会った時が頑がん固こな大人なら、今は寛かん大だいな大人といったところだろうか。これも萌もえ黄ぎの想おもいが伝わった成果なのかもしれない。

　だが果たして、これが萌もえ黄ぎの望んだことなのか。彼かの女じよが想おもいを込こめて作り上げた【フォレスト】を読むこともなく、そして彼かの女じよと面と向かって話し合うこともなく、理解ある大人として父親が立ち去って行くことを、彼かの女じよは望んでいたのか。

　ただ日本に残ることが出来れば、それでいいのか。

「──そうじゃない」

　伊い織おりが吐はき出だすようにして言葉を発する。

「そうじゃない？　一体何がかね？」

「だからそうじゃない。そうじゃないんです！　萌もえ黄ぎさんが待っているのは、こんなことじゃなんです！」

　伊い織おりの叫さけびに、辺りの人々が何事かとざわつく。創はじめも不快げに表情を歪ゆがめた。

「なんなんだ君は？　急に大声を出して非ひ常じよう識しきだな。私はもう帰ると言っているのだ。それとも、やはり娘むすめを一いつ緒しよにアメリカへ連れて帰ってくれとでも言うつもりか？」

　周囲の注目を集めることは、伊い織おりとて望んではいない。

　だが声を潜ひそめようとは思わなかった。今、考えることは他人の視線ではなく、萌もえ黄ぎのことだと思ったから。

「もし萌もえ黄ぎさんをどうしても連れ帰りたいというのなら、それがあなたの本心だとしたら、それも仕方ないことだと思います。萌もえ黄ぎさんは悲しむでしょうが、どうぞ連れて帰ってあげて下さい」

「だからそのつもりはないと言っているんだ。私は親として娘むすめを見守ることにした。それの何が不満だ。君たちも望んでいたことだろ？」

　創はじめの言葉に、伊い織おりは心中で頷うなずいた。

　確かに伊い織おりは、創はじめが自分たちに理解ある大人でいてくれることを期待していたのだ。

　萌もえ黄ぎの部屋で出会った時、伊い織おりは創はじめの言葉にただただ反感を覚えるばかりだった。楪ゆずり葉はは創はじめにも父親としての考えがあるのではと言っていたが、伊い織おりにとって創はじめは、マンガを頭ごなしに否定する大人でしかなかった。

　創はじめの真意なんてどうでもいい。ただ萌もえ黄ぎのことを認めてくれたらいい。そう願っていた。

　だがどうだろう。待ち望んでいたはずの展開だったにもかかわらず、伊い織おりの心には少しも響ひびくことがなかった。

「僕ぼくもついさっきまでは、あなたの言う通りのことを考えていました。だけど今は違ちがいます。萌もえ黄ぎさんの気持ちを知りましたから」

　萌もえ黄ぎは好きだと言った。マンガが好きだと。父親が好きだと。伊い織おりのことが好きだと。

　それは決して洗練された台詞せりふではなかった。むしろ拙つたなくて単純な表現だった。

　しかしそこには本物の感情が込こめられていたのだ。萌もえ黄ぎの想おもいが伝わってきたのだ。

　楪ゆずり葉はだってそうだった。

　ミスコンの大おお舞ぶ台たいで、たどたどしくも自分の想おもいを皆みなに伝えた。漫まん研けんの仲間と、そしてその仲間たちと作ったマンガがいかに大好きなのか、自分の言葉で話した。

　それに比べて創はじめの言葉はどうだ。

　親として子どもの決断を尊重する。

　ありがたい言葉だが、ありきたりな言葉でもある。まるで誰だれかが用意したかのような、子どもにとって理想的な大人の言葉。

　そうじゃない。

　少なくとも萌もえ黄ぎが聞きたかったのは、そんな言葉ではない。

　萌もえ黄ぎが待っている相手は、そんな言葉を残して立ち去る『大人』ではない。

　聞きたいのは『マンガのようなカッコイイ言葉』じゃない。

「萌もえ黄ぎさんが待っているのは『あなた』なんです！　『あなたの口』から、『あなたの言葉』で、『あなたの気持ち』を説明して欲しいんです！」

「……私の気持ち、だと？」

　伊い織おりの目に映る創はじめは、険けわしい表情を浮うかべているが冷静な態度を崩くずしていない。

　高校生である伊い織おりに偉えらそうなことを言われながらも、落おち着つき払はらっているその姿は、本当に立派だと思う。いきなり声を大にして、自分でも要領を得ないと思うことを口走っている伊い織おりとは、天と地の差と言えるだろう。

　でも今は、立派でなくてもいい。立派で洗練された大人の台詞せりふなんて必要ない。萌もえ黄ぎが打ち明けてくれた本音の言葉のように、拙つたなくてもありのままの感情を込こめたらいい。

「萌もえ黄ぎさんは、好きだと言っていました。マンガが好きだと。お父さんのことが好きだと。好きなお父さんに好きなマンガのことを理解して欲しいと。そう言っていたんです！」

「私にマンガを……？」

「お願いです。萌もえ黄ぎさんと僕ぼくたちが創つくった【フォレスト】を一度読んでみて下さい。そして萌もえ黄ぎさんと直接顔を合わせて、直接あなたの感想を聞かせてあげて下さい」

　黙だまったまま動かない創はじめに、伊い織おりは言葉を続けた。

「あなただって、萌もえ黄ぎさんと会うために来たはずだ！　理解ある『大人の役』を演じに来たわけじゃないでしょ！」

　萌もえ黄ぎと会って欲しい。萌もえ黄ぎと話し合って欲しい。それは伊い織おり自身の率そつ直ちよくな想おもいだ。その感情をむき出しでぶつける。

　伝わるはずだと思った。萌もえ黄ぎの言葉が、伊い織おりの胸に響ひびいた様に。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、怒おこったような、あるいは不安そうな表情で、創はじめが言葉を発した。

「……萌もえ黄ぎのマンガは、どんな話なのかね？」

　考えるまでもない。創はじめの問いかけに対する答えは決まっていた。

　萌もえ黄ぎは基本的に【フォレスト】の制作に当たって、他の漫まん研けん部員の意向を優ゆう先せんしていた。自分の意見を取り下げて、みんなのアイディアを採用することがほとんどだった。

　ただし一点だけ、彼かの女じよが決して譲ゆずらなかったことがある。




（あのね、私たちのマンガは──）




　伊い織おりは脳のう裏りに浮うかぶ萌もえ黄ぎの言葉をなぞるように、創はじめに対して回答を述べた。




「【フォレスト】は『悪者がいない』物語です」




　伊い織おりの言葉に、創はじめが優やさしげに眼めを細め、ゆっくりと歩き出した。

　向かう先は学校の正面玄げん関かんではなく、漫まん研けんの部室だった。








　　　　　第三章　連れん載さいマンガの描かき方かた









「みんなお疲つかれさまっ！」

　漫まん研けん部長・霧生きりゆう萌もえ黄ぎが、明るい笑え顔がおで周囲の仲間たちに労ねぎらいの言葉を言う。

　あれだけ部室に積まれていたマンガが、今ではすっかり姿を消している。漫まん研けんは、自作マンガの完売という文化祭の目標を、見事に達成出来たのだ。

　きっかけは、部員の杜もり若わか楪ゆずり葉はが文化祭のミスコンの舞ぶ台たいに立ち、漫まん研けんのマンガを宣伝したことだ。そこで興きよう味みを持った人たちが部室を訪おとずれ、めちゃくちゃ面おも白しろいマンガが販売されていると口コミによって学校内に爆ばく発はつ的てきに噂うわさが広がったのである。

　それほどに漫まん研けんが描かいたマンガ【フォレスト】は面おも白しろかった。

　プロの漫まん画が家かの伊い織おりと楪ゆずり葉は、さらに萌もえ黄ぎらマンガを愛する者たちが協力して、全力で描かき上げたものだからだろう。それが、文化祭に来ていた多くの人々に認められたわけだ。

　もちろんマンガの面おも白しろさに関しては、漫まん研けん全員の力によるところだが、今回、外部からの助すけっ人とも大きな功労者となった。

　高こう良ら翔しよう太た郎ろうと東雲しののめ夜よ桜ざくらだ。

　二人とも、左そ右う田だ伊い織おりや杜もり若わか楪ゆずり葉はと同じ、プロの漫まん画が家かでもある。

　高こう良ら翔しよう太た郎ろうは『西の高校生漫まん画が家か』と呼ばれ、かつては伊い織おりと戦った。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらは『アイドル漫まん画が家か』として、かつては楪ゆずり葉はと戦った。

　プロの世界ではライバルであるが、そんな彼かの女じよたちがマンガの販はん売ばいに協力してくれたお蔭かげもあり、こうして漫まん研けんのマンガを無事完売させることが出来たのだ。




　文化祭は終わりを迎むかえ、生徒たちが撤てつ収しゆう作業を進めて行く。

　ほんの数時間前までは騒さわがしかった群衆の声も聞こえなくなり、人ひと影かげも見えなくなった。祭りの後というのはどこか物悲しい。

　明日からはいつもの日常が戻もどって来くるのだ。

　現在、漫まん研けんの部室も朝とは様相を変えている。

　段ボールの中や、設置されたカウンターの上に積まれていたマンガがなくなったのもそうだが、部室の真ん中に長机が並べられ、さらにその上にお菓か子しやジュースが置いてある。

　立食パーティーの仕様にしているのだ。何な故ぜなら、これから漫まん研けんの文化祭打ち上げが行われるからである。

　主しゆ催さい者しやは、部長の萌もえ黄ぎ。

　参加者は、部員の伊い織おり、楪ゆずり葉は、磯いそ辺べ、丸まる山やま。

　顧こ問もんの古ふる町まちみもりは、クラスや他の撤てつ収しゆう作業に追われていて残念ながら不参加だ。

　その代わり打ち上げの席には、翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらの姿もあった。漫まん研けんのために手伝ってくれた彼かの女じよたちを、萌もえ黄ぎが招待したのだ。彼かの女じよたちがいなければ、今日の成功はなかったかもしれないからだ。

　それに【フォレスト】のために熱心に人々を呼よび込こむ様子を見ていれば、二人ともマンガ好きというのはよく分かったし、落ち着いてじっくり話をしたかったというのもあった。

　いつもの通り部長の萌もえ黄ぎによる乾かん杯ぱいの音おん頭どが取られ、歓かん談だんタイムが始まる。

「おおきにな。ボクらまで呼んでもらって」

「当然だよ！　一いつ杯ぱい手伝ってもらったからね！」

　祝いの席で萌もえ黄ぎが翔しよう太た郎ろうと親しげに喋しやべる。早くもすっかり打ち解けているようだ。

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらの二人は、漫まん研けんの皆みなに混じってマンガの話で盛り上がっていた。【フォレスト】の制作秘話を聞いたり、好きなマンガの話題を交かわしたりといった具合だ。

　皆みな、同年代だし、マンガ好きという共通点によってあっと言う間に仲良くなった。

　もはや、彼かの女じよたちも立派な漫まん研けんの仲間である。

「は～あ。私もここの漫まん研けんに入れたらなぁ……」

　と、ぼやくのは夜よ桜ざくらだ。

　大親友の楪ゆずり葉はと一いつ緒しよにいたいという気持ちも強いだろうが、アイドルとして常に忙いそがしいし、同年代の友達とこうしてマンガについて語り合う機会もなかなかないのだろう。

　この時間が楽しくて仕方がないようだ。いつにも増してテンションが非常に高い。

「マジで漫まん研けんに入って欲ほしいよ！　つーか、アイドルのザクラちゃんに似てるよな！」

「ヨクイワレルノヨネー」

　夜よ桜ざくらは丸まる山やまの言葉に苦笑いで応こたえる。

　現在、夜よ桜ざくらは眼鏡めがねを掛かけ、髪かみの毛けを下ろして普ふ段だんと雰ふん囲い気きを変えている。そうやってアイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらであることを隠かくしているのだ。

　翔しよう太た郎ろうは漫まん画が家かであることや身分を明かしたが、夜よ桜ざくらは正体を誤ご魔ま化かしている。もちろん、あの超ちよう人気アイドルがこんなところにいるとバレたらパニックになるからである。そんなわけで、楪ゆずり葉はの小学校時代の友達とだけ説明している。それでも芸能人オーラは完全に消せていないので、未いまだ夜よ桜ざくら疑ぎ惑わくは晴れていないようだが。

　しかし夜よ桜ざくらは、今は一人の『どこにでもいるマンガ好きの少女』として、漫まん研けんの輪の中で楽しんでいる。

　親友の楪ゆずり葉はもそれが嬉うれしいようだ。物静かな普ふ段だんから考えられないくらいに、皆みなと楽しくお喋しやべりしている。

　ちなみに、楪ゆずり葉はが嬉うれしそうな理由はそれだけではない。

　──大好きな萌もえ黄ぎとの日々をまた送れることへの喜びだ。

　萌もえ黄ぎは、今日の文化祭が終われば、父親の霧生きりゆう創はじめと共にアメリカへ渡わたる予定だったのだが、創はじめの気持ちが変わり、日本に残れることになった。

　当初、創はじめは上うわっ面つらな態度で萌もえ黄ぎが日本に残ることを許そうとした。それは『理解ある大人』の役割を演じているに過ぎないものだった。

　そんな彼かれに対して伊い織おりは、漫まん研けんが描かいた【フォレスト】を読むように説いた。『理解ある大人』という役割ではなく『霧生きりゆう創はじめ』という個人として、萌もえ黄ぎの本気の気持ちにぶつかって欲しかったからだ。

【フォレスト】を読んだ創はじめにもマンガの良さが少しは伝わったようだ。今度、萌もえ黄ぎが一番好きなマンガ【スタプリ】を読んでみると約束してくれた。

　その後、創はじめから萌もえ黄ぎが日本に残っていいことを伝えられた漫まん研けん部員たちは、その逆転ホームランに対して大いに喜んだ。

「どうせマンガにありがちな『帰る帰る詐さ欺ぎ』だと思ってましたよ」などと楪ゆずり葉はは強がっていたが、嬉うれしさで涙なみだぐんでいるのは誰だれの目にも明らかであった。

　楪ゆずり葉はにとって萌もえ黄ぎは、高校で初めて出来た友達。漫まん研けんに誘さそってくれた大切な人。

　──これからも一いつ緒しよに漫まん研けんで日々を過ごせる。

「それにしても、やっぱり今日のＭＶＰはゆずちゃんだよ！　漫まん研けんの宣伝のためにミスコンにまで出てくれたんだもんね！　ありがとうね、ゆずちゃん！」

　そう言って萌もえ黄ぎは、楪ゆずり葉はにべったりと抱だき付ついた。

「ちょ！　あなた、何やってるのよ！」

　それを目まの当あたりにした夜よ桜ざくらは、萌もえ黄ぎから奪うばい取とるように楪ゆずり葉はを抱だき寄よせる。

「文化祭中からずっと思ってたんだけど、あなた、なんで楪ゆずり葉はにそんなにベタべタしてるのよ!?　距きよ離りが近い、近い！」

「え？　だって私たち仲のいい友達だもん」

「そうなの、楪ゆずり葉は!?」

「ええ。彼かの女じよ、霧生きりゆう萌もえ黄ぎさんは私の大事なお友達です」

「だよね、だよね！　ゆずちゃんと私はすっごく仲がいいんだよ！」

「な、なによ！　私なんか楪ゆずり葉はとはお風ふ呂ろも一いつ緒しよに入ったことあるんだから！」

「一体なんの自じ慢まんですか……」

　夜よ桜ざくらは、萌もえ黄ぎに対たい抗こう心しんを燃やし、楪ゆずり葉はとイチャイチャするのを見せつける。すると萌もえ黄ぎも負けじと楪ゆずり葉はにくっつき、ハーレムのような展開に。

（むぅ……）

　ただ、女の子同士なので楪ゆずり葉はは複雑な心境であった。困った表情で二人に両側から引っ張られている。
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　一方伊い織おりは、仲睦むつまじくしている楪ゆずり葉はたちを眺ながめながら、幸福感に満たされていた。

　これがマンガなら、楪ゆずり葉は的にはハッピーエンドであろう。そのことを伊い織おりも嬉うれしく思っているのだ。

　しかし、伊い織おりにはまだ成すべきことがある。




　──萌もえ黄ぎへの答え。

　──連れん載さいへの答え。




　左そ右う田だ伊い織おりの物語は、佳か境きようを迎むかえようとしていた。
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　打ち上げが盛り上がる中、伊い織おりは一人、部室を抜ぬけ出だしていた。

　旧校舎から出てみると、日は既すでに落ちていた。

　中庭で夜風を浴びる。

　実に静かである。普ふ段だんならとっくに完全下校の時間なのだが、文化祭の日は片づけなどの影えい響きようで遅おそくまで残ることが許されている。普ふ段だんの学校生活では味わえないような新しん鮮せんな時間だった。

　そんな伊い織おりの手には、大学ノートが握にぎられている。

　広げたそこに、熱心に何かを描かき込こんでいく。

　その作業の間、伊い織おりの口元は緩ゆるんでいた。夢中になっていたせいで、人ひと影かげが近づいてくるのにもすぐに気づけなかったくらいだ。

「よう、左そ右う田だ。どないした？」

「一人でこんなところでなにやってるのよ、伊い織おり？」

　声を掛かけられて、初めて気づく。

　中庭のベンチに座すわる伊い織おりの許もとに現れたのは、翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらだった。

　並んでいると美男美女のカップルにしか見えないが、忘れてはならない。目の前にいるのは女の子二人である。高こう良ら翔しよう太た郎ろうの本名は高こう良ら翔しよう子こであり、こう見えてれっきとした女の子なのだ。

「ああ。ちょっといいアイディアが頭に湧わいてきてね。メモを取っておきたかったんだよ」

　ペンを走らせたまま、伊い織おりは答える。

　伊い織おりは『週刊少年ライン』で連れん載さいを目指している。

　ライバルであり目標である杜もり若わか王おう子じ郎ろう──楪ゆずり葉はが連れん載さいする【スタプリ】と戦い勝利することが、プロデビューする前からずっと抱いだいている夢なのだ。

　一度は連れん載さい決定の知らせを受けた伊い織おりだったが、編集長の勅て使し河原がわらから突とつ如じよ、その取り下げを通告された。

　理由は分からない。編集部で突とつ然ぜんキレられ、失望したとだけ告げられた。

　楪ゆずり葉はも、伊い織おりが描かきあげた【ゴールド・タイム・キーパー】を褒ほめてくれていた。それなのに勅て使し河原がわらは否定し、連れん載さいを許さなかった。

　現在、伊い織おりは、勅て使し河原がわらを納なつ得とくさせる手段を模も索さくしている。

　期限までにそれを達成出来なければ、連れん載さいをすることは叶かなわない。

「もしかして、左そ右う田だ、勅て使し河原がわら編集長を負かすためのなんかいいアイディアでも浮うかんだんか？」

　ベンチに座すわってノートに何かを描かいている伊い織おりを見下ろしながら、翔しよう太た郎ろうが尋たずねる。

「……いや、そういうわけじゃないが、単純に面おも白しろいマンガのアイディアが浮うかんだんでね。忘れないように絵にしておきたかったんだ」

　そう言って、伊い織おりは嬉うれしそうにペンを走らせ続けている。

　昼間、楪ゆずり葉はや翔しよう太た郎ろうの前で吐と露ろしていた連れん載さいへの不安はどこに行ったのか、とても楽しそうにだ。小さな子どもが夢中になってゲームで遊んでいるような。

　それを見ながら、翔しよう太た郎ろうも釣つられて笑えみをこぼす。

　同じ漫まん画が家かとして、面おも白しろいマンガを描かけた時や、良いいアイディアが浮うかんだ時の喜びに共感出来るからだ。

「……………」

　しかしその隣となりに立つ、同じく漫まん画が家かである夜よ桜ざくらはというと、心配そうに伊い織おりを見下ろしていた。

「……伊い織おり。連れん載さいの話、翔しよう太た郎ろうから聞いたわよ」

　夜よ桜ざくらは、伊い織おりが勅て使し河原がわらにブチギレられて連れん載さいが保留になっている件けんのことを言っているのだ。そのことは翔しよう太た郎ろうから夜よ桜ざくらにも伝わったようである。

「大変そうね。あなた『ライン』の編集長から嫌きらわれてるらしいじゃないの」

「待て待て！　曲解して伝わっているぞ！　嫌きらわれてるとは決まってないから！」

　事あるごとに、勅て使し河原がわらは伊い織おりの連れん載さいを妨さまたげてきた。

『ライン』の新人賞で大賞を受賞しデビューしてからも、伊い織おりは連れん載さい用の原げん稿こうを提出し続けた。そのどれもが高いクオリティのものだったし、担当の美み野の里り川かわや妹の日ひ芽めはそれらを絶賛していた。

　読者アンケートで競きそい合あった翔しよう太た郎ろうとの戦いでも勝利を収めた。つまり『ライン』の読者たちにもその実力が認められていることになる。

　それでも勅て使し河原がわらは、伊い織おりの連れん載さいを許そうとはしなかった。

　昼間、楪ゆずり葉はらと話し合った結果、伊い織おりの性格に難ありなのではという説が提唱されたのだが──。

「……勅て使し河原がわら編集長は、やり手の編集者だぞ。その手しゆ腕わんで多くのヒット作を世に送り出してきた。人を好すき嫌きらいで判断するような安っぽい人が、ここまでの結果を出せているはずがない。僕ぼくの連れん載さいを止めたのだって、きっと何か意図があるんだろうさ」

　楪ゆずり葉はもそう言っていたし、自分の願望も込こみだが、伊い織おりは冷静にそう語った。

「……でも、却きやつ下かされたマンガって、私や楪ゆずり葉はも描かくのに協力したアレよね？　【ゴールド・タイム・キーパー】。アレでダメだなんて信じられないわよ。『ライン』編集長のくせに見る目なさすぎ」

　伊い織おり自身も、あれが最高に面おも白しろい作品だと思っている。

　多くの読者に受け入れられるだろう、ベタも押おさえているし、あっと言わせる目新しさも盛もり込こんである。主人公をはじめ、キャラクターたちが皆みな、紙上で生き生きと動いている。

　以前伊い織おりは、楪ゆずり葉はから『短編に比べて長編が苦手』だと指し摘てきされていたのだが、【ゴールド・タイム・キーパー】については、続きが読みたくなる『面おも白しろい長編』になっていると評してもらった。

　だというのに、勅て使し河原がわらは【ゴールド・タイム・キーパー】での連れん載さいを認めなかった。

　あれがどうして気に入らないというのだろうか。さっぱり分からない。

「それに、今までだって、面おも白しろいマンガをいくら描かいても連れん載さいを認めてくれないんでしょ？翔しよう太た郎ろうとの対決にも勝ったのに、言い訳立てて連れん載さいをさせなかったみたいだしね」

　高校生漫まん画が家かによる読者アンケート勝負。最も多くアンケートで票を集めた高校生漫まん画が家かに絶対に連れん載さいさせると勅て使し河原がわらは約束した。

　これを『東の高校生漫まん画が家か』である伊い織おりと『西の高校生漫まん画が家か』である翔しよう太た郎ろう二人の対決だとばかり両者は思っていた。

　だが、伊い織おりが翔しよう太た郎ろうに勝利するや否いなや、勅て使し河原がわらは「楪ゆずり葉はも高校生漫まん画が家かだ。その楪ゆずり葉はが最も票を集めたのだから勝負は楪ゆずり葉はの勝ちだ」などと言い出してきたのだ。

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうは世間には秘密だが、現げん役えき女子高生の楪ゆずり葉はがその正体なのである。杜もり若わか王おう子じ郎ろうの【スタプリ】の面おも白しろさと人気は圧あつ倒とう的てきで、伊い織おりは完敗してしまった。

　そのため連れん載さいは先送りにされた──ということがあったのだ。

「後出しでそんなこと言い出すなんて、それってどう考えても伊い織おりが嫌きらわれてるからじゃないの？　きっと翔しよう太た郎ろうが勝ってたら、そのまま連れん載さいさせてたんじゃないかしら」

「ああ、いや、そんなことはないんちゃうか？」

　翔しよう太た郎ろうがフォローしようとするが、夜よ桜ざくらは続ける。

「まあ、人間、ウザいと思っちゃう性格のやつが一人や二人はいるもんよ。あなたのところの編集長にとって、伊い織おりがたまたまそうだったってだけよ。ご愁しゆう傷しようさまね」

　このアイドル、容よう赦しやなく心にボディーブローを叩たたき込こんでくる。

「ま、待て待て。さっきも言ったが、何か意図があるに違ちがいないさ。編集長は敏びん腕わん編集者だからね。それに『連れん載さいをさせない』とは言われていないよ。期限までに納なつ得とくのいく原げん稿こうを持ってこられれば、正式に連れん載さいを許すと約束してくれているんだから、それを成なし遂とげればいいだけさ」

　伊い織おりは自分に言い聞かすように語る。

「……で、どうすればいいか、見えてるの？」

　夜よ桜ざくらの問いに、伊い織おりは力なく首を振ふる。

「いや、それはまだだが……」

　少し気まずい空気が流れる。

　あの楪ゆずり葉はでさえ【ゴールド・タイム・キーパー】を、勅て使し河原がわらが突つっぱねる理由が定さだかではないという。ましてや、楪ゆずり葉はほど勅て使し河原がわらと長い付き合いがあるわけでもないのだから、翔しよう太た郎ろうや夜よ桜ざくらにも分かるわけがなかった。

　彼かの女じよたちも伊い織おりの連れん載さいマンガを読むことを楽しみにしているし、伊い織おりに少しでもヒントを与あたえたいのだが、それが出来ずに歯がゆい思いだった。

「……なあ、君たち。訊きいてもいいか？」

　伊い織おりはペンを置き、ノートを閉じ、翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらを見上げる。

　二人は何か役に立てればと、伊い織おりの質問を待つ。

「君たちはどうしてマンガを描かいているんだ？」

　伊い織おりのふいの言葉に対して、翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらは顔を見合わせる。

「編集長に訊きかれたんだよ。何のために面おも白しろいマンガを描かいているのかってね」

「……ふーん。で、伊い織おりはなんて答えたの？」

「僕ぼくは『読者』のためだと答えた」

　それを聞いた途と端たん、翔しよう太た郎ろうは笑った。

「左そ右う田だ、それならボクも一いつ緒しよやで。……前までボクは、ずっと自分のためだけにマンガを描かいてた。自分の『妄もう想そう』をキャラクターに演じさせることで満足感を得ていたんや。以前のボクにとってマンガは、自分を慰なぐさめるための手段でしかなかった。……けど、今はそれに加えて、多くの人たちを満足させたいと思うようになった。『妄もう想そう』を『現実』の読者のために描かくってな」

　翔しよう太た郎ろうはずっと自分の『理想』をマンガにしていた。本当は女性なのに道場の跡あと取とりとして育てられ男として生きてきた彼かの女じよ。『現実』では出来ない『理想』の恋れん愛あいをマンガとして表現した。それは多くの読者の心に響ひびく作品となっていた。

　だから、それらも素す晴ばらしいマンガではあった。

　しかし、副次的に人々を楽しませているに過ぎなかった。

　そして、自分の理想のみを描かくということは、内容が似かよったものになる。だからいずれ限界にぶち当たる。

　伊い織おりや、翔しよう太た郎ろうのマンガの師である糸いと屑くずほたるには、常に『妄もう想そう』への『挑ちよう戦せん』があった。誰だれかを楽しませるために、一人でも多くの人に楽しんでもらえるように、一つひとつの原げん稿こうに対して、鋭えい意い努力してきた。

　伊い織おりとの戦いを通して翔しよう太た郎ろうも、読者に『挑ちよう戦せん』していくことを新たに誓ちかったのである。『現実』のために『妄もう想そう』を描かくと。

「だったら私だって同じよ──」

　夜よ桜ざくらだ。

「一人でも多くのファンを巻まき込こみたい。一人でも多くの読者を喜ばせたい。そう思っているわ。アイドルもそう。漫まん画が家かもそう。ファンや読者を楽しませるためにやってることよ。お金のためとか、チヤホヤされたいから──なんて言って来るような人もいるけど、それならもっと楽なお仕事があるわよ。マンガが好きだから、アイドルが好きだから、そして、それを喜んでくれる人たちが好きだからやってるのよ」

　夜よ桜ざくらだってそうなのだ。

『タイム』で漫まん画が家かデビューした夜よ桜ざくらは、アイドルとしての地位を利用して売り上げを伸のばした。自身のグラビアや、イベントの抽ちゆう選せん券けんを付けるという方法だ。

　批判を受けながらも、彼かの女じよはその方法を取った。一人でも多くの人たちに自分のマンガを届けるために、あくまでマンガの売り上げに拘こだわったのだ。

　ここにいる漫まん画が家かたちは、己おのれの自己満足のためだけにマンガを描かいているわけではない。

　──自分のマンガで読者を楽しませたい。

　方法や、道筋は違ちがっても、それが共通するバックボーン。

　それを感じ取り、翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらはお互たがいに笑えみを交かわす。

「………………」

　しかし、伊い織おりはどこか辛つらそうな表情であった。




「『読者』ってなんなんだろうな……」




　やがてぽつりとそう呟つぶやく。

　伊い織おりが思い出すのは、勅て使し河原がわらの言葉だった。

　伊い織おりは「読者のためにマンガを描かいている」と語った。

　すると、勅て使し河原がわらは「読者とは誰だれのことか」と訊きいてきた。

　伊い織おりは上う手まく答えることが出来なかったのだ。

「そんなんキミのマンガを読む全ての人間のことやろ？　不特定多数や。『誰だれか』なんて答えはないで」

「そうよ。読んでくれる人全てを楽しませる。それ以外あるの？」

　愚ぐ問もんとばかりに、翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらは答える。

「……僕ぼくもそう思う。しかし、そうやって描かいたマンガ【ゴールド・タイム・キーパー】は編集長に否定されてしまった。僕ぼくはみんなが喜んでくれるようにあれを描かいたんだ。そう、編集長にだってね。僕ぼくは、編集長も自分の『読者』の一人だと思って描かいたんだ。……それがいけなかったのか？」

　伊い織おりは頭を搔かき毟むしる。

「読者を想おもい、僕ぼくはあの原げん稿こうに自分の持てる力を注ぎ込んだ……。なのに、なのに……！」

　悔くやしさが口からこぼれていくのを抑おさえられない。

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらは、その様子を見つめる。

「なあ、左そ右う田だ。キミは読者が喜べばそれだけでええんか？」

「……なに？」

　やがてそう口を開いた翔しよう太た郎ろうは、ジッと伊い織おりを見つめていた。

　隣となりに立つ夜よ桜ざくらも、それに続く。

「そうね。もっと楽しんで描かいたらどう？　……今みたいに」

　そう言って夜よ桜ざくらが指差すのは、伊い織おりが手にするノート。

　さっき伊い織おりはそこに、楽しく『自分のマンガ』を描かいていた。

　──ただただ楽しんでいた。

　勅て使し河原がわらに挑いどむのでもなく、『ライン』の読者を意い識しきするのでもなく。

「もちろん、読者は大事よ。私だって読者のためにマンガを描かいてる。でもね、やっぱり一番に来るのは『自分』なの。読者が喜んでくれると『自分』が嬉うれしいからやってるの。辛つらいだけなら、描かくの辞やめちゃった方がいいわよ」

「……しかし……」

「そうね、そう簡かん単たんに辞やめられるものじゃない。これは遊びじゃない。お仕事なんだから。でも『作者』が辛つらいだけで描かいたものを『読者』が楽しんでくれるのかしらね」

「…………」

「さってと。そろそろ行くわね。私、明日も仕事だから。これから事務所に寄らなきゃならないし」

　やはり人気アイドル。楪ゆずり葉はのためにキチキチのスケジュールの合間を縫ぬってまで、東雲しののめ夜よ桜ざくらは今日の文化祭に馳はせ参さんじたのである。

「ボクもこれからほたる先生と会う約束してるからな。行かせてもらうわ」

　伊い織おりも世話になったベテラン漫まん画が家か・糸いと屑くずほたる。彼かの女じよのアシスタント生活で色々と振ふり回まわされたのもいい思い出だ。翔しよう太た郎ろうはほたるに挨あい拶さつに行くようだ。

　どうやら二人は帰りがけに、この中庭を通って来たようだ。そこで伊い織おりの姿を見かけたということらしい。

「……すまない、引き止めてしまったようだね」

「別にええよ。それより左そ右う田だ。キミの連れん載さい、楽しみにしてるからな」

　翔しよう太た郎ろうが言うと、横で夜よ桜ざくらも微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

「うん。せいぜいあのサングラスさんをあっと言わせなさい」

　サングラスさん──勅て使し河原がわらのことだ。

「あなたなら出来るわよ。私や楪ゆずり葉はが認めた漫まん画が家かなんだから」

　伊い織おりにはまだ道は見えない。

　しかし、はっきりと分かることはある。

　──自分のマンガを待ってくれている人たちがいる。

　それだけは間ま違ちがいないのだ。

　もう一度本気でぶつかろう。伊い織おりはそう思った。

　マンガや父親のことが好きだからこそ、本気でぶつかった萌もえ黄ぎのように。

　マンガや読者たちが好きだからこそ、本気でマンガを描かいているここにいる漫まん画が家かたちのように。

「まあ、せいぜい頑がん張ばって早いとこ連れん載さい始めてくれや。でないと、ボクが先越こすで？」

「な、なんだと！」

「左そ右う田だ。連れん載さいで戦うの楽しみにしてるからな。とはいえ、杜もり若わか王おう子じ郎ろうを倒たおすんはこのボクやがな」

「翔しよう太た郎ろう、なに咬かませライバルみたいな台詞せりふ言ってるのよ。……まあ、私もあなたたちに遅おくれを取る気はないけどね」

「夜よ桜ざくら……」

　漫まん画が家かとして、彼かの女じよもマンガの研けん鑽さんを続けている。

　このアイドルも、立派なライバルの一人なのだ。

「杜もり若わか王おう子じ郎ろうを──楪ゆずり葉はを倒たおしてトップになるのは私よ」

「いいやボクや」

　譲ゆずらないという表情で翔しよう太た郎ろうが夜よ桜ざくらに睨にらみをきかせる。

「──いや、杜もり若わか王おう子じ郎ろうを倒たおし、日本一の漫まん画が家かになるのは、この天才の僕ぼくだよ」

　そこに割って入るようにして、伊い織おりは自信たっぷりに言った。

　それを見て、翔しよう太た郎ろうは笑えみを浮うかべる。

「……へっ。らしくなってきたやんか、左そ右う田だ。その方が、左そ右う田だらしくてええと思うよ」

「そうね。ウザいくらいが伊い織おりはちょうどいいわよ」

「ウザいとはなんだ!?」

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらは、そんな伊い織おりを見ながら妙みような安心感を覚えた。

　若者たちは夢への想おもいを滾たぎらせる。




　それから伊い織おりは、二人を見送り、部室に戻もどるために旧校舎の方へと向かった。

　すると。

　暗がりの中、旧校舎の陰かげからベレー帽ぼうの少女が現れる。

「──お二人は行かれたのですね」

　杜もり若わか楪ゆずり葉はである。彼かの女じよも一時、部室を離はなれてここまでやって来たようだ。

　旧校舎と渡わたり廊ろう下かとの境界で、伊い織おりは楪ゆずり葉はと真正面に向かい合う。

「楪ゆずり葉は。もしかして、さっきの話、聞いていたのか？」

「ええ。最後の方だけですが。……皆みなさん、杜もり若わか王おう子じ郎ろうを倒たおす気満々のようですね。何やら決起集会かのような雰ふん囲い気きでしたよ」

　そう話す楪ゆずり葉はの表情はというと、柔やわらかい笑え顔がおだった。

　プレッシャーを受けたわけではない。彼かの女じよは伊い織おりたちからの熱いライバル視を、嬉うれしく思っているのである。

「皆みなさんが描かく渾こん身しんの作品、楽しみにしています。私もそれに負けないような、最高のマンガを描かいていくつもりですので、よろしくお願いします」

　楪ゆずり葉はは、杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして、友人として、全力で描かいたマンガを以て、伊い織おりたちの挑ちよう戦せんに応こたえようとしているのだ。自信溢あふれる言葉と表情を伊い織おりに向けている。

「…………」

　だが、どうしたことだろう。それに対して伊い織おりは何も言わず目線を下にしている。

　いつもの伊い織おりなら対たい抗こうして「ふっ。せいぜい首を洗って待っているんだな」などと威い張ばった態度を取るはずなのだが。

　すぐに楪ゆずり葉はは察した。

　翔しよう太た郎ろうと夜よ桜ざくらの励はげましで、勅て使し河原がわらからの最後の試練に挑いどむ気持ちを取とり戻もどしたものの、まだどこかで自信を持てないのだろう。

　勅て使し河原がわらを認めさせるためには、最低限、【ゴールド・タイム・キーパー】を越こえるものを作らなければならないわけだが、あれは今の伊い織おりの実力で描かける技術の集大成であり結けつ晶しよう。思い入れも特に強い一作だった。

　期限はもう僅わずかしかない。文化祭が終わってから１週間とちょっと。こんな短期間であれを越こえるものなど生み出せるのだろうか。

　そんな伊い織おりの不安な思いを汲くみ取とった楪ゆずり葉はは、口を開いた。

「……伊い織おりくん。私も、夜よ桜ざくらさんたちの言う通りだと思いますよ」

　伊い織おりは目線を上げ「え？」と楪ゆずり葉はの顔を見る。

「部活のみんなで【フォレスト】を描かいていた時のように、もっと楽しんでマンガを描かいてみてはどうですか？」

　楪ゆずり葉はの語りに、伊い織おりは何も言わず耳を傾かたむける。

「変に考え過ぎずに、自分が面おも白しろいと思ったものを楽しんで、自信たっぷりに描かいたらいいんです。そうすれば、自おのずと読者だって喜んでくれますよ。あなたにはその力があります。だってあなたは天才漫まん画が家かなんでしょ？」

「…………」

「『これが僕ぼくは面おも白しろいんだ』『これが僕ぼくの考える絶対に面おも白しろいマンガだ』『だから君たち読者も楽しめよ』……。いっそ、そんな風に傲ごう慢まんになってもいいんじゃないんですか？　いつもみたいに、自尊心の固まり野や郎ろうな伊い織おりくんに戻もどって下さい」

「…………なるほど。……そうか……。……ん？　ちょ、ちょっと待て！　誰だれが、自尊心の固まり野や郎ろうだよ!?」

　伊い織おりは思わず怒ど鳴なりつけるのだが、伊い織おりのいつもの調子が見えたので、楪ゆずり葉はは安心して微ほほ笑えむ。

「ふふっ。それにです。楽しそうにマンガを描かいている伊い織おりくんの横顔が──」

　楪ゆずり葉はは屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべながら言う。




「──私は好きですから」




　伊い織おりはきょとんとしている。

「え？　好き？」

「──ッ!?　あ！　い、いや、あの……。好きっていうのは、そういうあれじゃなくてですね……！」

　ついつい流れに任せて何てことを言ってしまったのだと、楪ゆずり葉はは慌あわてる。

　楪ゆずり葉はは顔を赤くしながら伊い織おりに弁解しようとするが、言葉がなかなか上う手まく出てこない。

「……あ、え、えっと、あれですよ！　い、伊い織おりくんが楽しく自信たっぷりに描かいたマンガの方が、私は好きだって言ってるんです！」

　楪ゆずり葉はは恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、強い語調で言い切った。

「…………」

　それを受け、伊い織おりは俯うつむき、顎あごに手を当てて考える仕草をする。

「そうだ。そうだよな……。何も迷うことはなかったんだ……。分かったよ、楪ゆずり葉は。僕ぼくの信じるマンガを、この天才自身が面おも白しろいと思うマンガを、もう一度編集長に──『読者』に対して全力でぶつけてみるよ」

　伊い織おりがようやく薄うすくだが笑えみを見せたので、楪ゆずり葉はの表情もまた緩ゆるんだ。

「その様子でしたら、もう大だい丈じよう夫ぶみたいですね」

「ああ、何だかスッキリしたよ。まだはっきりと答えを出せたわけじゃないが、いいものが描かける気がする。……どうやら今回もまた、君の言葉に救われたようだね。楪ゆずり葉は、ありがとう」

　楪ゆずり葉はは首を横に振ふる。

「……いえ、お礼を言いたいのは私の方です。伊い織おりくん、今日は本当にありがとうございました」

　そう言ってペコリと頭を下げる楪ゆずり葉はを見て、伊い織おりは怪け訝げんな顔をする。

「ん？　何のことだ？　今日、僕ぼくは特別君に何かした覚えはないが？」

「今日こうして文化祭に参加出来たのも、伊い織おりくんのお蔭かげですからね。そのお礼ですよ」

　楪ゆずり葉はは、長年人との繫つながりを断ってきた。自身に憑つく『マンガの神様』のせいで、他人に危害を加えてしまうかもしれないと考えていたからだ。

　しかし、伊い織おりや萌もえ黄ぎとの出会いによって、友人との思い出を作る勇気を持てるようになった。伊い織おりの説得がなければ、萌もえ黄ぎたちが楪ゆずり葉はのために【学園戦国ミネルヴァ】を描かいてくれなければ、今日、文化祭で仲間たちと楽しく過ごすことなどなかった。

『マンガの神様』を恐おそれ、前へ踏ふみ出だすことが出来なかった少女は、伊い織おりたちとの出会いで変われたのだ。

「…………」

　楪ゆずり葉はは、じっと伊い織おりのことを見つめる。恩人であるこの少年に特別な感情を抱いだくのは、自然なことなのかもしれない。

　そうしながら思おもい浮うかべるのは、今は部室にいる萌もえ黄ぎの笑え顔がおだった。彼かの女じよもまた自分を救ってくれた恩人であり、親友。

　──左そ右う田だ伊い織おり。

　──霧生きりゆう萌もえ黄ぎ。

　楪ゆずり葉はにとって大事な二人。

「あの、伊い織おりくん……。部長さんの……」

「え？　霧生きりゆうさんが何だって？」

「ああ、いえ。……何でもありません」

　この場で楪ゆずり葉はが、伊い織おりにその溢あふれる想おもいを伝えることは、どうしても出来なかった。




　伊い織おりと楪ゆずり葉はが部室に戻もどり、それから程ほどなくして漫まん研けんの打ち上げは終わった。

　磯いそ辺べ、丸まる山やまらと学校の玄げん関かんで別れを交かわす。改めて、明日からも萌もえ黄ぎと漫まん研けんを続けられることに、二人とも喜びを口に出していた。

「──伊い織おりくん、私は先に帰りますので」

「え？」

　帰り道の同じ楪ゆずり葉はが、正門を出たところで伊い織おりに言う。

「私は寄るところがありますので、部長さんを送ってあげて下さい」

「あ、ああ」

「それでは──」

　伊い織おりと萌もえ黄ぎが声を掛かける暇ひまも与あたえず、楪ゆずり葉ははそそくさと歩いて行った。

「ゆずちゃん、こんな時間からどこに寄るんだろね？」

「さあ……？」

　寄るところがあるというのは大おお噓うそだ。楪ゆずり葉はは、萌もえ黄ぎと伊い織おりに気を遣つかったのである。

　彼かの女じよは知っているのだ。伊い織おりにこれから起こる『イベント』を。

　あの日、公園での二人の会話を盗ぬすみ聞ぎきしてしまったから。

　さっき伊い織おりに想おもいを伝えることが出来なかったのは、その『イベント』の邪じや魔まをしたくなかったからだ。




　──萌もえ黄ぎへの告白の返事だ。




　文化祭の前、萌もえ黄ぎは伊い織おりに愛の告白をしている。今日の文化祭終わりに、伊い織おりがその返事をする約束なのだ。

　恋れん愛あいマンガなら、クライマックス中のクライマックスのシーンである。

　しかし、楪ゆずり葉はがそのシーンを見ることはない。

　付いて行ってコッソリと覗のぞき見みることはしない。だから、伊い織おりがどんな返事をするのか確かく認にんすることは出来ない。

　これはマンガではないのだから、その場にいる登場人物しか成り行きを目もく撃げき出来ない。

　そして、この物語の結末を決めるのは伊い織おりだ。




　決して『マンガの神様』ではない──。




　運命の時間が近づいている。




　　　　[image: ]




　伊い織おりは、萌もえ黄ぎと共に萌もえ黄ぎのマンション方面へと歩いていた。

「送ってくれてありがとうね。左そ右う田だくん」

　萌もえ黄ぎは隣となりを歩く伊い織おりに言う。

　送ったのは、もう遅おそい時間だし女の子一人の帰宅は危ないという理由もあるが、それ以上に二人っきりになる必要があったからだ。

　以前、萌もえ黄ぎに告白された公園の前に辿たどり着つく。

「……また、ここにしよっか」

　萌もえ黄ぎの提案に応じ、二人は公園の中に踏ふみ入いる。

「さてと……」

　萌もえ黄ぎは俯うつむきながら言う。

　今日は『約束』の日なのだ。

　今二人はあの『約束』をしたのと同じ場所にいる。

　文化祭の終わりに、萌もえ黄ぎの告白の返事をするという『約束』だ。

　萌もえ黄ぎがアメリカへ渡わたる前にということではあったが、明日からも変わらず日本への滞たい在ざいが決まっている。

　それでも、今日、告白の返事をするのは変わらない。

　もう既すでに伝えているし、今いま更さらこの気持ちを撤てつ回かい出来ない。

　だから萌もえ黄ぎは、今日、この瞬しゆん間かんに答えを聞く。

「……ねえ、左そ右う田だくんだよね？　お父さんに【フォレスト】を読むように言ってくれたのは」

　目線を上げて、萌もえ黄ぎはそう尋たずねる。

「ああ、そうだよ」

「ありがとうね。お蔭かげでまだ日本にいてもいいって言ってもらえたんだよ」

「僕ぼくは何もしていないよ。ただみんなで描かいたマンガを読んでもらっただけさ。あれを読んで決めたのは君のお父さんだし、そうさせたのはみんなの力さ」

「ううん。確かにみんなのお蔭かげかもしれないけど、その中に左そ右う田だくんがいるのも間ま違ちがいないんだよ」

　萌もえ黄ぎは上うわ目め遣づかいで伊い織おりを見つめ続ける。

　伊い織おりは、萌もえ黄ぎのために全力で萌もえ黄ぎの父・霧生きりゆう創はじめとぶつかり合った。

　──それは、萌もえ黄ぎが伊い織おりへの気持ちを高めるには十分な出来事だった。

「それで、どう……かな……？」

　萌もえ黄ぎは切り出す。

　その瞬しゆん間かん、伊い織おりの中で一気に緊きん張ちようが走り、思わず生なま唾つばを飲のみ込こむ。

「……左そ右う田だくん。こないだの返事、聞かせてもらってもいい？」

　いよいよこの時がやって来た。

　萌もえ黄ぎから受けた告白の返事。

　答えは、告白を受けたあの日から、伊い織おりの中で既すでに決まっている。

　だから伊い織おりにとってやらなければならないのは、それを今からゆっくりと話すだけ。気持ちを言葉に変えるだけ。

「……ねえ、霧生きりゆうさん。君はあの日、隠かくしていること全部話すって言ってくれたよね？」

　──すぐにアメリカへ帰らなければならないこと。

　──命の恩人を探しに日本へ来たこと。

　それらを萌もえ黄ぎは隠かくしていた。

　そして、一番長く隠かくしていた秘密。

　小学生の時にアメリカへ転校するよりも前からの秘密。

　──伊い織おりへの想おもい。

　それらをあの日、萌もえ黄ぎは全部明かしてくれた。

「君は勇気を持ってそれを打ち明けてくれた。……だから僕ぼくもね、君にずっと隠かくしていた気持ちを打ち明けることにしたんだ」

　萌もえ黄ぎは真顔で頷うなずく。さっきまでの頰ほおを染めた緩ゆるい表情から、心して伊い織おりの言葉を受けるという意思を込こめた瞳ひとみへと変わって。

「……小学生の時、僕ぼくたちは初めてクラスメイトになった。その頃ころから君は、僕ぼくのことを好きでいてくれたんだよね？」

「……うん」

　何事にも一いつ生しよう懸けん命めいだった伊い織おりのことを、いつしか萌もえ黄ぎは気になって目で追うようになった。それが恋こいだと気づくのに時間を要さなかったそうだ。

　小学生の時、アメリカへ転校することになって本当に辛つらかった。

　そして、高校で再会した時、萌もえ黄ぎは心の底から嬉うれしかった。

　また一いつ緒しよに日々を過ごせると。

「──僕ぼくも一いつ緒しよだ」

「……え？」

「高校でこうして再会した時、とても嬉うれしかった。──僕ぼくもね。小学生の時、クラスメイトになってから、君のことがずっと好きだったから」

「………………っ」

「初はつ恋こいだった」

　萌もえ黄ぎはたちまちまた顔を赤くする。

「君は、僕ぼくのお蔭かげでマンガを好きになったと言ってくれた。僕ぼくがマンガにひたむきだったのに影えい響きようされて、マンガを読み始めたんだって。……けどね、それは僕ぼくの方もなんだよ。もう覚えていないかもしれないし、君にとっては何気ない一言だったと思う。君は僕ぼくに『絵が上う手まい』と言ってくれた。だから『漫まん画が家かになれる』と言ってくれた。その瞬しゆん間かんだったんだよ。僕ぼくが漫まん画が家かを目指そうと思ったのは」

「そう……なの……？」

　伊い織おりは力強く頷うなずく。

「初はつ恋こい相手の君が、僕ぼくに漫まん画が家かになれると言ってくれた。あの言葉がきっかけで僕ぼくはマンガに興きよう味みを持ち、漫まん画が家かを本気で目指すことが出来た。今の僕ぼくがあるのは君がいたからなんだ。本当に感かん謝しやしているよ」

　萌もえ黄ぎは驚おどろいている。

　やはり覚えていないのだろう。何気ない言葉だったのだろう。

　だがそれが、今ここにいる漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりを創つくり上あげたのは確かなのだ。

　伊い織おりの人生を決める一言を、幼き日の萌もえ黄ぎは言っていた。

　好きになった人に自分が影えい響きようを与あたえた。

　嬉うれしいような、恥はずかしいような、あるいは恐おそれ多おおいような──。

　そんな気持ちがドッと押おし寄よせて来きて、萌もえ黄ぎはどうしていいのか分からない様子で目を泳がせる。

「……な、なんか嬉うれしいな。私たち、お互たがいが大好きなマンガに導いていたんだね」

　迷った挙句その言葉を口に出し、萌もえ黄ぎは微ほほ笑えむ。

　釣つられて伊い織おりも笑えみを浮うかべた。

「ああ。だから君は、僕ぼくにとって掛かけ替がえのない大切な存在だよ」

「左そ右う田だくん……」

　萌もえ黄ぎは笑え顔がおを絶やさない。

　──しかし、伊い織おりは次に寂さびしげな顔をしていた。

　覚かく悟ごを決めて、伊い織おりは続きを話し出す。

「……でも、でもね。今、僕ぼくは君を『大切な仲間』だと思っているんだ」

　何かを察したのか、萌もえ黄ぎもまた不ふ穏おんな表情に変わる。

　それでも伊い織おりは続ける。

「君のことは異性としても素す敵てきだと思う。だからこそ好きになった。……でも、今は……。今、その気持ちを受け入れることは…………出来ない」

　萌もえ黄ぎは、真顔で聞き入る。

「一いつ緒しよにマンガを描かいて、一いつ緒しよに笑って。仲間として、友人として大事にしたい。それが正直な、僕ぼくの今の気持ちなんだよ」

　伊い織おりの示した答えは。




　──恋こい人びとになることは出来ない。




「…………………」

　伊い織おりは顔を下げ、目線を地面に向ける。萌もえ黄ぎの顔を見ることが出来ない。

　あの日、勇気を振ふり絞しぼって自分に告白してきたはずだ。

　受け入れてもらいたいと、今日までずっと願っていたはずだ。

　それを拒きよ絶ぜつしてしまった。

　夜の公園を静せい寂じやくだけが支配する。




「そっか……」




　やがて、ぽつりと萌もえ黄ぎの声が耳に入ってくる。

　伊い織おりは恐おそる恐おそる顔を上げてみた。

「……え？」

　意外なことに、萌もえ黄ぎが見せてくれたのは、笑え顔がおだった。

　悲しむわけでもない。怒おこるわけでもない。

「ありがとうね。正直な気持ちを言ってくれて」

　そうやって伊い織おりの言葉を笑って受け入れているのだ。

「そっか、私、左そ右う田だくんの初はつ恋こいだったんだね。漫まん画が家かになるきっかけになれたんだね。それを知れただけでも、すごく嬉うれしかったよ」

　いや、そんなわけがない──。

　内心では、間ま違ちがいなくショックを受けているだろう。

　それなのに、萌もえ黄ぎは伊い織おりの前で笑え顔がおを絶やさないのだ。

　伊い織おりが後こう悔かいしないように。罪悪感を抱いだかないように。

　それが霧生きりゆう萌もえ黄ぎという少女なのだ。

　そんな彼かの女じよだったからこそ、伊い織おりは人生で初めて好きになったのだ。

「ゴメン……」

　伊い織おりの謝しや罪ざいに対して、萌もえ黄ぎは首を横に振ふる。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ。私、なんとなく分かってたから」

「……え？」




「いるんだよね？　…………他に心に決めている子が」




「ッ!?」




　伊い織おりの頭には、一人の少女のことが浮うかんでいた。

　いつしか自分の中で、大きな存在になっていた少女のことが──。

「もしも私が想像している子なら、お似合いだと思うし、応おう援えんしたいと思うな……」

　そう告げると、萌もえ黄ぎはくるりと回れ右する。

「霧生きりゆうさん……？」

　萌もえ黄ぎは背中を見せ、向こうに歩きながら言う。

「明日からもよろしくね、左そ右う田だくん！　漫まん研けんでもっともっと面おも白しろいマンガ、一いつ緒しよに描かこうね！」

　伊い織おりの気持ちを受け入れ、萌もえ黄ぎはこれからも大切な漫まん研けんの仲間として付き合っていくことを約束してくれているのだ。

　その気き丈じような振ふる舞まいに、伊い織おりは胸を絞しめ付つけられる。

「バイバイ！　左そ右う田だくん、また明日ね！」

　そう言い残して、萌もえ黄ぎは公園から走り去って行った。

　最後は、こちらに顔を向けてはくれなかった。

　もしかしたら、泣き顔だったのかもしれない。

　それを見せたくなかったのかもしれない。

　後こう悔かいはゼロではない。少なからず彼かの女じよを傷つけたはずだから。

　だからといってここで受け入れ、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで付き合うのはもっと失礼に値あたいするというものだ。

　伊い織おりは自分の選せん択たくは正しかったと言い聞かせる。

「………………」

　そして萌もえ黄ぎに指し摘てきされたためか、伊い織おりの中では『あの少女』への意い識しきが膨ふくらんできていた。

　胸むな元もとをギュッと握にぎりしめる。

　今、伊い織おりには漫まん画が家かとしてやらなければらないことがある。

　連れん載さいのために、勅て使し河原がわらを納なつ得とくさせる原げん稿こうを描かくことだ。

　だがその前に、やらなければならないことが出来た。

　伝えよう。

　あの子に。




　この気持ちを。
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「──聞いているんですか、天あま宮みやさん？」

　楪ゆずり葉はは、目の前にいるロングスカートの美しいメイドに尋たずねる。

　文化祭が終わり学校から帰宅した楪ゆずり葉はは、屋や敷しきの居間で家政婦の天あま宮みやの淹いれたハーブティーに口を付けているところだ。

「あ、はい？　何がでしょうか？　お嬢じよう様さま」

　いつものメイド服姿の天あま宮みやは、楪ゆずり葉はの言葉に対してきょとんとしている。

「ですから文化祭の時のことです。ああいう恥はずかしい真ま似ねはやめて下さいといつも言っているでしょ」

　楪ゆずり葉ははむくれながら言う。

　今日の文化祭、楪ゆずり葉はは漫まん研けんの宣伝をするために普ふ段だん着ないようなコスプレじみた服装をしてミスコンの舞ぶ台たいに立った。それを客席から天あま宮みやが見ていたのだが、興こう奮ふんのあまり暴あばれ狂くるってしまったのだ。

　その時のことについて、楪ゆずり葉はは天あま宮みやを叱しかりつけていたのだが。

「天あま宮みやさん、本当に聞いているんですか？」

「あ、はい？　何がでしょうか？　お嬢じよう様さま」

　楪ゆずり葉ははため息をつく。どうも天あま宮みやの様子がおかしい。

「……らしくありませんね、天あま宮みやさん。なんだかずっと上の空のようですが」

　目の前でお茶の給きゆう仕じをしている天あま宮みやだが、どういう訳か、さっきから気持ちここにあらずという表情をしているのだ。

　天あま宮みやは、杜もり若わか邸ていに仕える楪ゆずり葉はの専属メイドである。楪ゆずり葉はの身の回りの世話はもちろん、この大きな屋や敷しきの管理も一人で全て行っている。

　詳しよう細さいは主である楪ゆずり葉はにも伏ふせているが、かつては特とく殊しゆ部隊にいた経験を持つマンガのような人物だ。『マンガの神様』の影えい響きようで楪ゆずり葉はの身に危険が迫せまった時、彼かの女じよがその戦せん闘とう能力を以もてして制圧するのが恒こう例れいである。

　盗とう聴ちよう・盗とう撮さつなどお手のもの。楪ゆずり葉はを守るという名目の下、屋や敷しき中はもちろん、通学路にも警けい戒かいが出来るようにカメラやマイクを張はり巡めぐらしている。今日、楪ゆずり葉はがミスコンに出場すると知ったのも、これら監かん視し体制によるお蔭かげだ。

　そして今、彼かの女じよはまさしくイヤホンを耳に付けて盗とう聴ちようを行っているところだった。目の前にいる楪ゆずり葉はにも気づかれないようにだ。

　いつもは（趣しゆ味みも含ふくめて）楪ゆずり葉はの監かん視ししかしない天あま宮みやなのだが、今日はある少年の近辺を監かん視ししていた。

　──左そ右う田だ伊い織おりである。

　楪ゆずり葉はにとっては『マンガの神様』の恐きよう怖ふから救ってくれた恩人。

　──そして想おもい人びと。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらとの一件を通して、天あま宮みやは伊い織おりへの信しん頼らい感かんをさらに上げていた。今では、この少年になら楪ゆずり葉はのことを任せてもいいのではないか、と思うようになっている。

　そんな伊い織おりが、霧生きりゆう萌もえ黄ぎに告白されたことを調べ上げるのも、天あま宮みやの調査能力を以もつてすれば容易たやすかった。

　楪ゆずり葉はは、今日、伊い織おりが萌もえ黄ぎからの告白に返事をすることを知っている。天あま宮みやにも誰だれにも言っていない。隠かくれて見届けようとも思わなかった。二人の問題だし、そこにズカズカと踏ふみ入いることは失礼だと思ったから。

　それに対して天あま宮みやは、告白のことを独自に調べ上げ、伊い織おりがそれに対してどう返事をするのか、楪ゆずり葉はに内ない緒しよで監かん視ししていたのである。

　楪ゆずり葉はのために、萌もえ黄ぎの告白を妨ぼう害がいしようかと迷った瞬しゆん間かんもあったが、気の迷いだと天あま宮みやは自分に言い聞かせた。楪ゆずり葉はにとって、萌もえ黄ぎもまた大切な存在。それを傷つけることは、人としてもメイドとしても失格。

　ただ、主人に代わって、事の成り行きを見届けようと思った。

　伊い織おりがどういう答えを出すのか。単純に一個人として興きよう味みがあったからである。

（左そ右う田だ様……。それが、あなたの答えなのですね……）

　イヤホンを通して聞こえてくる公園での伊い織おりと萌もえ黄ぎの会話は、とっくにもう終わっている。

　先ほど天あま宮みやが驚おどろいた顔をしたのは、伊い織おりの答えを聞いて、動どう揺ようを顔に出してしまったからだった。

　そして、会話の中で明確には告げられなかったが、伊い織おりの今の気持ちを知ることが出来た。

　彼かれには他に想おもい人びとがいる。

　それはきっと──。

「……お嬢じよう様さま、質問を宜よろしいでしょうか？」

「はい？」

「結局のところ、お嬢じよう様さまは左そ右う田だ様のことをどう思われているのでしょうか？」

　途と端たん、楪ゆずり葉はは「ぶーーーーー」と飲んでいたハーブティーを勢いよく噴ふん出しゆつした。

　マンガのようなリアクションだが、ヒロインがやってはいけないやつだ。

　天あま宮みやは特に驚おどろきもせず、淡たん々たんと零こぼれたお茶を拭ふき始はじめる。

「ゲホッ！　ゲホッ！　……あ、天あま宮みやさん！　急に何を言い出すんですか!?」

　いつものおふざけかと楪ゆずり葉はは思ったが、見てみると天あま宮みやは真しん剣けんな表情だった。

　いつもの天あま宮みやなら「お嬢じよう様さまの噴ふん出しゆつしたお茶は舐なめとって綺き麗れいにするのがメイドの役目！」などと言って床ゆかをペロペロでもしそうなのに、真ま面じ目めな顔で楪ゆずり葉はに質問を続ける。

「……もしも左そ右う田だ様の方が、お嬢じよう様さまのことを想おもわれていたら、お嬢じよう様さまはどうされますか？」

　楪ゆずり葉はは返答に困る。

「えっ……。そ……それは………」

　どうして急にこんなことをこのメイドは尋たずねてくるのだろうか。

　と、その時だ。

　杜もり若わか邸ていの屋や敷しきにチャイムの音が鳴なり響ひびいた。

　これは外客を知らせる呼よび鈴りんである。

「……こんな時間に来客ですか？」

　楪ゆずり葉はは警けい戒かいする。『マンガの神様』によってマンガのような脅きよう威いが現れたのではないかと思っているのだ。謎なぞの組そ織しきやテロリストの襲しゆう撃げきなど、マンガなら日にち常じよう茶さ飯はん事じのことが、楪ゆずり葉はの周りでは実際にやって来ることが珍めずらしくないからである。

　しかし、どんな脅きよう威いであろうと天あま宮みやの力があれば何とでもなるだろうし、それほど心配はしていなかったりする。

　やがて玄げん関かんを見に行った天あま宮みやが、楪ゆずり葉はのいる居間に戻もどって来きた。

「どうでしたか、天あま宮みやさん？」

「楪ゆずり葉はお嬢じよう様さまのお客様でございました。すぐに客間にお通しいたします」

　こんな時間の来客というだけでも怪あやしいのに、それを天あま宮みやがあっさりと通そうとしていることに、楪ゆずり葉はは困こん惑わくする。

　危険人物ではないと天あま宮みやは判断したことになるが、果たして──。

「──いらっしゃったのは、左そ右う田だ伊い織おり様です」

　その名を聞いて、楪ゆずり葉はは驚おどろきを顔に出す。
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　客室に通された伊い織おりは、屋や敷しきの主人の到とう着ちやくを待っていた。

　すると、すぐに楪ゆずり葉はがやって来た。

　楪ゆずり葉はは昼間に見た制服姿ではなく、部屋着であろう軽いパンツスタイルであった。

　一方、伊い織おりは制服のままであった。学校から萌もえ黄ぎをマンション近くまで送り、その足でやって来たのである。

　もう午後の９時を回っている。人様の家を訪問するには常じよう識しきに欠ける時間だ。

「楪ゆずり葉は。夜分遅おそくにすまないね」

「ああ、いえ、構いませんが……」

　ここはかつて、漫まん研けんで描かいたマンガを見せて伊い織おりが楪ゆずり葉はを熱く説いた場所だ。

　伊い織おりが『マンガの神様』から楪ゆずり葉はを救ってくれた、楪ゆずり葉はにとってのターニングポイント。

　二人はあの時のように、ソファーに向かい合って座すわった。

「……あの、部長さんは……？」

　萌もえ黄ぎと一いつ緒しよに帰った伊い織おりがどう告白の返事をしたのか、楪ゆずり葉はは気になっていた。

「え？　なんで霧生きりゆうさんが出てくるんだ？」

「あ、ああ、いえ。ちゃんと家に送ったのかと思いまして……」

　萌もえ黄ぎから告白をされたこと。今日その告白の返事を伊い織おりがしたこと。それらを楪ゆずり葉はは知らない体ていでいなければならないのを思い出す。

　伊い織おりが一体どんな返事をしたのか、楪ゆずり葉はは知らない。

　萌もえ黄ぎへの告白の返事をして、その後すぐにここにやって来たことになるが、どういうことなのだろうか。

「あの、それで、どうしたんですか？　何か急用ですか？」

　二人は、今日、文化祭でほぼ一日中一いつ緒しよに過ごし、学校で別れてからもそれほど経たっていない。

　わざわざ家にやって来てまで、一体何の用なのだろうか。

　楪ゆずり葉はが訊きくと、伊い織おりはジッと瞳ひとみを覗のぞいてくる。




「──君にどうしても伝えたいことがあって来たんだ」




「っ!?」

　その言葉に、楪ゆずり葉はの心しん臓ぞうがドキドキする。

　──まさか。

　萌もえ黄ぎの告白はどうなったのだ……？

　それにさっきの天あま宮みやの意味深な言葉は……？

　正直、何となく楪ゆずり葉はは察していた。これから伊い織おりがしようとしていることを。何を話そうとしているのかを。

　──まさか。

　──そんな、まさか。

「……楪ゆずり葉は。言ってもいいか？」

「え!?　あ、は、はい！　どうぞ！」

　楪ゆずり葉はは背筋をピンと伸のばす。

　伊い織おりの表情は真しん剣けんそのものだ。

　スーッと息を吸すい込こんでから、伊い織おりは話し出す。




「僕ぼくは君が──」




　ドキドキがヤバイ。

　楪ゆずり葉はの鼓こ動どうがピークに達する。




「──杜もり若わか王おう子じ郎ろうで本当に良かったと思っている」




「……はい？」

　楪ゆずり葉ははポカンとする。

　想定と全まつたく違ちがう言葉が飛び出してきたからだ。

　部屋の外からは、誰かが盛せい大だいにズッコケるような音が聞こえてきた。

「僕ぼくはずっと杜もり若わか王おう子じ郎ろうの幻げん影えいを追っていた。漫まん画が家かとして最もつとも尊敬する存在。杜もり若わか王おう子じ郎ろうという僕ぼくにとっての『マンガの神様』をずっと目指していた」

　伊い織おりは、楪ゆずり葉はが呆あつ気けに取とられているのにも構わず、続ける。

「しかし、神様なんかじゃなかった。天の上の存在ではなく、僕ぼくと同じ普ふ通つうの人間で、それも僕ぼくと同じ高校生だった」

「…………」

「夜よ桜ざくらと戦い、君はスランプになったこともある。その時、実感出来た。杜もり若わか王おう子じ郎ろうも、僕ぼくや多くの漫まん画が家かと同じように、悩なやんで苦しんで、面おも白しろいものを生み出しているのだと」

「…………」

「だからこそ、以前よりも尊敬している」

「……父もそうでしたよ。面おも白しろいマンガを描かくために、血ち反へ吐どを吐はく勢いでした」

　楪ゆずり葉はは静かに語る。

「どんな漫まん画が家かだってそうです。勝手にアイディアが頭に降りてくるわけでもない。ペンが勝手に動いてくれるわけでもない。いつもいつも面おも白しろいものが描かけるとは限らない」

「だからこそ足あ搔がくんだな」

「はい」

「その辛つらさの先にあるものを知っているから」

「はい」

　伊い織おりはニヤリと笑い、こう告げる。

「僕ぼくは君を倒たおす。杜もり若わか王おう子じ郎ろうを──僕ぼくにとっての『マンガの神様』を越こえる。今日は改めて、その宣言に来たんだ」

　楪ゆずり葉はは、想像と違ちがう話をされて最初は拍ひよう子し抜ぬけしていたが、嬉うれしく思っていた。




　どうやらこの少年は、何かを摑つかんだようだ。
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　そこは築30年を越こえるノスタルジックな雰ふん囲い気きの喫きつ茶さ店てんだった。カウンター席の向こうで、初老のマスターが皿を拭ふいている。

「──やあ。いらっしゃい」

　玄げん関かんの扉とびらが開くと、来店者を知らせる鈴すずの音が鳴った。

　現れた客は長身の男。黒いサングラスに黒のスーツ。見た目からすればカタギではなさそうだが、真っ当な職しよくに就ついている。

　名前は勅て使し河原がわら。

　有名マンガ雑誌『週刊少年ライン』の編集長である。

　彼かれはぐるりと店内を見回と、自分を呼び出した相手が椅い子すに座すわっているのをすぐに見つけた。

「あら？　ちゃんと来てくれたのね」

　その女性は、勅て使し河原がわらが歩み寄って来るのに気づくと、ティーカップを片手に微ほほ笑えみかけた。

　一度見たら忘れられない、あまりに個性的な格好の女性だ。マンガからそのまま飛び出してきたような、西洋ドレスにド派手な金きん髪ぱつ縦ロール。

「お久しぶりです。糸いと屑くずほたる先生」

　勅て使し河原がわらが頭を下げる相手は、ベテラン少女漫まん画が家か・糸いと屑くずほたるである。

　かつて左そ右う田だ伊い織おりは高こう良ら翔しよう太た郎ろうと戦った時、恋れん愛あいマンガの研けん鑽さんのために彼かの女じよのアシスタントに従事していたこともある。その独創的な創作方法は、伊い織おりや多くのアシスタントたちを困こん惑わくさせてきた。

「ふふっ。そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな話し方やめなさいよ、テッシー。昔みたいに呼び捨てでいいわよ。ほうら。いつまでもそんなとこに突つっ立たってないで座すわりなさいな」

「…………ああ」

　勅て使し河原がわらは、ほたるの座すわる四人掛がけのテーブルに着席した。

　それから間もなく、まだ何も告げていないのに、マスターはブラックのコーヒーが注がれたカップを勅て使し河原がわらの前に置いた。勅て使し河原がわらはマスターに軽く頭を下げてから、その『いつものやつ』に口を付ける。

「懐なつかしいわね。よくこの席であなたとマンガのことを語り合ったものだわ」

「……そうだったな」

「あの頃ころは、私はデビューしたての新人。テッシーも駆かけ出だしの編集者で、私や他の漫まん画が家かともマンガの持論をぶつけ合っていたわよね」

　この喫きつ茶さ店てんは、ほたるをはじめ、今をときめく売れっ子漫まん画が家かの多くが駆かけ出だし時代に通っていた由ゆい緒しよある店だ。だが、今の若い新人たちには知られていない。ネットで検けん索さくしてもヒットしない、忘れられた聖地。

　勅て使し河原がわらとほたるがここに訪おとずれるのも随ずい分ぶん久しぶりだ。

「私はその時いなかったけど、テッシーったら熱くなり過ぎて、殴なぐり合あいまでしたことがあったじゃない。『あの人』のマンガをバカにされたからって怒おこって、店の中をめちゃくちゃにしちゃったのよね」

　マスターが聞きながら、カウンターの向こうで苦笑いを浮うかべている。

「若気の至りというやつだよ。もう二十年も前のことだ。今では私も君もすっかり歳とし──」

　勅て使し河原がわらは咄とつ嗟さに口をつぐむ。

「……わざわざ呼んだのは、こんな昔話をするためだったのか」

　それから誤ご魔ま化かすように口早に言った。

　ほたるの前で年ねん齢れいの話はタブーなことを思い出したのだ。危あやうく半殺しの目に遭あうところだったが、幸い逆げき鱗りんに触ふれずに済んだようた。ほたるは微ほほ笑えんだまま回答する。

「まあ、それもあるけど、『未来』の話をしようとも思ってね」

「未来だと？」

「ええ、そうよ。これからのマンガ界を担になう子たちの話。──どうなの、伊い織おりは？」

　ほたるの問とい掛かけに対して、勅て使し河原がわらは黙だまってコーヒーに口を付ける。

「翔しよう太た郎ろうから聞いたわよ。あの子の連れん載さい、まだ許してないのよね。しかも、編集部で派手にどなり散らしたそうじゃない」

　勅て使し河原がわらは答えない。

「うふふ。恋れん愛あいマンガ勝負の時、わざわざ私のところに送おくり込こんだくらいだから、あの子に相当入いれ込こんでいるのよね」

　ほたるは机に肘ひじを付き、挑ちよう発はつするような表情で覗のぞき込こむ。

「簡かん単たんには潰つぶしたくないのよね？　伊い織おりのことを」

　勅て使し河原がわらは、長年編集者として多くの漫まん画が家かたちを見守ってきた。

　その中には、連れん載さいのプレッシャーに耐たえられず潰つぶれていった漫まん画が家かも多くいた。

「だから、伊い織おりの連れん載さいに慎しん重ちようになっているのよね。伊い織おりに期待しているからこそ、あの子に強い期待を持っているからこそ、強い言葉で突つき放はなす。……違ちがったかしら？」

　やはり勅て使し河原がわらは答えようとしない。

「似てるものね。『あの人』と。伊い織おりが『あの人』と似ているから、ついつい熱くなっちゃう」

「…………」

「伊い織おりは私に言っていたわ。日本一の漫まん画が家かになるんだって。……『あの人』と重なって、思わず笑っちゃったわよ。『あの人』もいつも言っていたものね。絶対に日本一の漫まん画が家かになるんだって」

「……ああ。そして本当に日本一の漫まん画が家かに──『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』になった」

　ようやく勅て使し河原がわらは口を開く。

「最初は受うけ継ついだだけの肩かた書がきだった。だが『あいつ』は、いつしか名実ともに最高の漫まん画が家かとなっていた」

　──先代杜もり若わか王おう子じ郎ろう。

　初代王おう子じ郎ろうを継ついだ男にして現王おう子じ郎ろう──楪ゆずり葉はの父。

「やつは間ま違ちがいなく天才だった」

「そうね。あの人の描かくマンガは、この私でさえ夢中にさせたんだから」

「マンガへの思いも誰だれにも負けなかった」

「ええ。素す敵てきな人だったわ。……私が恋こいした最初で最後の人……」

　ほたるは切なげに言った。

「あの人によって『現実』の恋こいを知った私は、『妄もう想そう』で恋れん愛あいマンガを描かけなくなってしまった。だから私はあの人との接せつ触しよくを断たつために、遠くへ移り住んだこともあった」

　一時、ほたるは大おお阪さかに住んでいた。そこで高こう良ら翔しよう太た郎ろうと出会い、マンガの手ほどきをしたこともあった。

　ほたるはその頃ころのことを思い出しながら語る。

「だけど、私はこうしてここに戻もどって来きた。──だってもうあの人はいないんだからね」

　４年前、楪ゆずり葉はの父は事故死した。

　その死を知る者は僅わずか。

『彼かれ』が杜もり若わか王おう子じ郎ろうだと知る者もごく僅わずか。

「…………」

　勅て使し河原がわらはコーヒーをグイッと飲み干す。

「…………非常に残念だったよ。いち編集者としても、友人としても…………」

　王おう子じ郎ろうのマンガを待つファンたちのために。

　娘むすめの楪ゆずり葉はのために。

『彼かれ』は杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして、命尽つきるその日まで、多くの作品を世に生み出してきた。

「その代わり、あいつの作品や意思は、今も遺のこり続つづけている。娘むすめの楪ゆずり葉はが、あいつの遺志をしっかりと受うけ継ついでいるよ」

「……ええ。そうね」

　楪ゆずり葉はは、父と祖父の名前を継つぎ、漫まん画が家かとして立派に活かつ躍やくしている。

　時には苦しいこともあったし、逃にげ出だしたくなることもあっただろう。

　しかしそれでも、彼かの女じよはマンガを描かき続つづけている。

　楪ゆずり葉はだけではない。

　多くの若き漫まん画が家かたちが夢のために、読者のために、マンガを描かき続つづけている。

「確かに左そ右う田だ先生から、あいつの影かげを見ることもある。特別な思い入れがないと言えば噓うそになるだろう。しかし、贔屓ひいきをするつもりはない。その資格を持たない限りは、連れん載さいをさせる気がないというだけのことだ」

　厳きびしい口調で言う勅て使し河原がわらを見ながら、ほたるはため息をつく。

「ふーん……。それじゃあまだ、伊い織おりに資格はないっていうの？」

「ああ。──以前までは、な」

　今日初めて、勅て使し河原がわらは僅わずかにだが笑えみを浮うかべる。

　それを見たほたるもまた微ほほ笑えむ。

「なるほどね……。ふふっ。それは楽しみだわ。伊い織おりが描かく新しい世界。一体どんなものなのかしら」

　ほたるは遠い目をする。

「これからはもう、あの子たちの時代なのかもね」

「そうだな。君も彼かれらを導く立場となった。老兵はいずれ舞ぶ台たいから立ち去らなければならないものだ」

「………………老、なんですって？」

「!?」

　ほたるから鋭するどい殺気が放たれている。

　勅て使し河原がわらは慌あわてて咳せき払ばらいするのだった。
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　勅て使し河原がわらから通達された連れん載さい原げん稿こう提出の期限は、残り１週間まで迫せまっていた。

　自宅の作業机に向かい、伊い織おりは以前提出した【ゴールド・タイム・キーパー】のことを思おもい浮うかべていた。

　勅て使し河原がわらにこき下ろされた作品。

　伊い織おりはもう一度、その見直しをした。

　一体、何が足りなかったのか。

　一体、何が勅て使し河原がわらの気に障さわったのか。

　文化祭における漫まん研けんでの活動。

　萌もえ黄ぎの父とのぶつかり合い。

　ライバルである高こう良ら翔しよう太た郎ろうや、東雲しののめ夜よ桜ざくらの漫まん画が家かの気持ち。

　そして楪ゆずり葉はの──杜もり若わか王おう子じ郎ろうの気持ち。

　それらを通して、伊い織おりはある『答え』を導き出していた。

　そうして、自分なりに見つけた『答え』を使って描かき上げた、新たなる原げん稿こう。

　目の前の机の上には、それが置かれている。

　これこそが、伊い織おりが連れん載さいに挑いどむべく描かいた『最後のマンガ』だ。

「おーい、日ひ芽め」

　伊い織おりは妹を部屋の前で呼び出す。

　描かき上げた原げん稿こうは、常に妹の日ひ芽めに一番に見せている。分かりやすいリアクションをしてくれるので、マンガの完成度や面おも白しろさのバロメーターになるからだ。

「なーに!?　お兄ちゃん！」

　日ひ芽めは部屋からぴょこっと顔を覗のぞかせてきた。

　文化祭以来、少し気まずかったが、前の元気な日ひ芽めにすっかり戻もどっているようだ。ドアの隙すき間まから無む邪じや気きな笑え顔がおをこちらに向けている。

　文化祭での出来事だ。日ひ芽めは伊い織おりが高こう良ら翔しよう太た郎ろうと一いつ緒しよにいたことについて、理由はよく分からないが突とつ然ぜんキレてきたのだ。

　おまけに、翔しよう太た郎ろうと付き合っているのか、好きなのかしつこく追つい及きゆうしてきた。

　可愛かわいいと思ってはいるが付き合っていることはきっぱり否定したのだが、日ひ芽めは泣きながらその場を走り去って行った。

　あの行動は結局何だったのだろうか。

　兄が見た目はほぼ男子とはいえ、女の子と一いつ緒しよにいたのが気に入らなかったのだろうか。そんなことで怒おこるほどブラコンだとは思っていなかったのだが……。

　まだまだ子どもだと思ってはいるが、日ひ芽めももうなんだかんだで年とし頃ごろの中学生だ。あるいは思春期特有の苛いら立だちのようなものがあったのかもしれない。

　あの件についてはあまり詮せん索さくしないでやることにした。

　時には優やさしく見守るのも、兄の務めだ。

「わたしに何か用？　あ！　もしかしてお兄ちゃん、新しいマンガを描かいたとか!?」

「ん？　あ、ああ、その通りだよ、日ひ芽め。さっき出来上がったばかりの読んで欲しい原げん稿こうがあるんだ」

「ホント!?　見たい、見たい！」

　日ひ芽めは期待に目を耀かがやかせている。

「よし。ならいつも通り、お兄ちゃんの部屋に来てくれるか？」

「うん、分かった！　じゃあ行くから、部屋さき行っててよ！」

　そう言うと、日ひ芽めは部屋のドアをバタンと閉める。

　いつもなら部屋に入れてくれるのに、妙みようにガードが固い。部屋に入れまいと必死のようでもあった。

　やはり思春期というやつなのだろうか。

　伊い織おりが妹の変化に不安を覚えている間に、すぐに日ひ芽めは伊い織おりの部屋にやって来た。

「さあ、読んでくれ」

「うん！　分かった！」

　伊い織おりはこれが最後のチャンスだと思っている。

　これ以上勅て使し河原がわらの期待を裏切れば、二度と連れん載さいのチャンスは巡めぐって来こないと覚かく悟ごを決めているからだ。

　伊い織おりは、日ひ芽めに『最後のマンガ』の原げん稿こうを手て渡わたした。

　連れん載さいに挑いどむための『最後のマンガ』だ。

　漫まん研けんの【フォレスト】を読ませた時も大声で発はつ狂きようしていたし、前回の【ゴールド・タイム・キーパー】を見せた時も面おも白しろすぎて身体からだ中を痙けい攣れんさせていた。

　最低あれくらいの反応がなければ、この原げん稿こうでは勝てないだろう。

　──いや、絶対に大だい丈じよう夫ぶだ。

　描かいていた時の昂たかぶる気持ちを思い出しながら、伊い織おりは日ひ芽めが読み終わるのを見守る。

　果たしてどうか……。

　ベッドに腰こし掛かけ、日ひ芽めは静かに真新しい原げん稿こうをめくっていく。

「………………」

　しかし。

「………………」

　どうしたのだろう。

「………………」

　日ひ芽めは全まつたくリアクションを見せてこない。

　いつもの激はげしいリアクションはどうしたのだ。

　いつもならそろそろ「うきゃあああああぁぁぁ！」とか「あへぇぇぇぇぇぇーーーー！」とか絶ぜつ叫きようしてくるというのに。

　ひょっとして日ひ芽めは、もうそういう子どもっぽい大げさな反応は卒業してしまったのか。とうとう恥はじらいを感じて、自らを律して抑おさえているのではないか。

　つまり、大人へと近づいているということだ。兄としてはちょっと複雑だし寂さびしい気もした。それに、ウザいと思いつつも、結構あのリアクションに救われているところはあった。自分のマンガへの自信を高めてくれるからだ。

　だが、それにしたって、極きよく端たんすぎる。いくらなんでも今日の日ひ芽めはあまりに静かすぎる。

　いや、まさか、まさかだ。

　──面おも白しろくなかったとでもいうのか……？

　そんなバカな！

　間ま違ちがいない手ごたえを感じた原げん稿こうだぞ！

　しかし、こうして全てのページを読み終わっても、日ひ芽めは何も言わないのだ。

　激はげしいリアクションどころか、ベッドに腰こし掛かけ、頭を下げた体勢からピクリとも動こうとしない。

「……お、おい。どうなんだよ、日ひ芽め？」

　面おも白しろくないはずがないのだ。

　ようやく摑つかんだ『答え』をこの原げん稿こうに込こめたんだぞ。

　──『答え』が間ま違ちがっていたのか……？

　いや、そうだとしても奇き妙みようだ。

　面おも白しろくないならないで、この妹ははっきりとその意思を示す。

　かつてスランプに陥おちいった時も、面おも白しろくない原げん稿こうにはそれに相応ふさわしいリアクションをしていた。その時は、激はげしい口調で容よう赦しやなく伊い織おりのマンガを貶けなしてきた。

　それすらないのは、あまりに奇き妙みようだ。

「おい！　どうしたんだよ!?　面おも白しろいのか、面おも白しろくないのか、はっきり言ってくれよ！」

　じれったいとばかりに日ひ芽めの肩かたを揺ゆすってみる。

　すると日ひ芽めは、原げん稿こうを手からぽろりと落としてしまった。

「おい、なにやってんだよ!?」

　慌あわてて伊い織おりは、床ゆかに落ちた原げん稿こうを拾い集めた。

　原げん稿こうには特に傷や折れ目などはなかった。大事な作品が無事だったことに、ひとまず伊い織おりはホッとする。

「全まつたく！　原げん稿こうが汚れたりしたらどうするつもりだよ！　いつも言ってるだろ!?　お兄ちゃんの原げん稿こうは丁てい重ちように扱あつかえって！」

　慎しん重ちように原げん稿こうを封ふう筒とうに入れ直しながら、伊い織おりは日ひ芽めを叱しかりつける。

　それでもまだ反応がなかった。

　日ひ芽めはベッドに座すわって俯うつむいたままなのだ。

「……ど、どうしたんだよ、日ひ芽め？」

　さすがに妹の身が心配になって来た。

　たとえ子どもっぽいバカなリアクションを抑おさえようとしているのだとしても、多少なり何らかの感想を口に出すはずだ。

　急に気分でも悪くなったのだろうか。読み終わってから、日ひ芽めは一言も何も話さないのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶか、日ひ芽め？」

　伊い織おりはゆっくりと日ひ芽めの顔を覗のぞき込こんでみた。

「日ひ芽め……？」

　日ひ芽めは目を見開き一点を見つめたまま、未いまだ固まったままだ。

「お、おい……？」

　呼よび掛かけても反応がない。

　もう一度、その小さな肩かたを揺ゆすってみる。

「……ッ!?」

　日ひ芽めはバタリと倒たおれ込こんで、勢いそのままにベッドから地面へと落ちる。

　咄とつ嗟さに伊い織おりが抱だき止めて、地面に衝しよう突とつすることはなかった。

「どうしたんだ、日ひ芽め!?」

　日ひ芽めは目を閉じている。身体からだに力は一いつ切さいない。




「こ、こいつ……！」




　──伊い織おりはようやく気づいた。




「……死んでいる……！」




　なんと日ひ芽めには脈がなかったのだ！

　そう、伊い織おりのマンガが面おも白しろすぎて、日ひ芽めは息絶えてしまったのである！

「おいおいおいおいおいおいッ！　待て待て待て待て待て待てッ！　そ、そんなに面おも白しろかったのかよッ!?」

　感受性豊かなこの妹のことだし、こうなってもおかしくはないだろう。以前も失神までは行ったことがあるが……。

「いくらなんでもそれはやり過ぎだぞ、日ひ芽め！　いくらお兄ちゃんのマンガが面おも白しろくても、それはやり過ぎだってッ！」

　未いまだかつてない、これ以上ない、最高のリアクション芸である。

　それほど自分のマンガが面おも白しろいと評価してくれたのは嬉うれしいが──。




「戻もどって来こい、日ひ芽め！　日ひ芽めぇーーーーーーーーーーーーー」
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　高校生漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりにとって、今日は運命の日だった。

　脇わきに抱かかえるのは厚みのある封ふう筒とう。

　中には彼かれが描かいたマンガの原げん稿こうが入っている。

　あの後、人工呼吸、心しん臓ぞうマッサージを経て、何とか日ひ芽めは蘇よみがえった。念のために精密検査を受けたが問題なかった。意い識しきを取とり戻もどした日ひ芽めは、天国に達したと語っていた。

　ともかく、日ひ芽めのお蔭かげで分かったことがある。

　このマンガは──間ま違ちがいなく面おも白しろい。

　これを今から『週刊少年ライン』編集長の勅て使し河原がわらに見せるのだ。

　今日が勅て使し河原がわらから与あたえられた期限の日。

　アポは取ってある。勅て使し河原がわらは編集部で伊い織おりのことを待っている。




　編集部に訪おとずれた伊い織おりの表情は、決意に溢あふれたものだった。

「伊い織おりちゃん……」

　これから編集長に原げん稿こうを見せに行くと話す伊い織おりに対して、担当の美み野の里り川かわは心配げな視線を送ってくる。あの日、勅て使し河原がわらに伊い織おりが怒ど鳴なられる場面を目もく撃げきしたからだろう。

「ねえ、伊い織おりちゃん。やっぱりその原げん稿こう、アタシが渡わたしてこようか？」

　あの強面こわもてにキレられてトラウマになっているに違ちがいない。そう思って美み野の里り川かわは伊い織おりのことを守ろうとしているのだ。付き合いもそろそろ２年になるし、保ほ護ご者しやのような感情も抱いだいているのだろう。

「いえ、直接僕ぼくがお渡わたししますよ。お気き遣づかいありがとうございます、美み野の里り川かわさん」

　自らの手でこの原げん稿こうを渡わたしたい。

　それはある種の拘こだわりだった。

　もしもこれがダメなら、今回の連れん載さいの話は完全になしとなる。

　この先、チャンスが巡めぐって来るかも分からない。『週刊少年ライン』の漫まん画が家かは何人もいる。そして、連れん載さいを目指す者たちは後を絶たない。

　だから『最後の挑ちよう戦せん』という気持ちで描かいた、渾こん身しんの作品である。

　それをこの手で直接渡わたしたい。

「分かったわ、伊い織おりちゃん」

　心配はしているが、美み野の里り川かわもまた信じている。

　担当編集として。そして、一人の読者としても。

「──頑がん張ばりなさい」

　左そ右う田だ伊い織おりという漫まん画が家かのポテンシャルとメンタルを、心から信じている。




　会かい議ぎ室しつの前まで行くと、少女が立っていた。

　ベレー帽ぼうを被かぶる少女だ。

「──それが勝負の原げん稿こうですね？」

　杜もり若わか楪ゆずり葉はは、伊い織おりに尋たずねた。

　今日は、完全に漫まん画が家か・杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして、伊い織おりの前に現れた。

　彼かの女じよは、編集部内でも杜もり若わか王おう子じ郎ろうであることを隠かくしている。唯ゆい一いつ知るのは、父親と親交のあった勅て使し河原がわら編集長ただ一人。打ち合わせのために編集部に訪おとずれる時は、勅て使し河原がわらの娘むすめということにしている。

　ただ、今日は、伊い織おりを見守るためにやって来ていた。

　自分に挑ちよう戦せんする漫まん画が家かが、どんな答えを持ってきたのか見届けるために。

　楪ゆずり葉はのすぐ横に見える扉とびらの向こうでは、勅て使し河原がわらが待ち受けている。

「伊い織おりくん。これだけは言わせて下さい」

　楪ゆずり葉はは扉とびらをチラリと見てから言う。

「……編集長さんは、あなたに期待しているからこそ、今まで連れん載さいを遠ざけてきたのだと思いますよ」

　伊い織おりは僅わずかに反応する。

「あの人は多くの漫まん画が家かが散っていくのを見て来ました。連れん載さいを急ぎ過ぎ、挫ざ折せつした人たちを。編集長さんは、あなたに期待しているからこそ、大事に育てたいと思っているのです。本気で怒おこったのも、愛情の裏返し。だから──」

「そんなことくらい分かってるよ」

　伊い織おりは楪ゆずり葉はの言葉を遮さえぎって、笑いながら言った。

「──僕ぼくは天才漫まん画が家かだからね」

　それだけ言って、伊い織おりは目の前のドアをくぐって行った。

「…………伊い織おりくん」

　楪ゆずり葉ははその背中に、亡なき父の面おも影かげを見ていた。




　伊い織おりは約束の場所である会かい議ぎ室しつに入った。

　中はガランとしていた。

　最さい奥おうに一つの机。

　そこに向かい合わせで置かれる一脚きやくの椅い子す。

「──左そ右う田だ先生、待っていたよ」

　勅て使し河原がわらは机に座すわり、ドシンと待ち構えていた。

「どうぞ、掛かけたまえ」

　促うながされるまま、伊い織おりは椅い子すに腰こし掛かけた。

　向かい合って座すわる両者。完全に面接の形だ。

「分かっているとは思うが、今日が約束の期限だ」

　伊い織おりは無言で頷うなずく。

「もしもまた私の期待を裏切るようなら、容よう赦しやなく切り捨てるぞ」

　その威い圧あつ的てきな発言に対して、伊い織おりは動じることなく立ち上がり、脇わきに抱かかえる封ふう筒とうを勅て使し河原がわらの座すわる机に突つき出だすように置いた。

「これが僕ぼくの連れん載さい作品です。読んで下さい」

　勅て使し河原がわらは何も言わず封ふう筒とうを開き、中身を取り出す。

　束になった原げん稿こうを改めて机の上に置き、マジマジと眺ながめる。

「むむぅ……？」

　最初の１枚を手に取り、そこに描かかれた扉とびら絵えを見て、勅て使し河原がわらは唸うなる。

　そこには、タイトル名が鉛えん筆ぴつでデカデカと書かき込こまれていたのだが、それを見て驚おどろきを覚えたのだ。

「左そ右う田だ先生……？　これはどういうことかな……？」

　そこに書かれたタイトルは──。




【ゴールド・タイム・キーパー】




　前回、勅て使し河原がわらに否定されたものと、全まつたく同じタイトルだったのだ。

　絵の構図が変わってはいるものの、扉とびら絵えに描かかれた主人公のデザインも、前に提出したものと全まつたく一いつ緒しよである。

「ほう……。私にあれだけ激げき怒どされたというのに、同じタイトルを用意したのかね？　なかなかの度胸だ」

「ええ。これが僕ぼくの選んだ『マンガ』ですからね」

　伊い織おりは真顔で言った。

「ふむ……。自信はたっぷりといったところか。まあ、ガワは同じでも中身を大きく変えていれば問題ないだろう。どれ……」

　勅て使し河原がわらは、伊い織おりのマンガを読み始める。

　伊い織おりは特に緊きん張ちようした様子も見せず、ジッとそれを見つめている。そうやってただ、目の前の『読者』が自分の『マンガ』を読み終えるのを眺ながめ続つづけた。

　勅て使し河原がわらは、ページをめくっていく。

　伊い織おりは、それを見届ける。

「……ふうむ」

　全てのページに目を通した勅て使し河原がわらは、サングラス越ごしに伊い織おりを睨にらみ付つけている。

　伊い織おりは視線を逸そらさず、黙だまって勅て使し河原がわらを見み据すえた。

　二人は暫しばらく視線を交えたまま対たい峙じする。

「……左そ右う田だ先生。どうやってこの原げん稿こうに行き着いたのか、教えてもらってもいいかな？」

　やがて勅て使し河原がわらは、原げん稿こうを束ねながら、無感情な低い声で尋たずねた。

　合否を告げる前に、この新生【ゴールド・タイム・キーパー】がどのように生み出されたかの経けい緯いを尋たずねているようだ。

　伊い織おりは頷うなずき、静かに語り始める。

「──前回の原げん稿こうの問題。何か挙げろと言われれば、突とつ出しゆつした個性のようなものがなかったことでしょう」

　確かに前回の【ゴールド・タイム・キーパー】も面おも白しろかった。

　様々な仕し掛かけが施ほどこされていた。

　楪ゆずり葉はや夜よ桜ざくら、日ひ芽めや美み野の里り川かわ、見せた者たちに悉ことごとく面おも白しろいと評価を貰もらえた。

　それはそうだ。

『読者全員』に面おも白しろいと思われるように描かいたのだから。

　そのために、誰だれしもが面おも白しろいと思えるような箇か所しよをいくつも描かけた。

　だが、だからこそ、一点突とつ破ぱではなかった。

　あるいは挑ちよう戦せん的てきではなかった。

「……何な故ぜそうなったと思うかね？」

　勅て使し河原がわらは、やはり睨にらみをきかせながら問う。

　それに対して伊い織おりは怯ひるまず、堂々と答えた。

「僕ぼくは読者のためにマンガを描かいていました。読者を喜ばすために面おも白しろいマンガを描かこうとしていました。──しかし、その『読者』が本当は見えていませんでした」

「……ほう」

「以前提出した【ゴールド・タイム・キーパー】に足りなかったこと。それは『読者に対するリアリティ』だったんです」

　伊い織おりは読者のためにマンガを描かくという思いが先行する余り、全ての読者にウケそうな平均的な内容のものを描かいてしまっていた。

　伊い織おりは思い出す。文化祭の日のことを。

　文化祭で読者に直接触ふれ合あったことで、誰だれしもが千せん差さ万ばん別べつの感性を持っていることを痛感し、平均的な内容で描かいてもダメだと伊い織おりは理解出来たのだ。

　誰だれしもをガッカリさせないためには、誰だれしもに好かれるものを描かけばいい。伊い織おりはそう思っていた。

　しかし、全ての人間を納なつ得とくさせることなど不可能だ。

　全ての人間に寄ることは出来ない。

　だったら、全ての人間を自分へと引き寄せればいい。

　伊い織おりは、上うわっ面つらで媚こびた内容を描かくのではなく、ともかく自分が本気で面おも白しろいと思ったもので読者を楽しませようと考えたのだ。

　読者に寄って行くのではない。読者をこちらに引き寄せる、そんな気持ちで描かいたのが、新生【ゴールド・タイム・キーパー】であった。

　萌もえ黄ぎの父親・霧生きりゆう創はじめ。

　彼かれのようなマンガ自体を嫌けん悪おしていた人間すらも引き寄せるような。

　心から『作者』が面おも白しろいと思うことを『読者』に届ける。

　それが伊い織おりの見つけた『答え』──『左そ右う田だ伊い織おりの連れん載さいマンガの描かき方かた』だった。

「そしてこれは最も早はや、感情論ですが──」

　かつての楪ゆずり葉はの言葉を思い出しながら、伊い織おりは語る。

「こいつをまるで恋こい人びとのように、あるいは家族のように思えていたかどうかです」

　もう一つ欠けていたのは、連れん載さい作品と共に何年、あるいは何十年も歩んで行く覚かく悟ごだった。連れん載さい中は昼夜、その作品のことを考えることになるし、いわばもう一つの人生を抱かかえなければならない。

　楪ゆずり葉はの父や、楪ゆずり葉は、翔しよう太た郎ろうや夜よ桜ざくら。多くの漫まん画が家かたちの自分のマンガと共に歩んでいく覚かく悟ごを、伊い織おりは知った。

　今回、伊い織おりもそれに見合う内容を描かききることが出来たのである。

　この【ゴールド・タイム・キーパー】こそが、自分の分身であり、子どもである──。

　だからこそ伊い織おりは、同じタイトルを持ってもう一度ここに戻もどって来きた。

「……つまり、君はこいつと昼夜問わず、歩んでいく覚かく悟ごを持っているということだね？」

　机の上の原げん稿こうを指差しながら、勅て使し河原がわらは威い圧あつ的てきに尋たずねる。

「はい」

　そう返答する伊い織おりの表情は、揺ゆるぎない信念を秘めていた。

　勅て使し河原がわらは、そんな伊い織おりの顔を暫しばらく眺ながめる。

「フフフ……」

　やがて、勅て使し河原がわらは笑い声を漏もらし始はじめた。

　そして。




「ハーーーーハハハハハハハハハハハッッッ！」




　伊い織おりの『答え』を聞き終えた勅て使し河原がわらが最初に取った行動は、大笑いすることだった。

　普ふ段だん、冷れい静せい沈ちん着ちやくな勅て使し河原がわらが見せないような、感情の爆ばく発はつである。

　前回は、怒いかりの爆ばく発はつだった。

　だが今回は、嬉うれしさの爆ばく発はつだった。

　それを見ても、伊い織おりは驚おどろかなかったし、表情一つ変えなかった。

　想定内の出来事だったからだ。

　しばらくしてから勅て使し河原がわらは、咳せき払ばらいを挟はさんで笑いを抑おさえ込こんだ。

「ふぅ～～～…………」

　そして語る。

「では、結論を言おう」

　静かに語る。




「──合格だ」




　やはり伊い織おりは、表情一つ変えなかった。

　この勝利を確信していたからだ。

「……実を言えばね、左そ右う田だ先生。さっきこのタイトルを見た時点で、私は君に『合格』と言うつもりだった」

　勅て使し河原がわらのその言葉に、伊い織おりは初めて表情を崩くずす。今のについては想定外だったからだ。

「この私に怒ど鳴なられても、へこたれず、もう一度同じマンガをぶつけるほどの覚かく悟ご。それがあるならきっと『週刊少年ライン』の連れん載さいを乗のり越こえられるとね」

　楪ゆずり葉はの言っていた通り、勅て使し河原がわらは伊い織おりの成長を待ってから、連れん載さいをさせようとしていたのだ。

　連れん載さいの途と中ちゆうで心が折れないくらいにまで成長するのを。

　勅て使し河原がわらは椅い子すから立ち上がった。

　それから伊い織おりに向けて、力強く右手を突つき出だす。

「君にはその資格がある。ようこそ『週刊少年ライン』へ。左そ右う田だ伊い織おり先生」

　差さし伸のべられたその手は、歓かん迎げいを意味するものだった。

　勅て使し河原がわらは、正式に『週刊少年ライン』での連れん載さいを漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりに依い頼らいしたのだ。

「……………」

　勅て使し河原がわらの瞳ひとみに映る少年は、かつての友の姿と重なっていた。




　会かい議ぎ室しつの外でそれを聞いた楪ゆずり葉はは、微ほほ笑えんでいた。
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　季節は廻めぐり、冬。




　制服にマフラーを巻いて、伊い織おりは白い息を吐はきながら学校に向かって歩いて行く。

「おっはよう左そ右う田だくん！　今日も寒いね！」

　登校途と中ちゆう、学校の正門で出くわした萌もえ黄ぎが挨あい拶さつをしてきた。

　どれだけ寒くても暖かさを与あたえてくれる、そんなカラッとした笑え顔がおだ。

　二人が恋こい人びと同士になることはなかったが、同じ部活で同じクラスの仲の良いい友人の関係は続いている。

　アメリカへ戻もどることを高校卒業まで延長された彼かの女じよは、今日も漫まん研けんで皆みなと楽しく過ごす。

　文化祭で販売した【フォレスト】の評判はとてつもなく、漫まん研けんの知名度は一気に上がった。春にはきっと新入部員も押おし寄よせてくるだろう。今から楽しみだ。

「左そ右う田だくん！　【ゴールド・タイム・キーパー】読んだよ！　すっごく面おも白しろかったよ！　単行本絶対買うからね！」

　萌もえ黄ぎの言葉に、伊い織おりは嬉うれしくなる。

　先日、いよいよ伊い織おりの『週刊少年ライン』での連れん載さいがスタートした。

　あれだけ待ち望んでいた連れん載さいだったが、いざ始まってみれば、感かん慨がい深ぶかい気持ちはそれほど湧わいてこなかった。まるで当たり前のように掲けい載さいされ、当たり前のように始まっていたのだ。

　ただ、こうして感想を言ってもらえると、実感が湧わいてくる。

　自分が漫まん画が家かとして、世間の人々に認めてもらえていることに。

「これからも頑がん張ばってね！　私、左そ右う田だくんのことずっと応おう援えんしてるから！」

「ありがとう、霧生きりゆうさん。僕ぼくは絶対に日本一の漫まん画が家かになってみせるよ」

　全ては彼かの女じよの一言から始まった。

　霧生きりゆう萌もえ黄ぎの言葉を受け、左そ右う田だ伊い織おりは漫まん画が家かになった。

　これまでも、これからも。

　きっとこの先も、今まで以上の困難が待ち受けているだろう──。

「きゃっ！」

　凍こおった地面に足を取られ、萌もえ黄ぎが転ぶ。

「危ない！」

　──ドンガラガッシャン。

　伊い織おりが咄とつ嗟さに庇かばい、萌もえ黄ぎが覆おおい被かぶさってきた。

「わわっ！　大だい丈じよう夫ぶ、左そ右う田だくん!?」

　頭を強打したものの、意い識しきははっきりしている。

　萌もえ黄ぎの豊満な胸が、顔面に押おし付つけられているからだ。

　こんなラッキースケベも、この先伊い織おりには待ち受けているのだろう──。
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　中庭でベンチに座すわる伊い織おり。

　部活の途と中ちゆうで抜ぬけ出だし、ベンチに座すわりジュースに口を付ける。

　そこに楪ゆずり葉はが近づいて来た。




「──おめでとうございます、伊い織おりくん」




　伊い織おりの隣となりに座すわり、楪ゆずり葉ははそう言った。

「ついにこの私を倒たおせましたね」

　続けて告げられた台詞せりふで、伊い織おりは楪ゆずり葉はの言葉の意味を理解する。

　第１話が掲けい載さいされた『ライン』。

　アンケートにおいて伊い織おりの作品は【スタプリ】の上を行ったのだ。

「【スタプリ】を越こえる。杜もり若わか王おう子じ郎ろうを越こえる。あなたは成なし遂とげたのですよ」

　自分の連れん載さい作品で杜もり若わか王おう子じ郎ろうの【スタプリ】を越こえる。

　それが伊い織おりの夢だった。

　楪ゆずり葉はの表情や声こわ色いろからして嬉うれしそうだった。

　伊い織おりが描かき上げた新生【ゴールド・タイム・キーパー】は面おも白しろかった。楪ゆずり葉は自身が敗れたことにも納なつ得とく出来るほどに。

　しかし、伊い織おりは楪ゆずり葉はの祝福に対して、首を横に振ふる。

「おいおい、何を言っているんだ。連れん載さいはまだ始まったばかりだぞ。第１話はファーストインパクトがあるからね。ここからが本番だよ。単行本の売り上げでも上を行かなければ、杜もり若わか王おう子じ郎ろうに勝ったとは言えない。まだ到とう底てい日本一の漫まん画が家かは名乗れないよ」

「むぅ……。向上心が本当に強い人ですね。素す直なおに喜べばいいのに」

　呆あきれながらも、伊い織おりの言うことはもっともだと思った。

　伊い織おりの連れん載さいは始まったばかりなのだ。

　振ふるわない単行本の売り上げ。人気低てい迷めい。打ち切りの危機。

　いくらでも試練は舞まい込こんで来くる。

　それでも、漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりは戦う。

　夢を追って戦う。

　楪ゆずり葉はもそうだ。

　全国の読者のために、戦い続ける。

　面おも白しろいマンガを描かき続つづける。




　これからも二人の漫まん画が家かの物語は続いていくのである──。
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　──左そ右う田だ伊い織おりの物語は、ここで一いつ端たんの区切りとなる。




　これまで描えがかれてきたのは、彼かれの人生の一部に過ぎない。

　きっとこの先にも様々なトラブルが彼かれを待っているのだろう。

『マンガの神様』はどこにでも存在するのだから。

　折角なので、少しだけその一部をお見せしよう。







　　　　　エピローグ







　ある日、楪ゆずり葉はは自宅で原げん稿こうを描かいていた。【スタプリ】のアニメの放送も始まり、原作の人気もうなぎ登り。人々の反はん響きようが耳に届けば、楪ゆずり葉はの筆も進む。

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうであることへのプレッシャーだが、今ではほとんど感じない。気持ちの中にあるのは、全力で面おも白しろいマンガを描かくことのみ。

「──天あま宮みやさん、少し散歩に出てきます」

　庭の手入れをするメイド服の天あま宮みやに声を掛かける。長時間原げん稿こうに向かっていた楪ゆずり葉はは、気分転てん換かんに少し出で掛かけようと思ったのだ。

「かしこまりました、お嬢じよう様さま。それでは──」

「一人で大だい丈じよう夫ぶですので」

　天あま宮みやは怪け訝げんな表情をする。

「いつも陰かげで見守ってくれてありがとうございます。天あま宮みやさん」

　そう言って楪ゆずり葉はが微ほほ笑えむのを見て、天あま宮みやもまた微ほほ笑えみ返かえした。

『マンガの神様』による脅きよう威い。それが楪ゆずり葉はには日常的に訪おとずれる。少し散歩に出ればトラブルに巻まき込こまれるのは当たり前。

　以前までの楪ゆずり葉はは、そのことを疎うとましく思うことの方が多かった。大切な人を奪うばった憎にくき存在だと思っていた。

　でも、今はちょっと違ちがう。

　これは大事な一いち期ご一いち会えをもたらしてくれる。

　だから『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』と同じで、大切な自分の一部だと思える。

　そんな風に笑え顔がおを浮うかべる楪ゆずり葉はを、天あま宮みやは安心して送り出した。

「いってらっしゃいませ、お嬢じよう様さま」

　河原の方に向けて、楪ゆずり葉はは歩き始める。
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　ある日、伊い織おりは自宅で原げん稿こうを描かいていた。

『週刊少年ライン』での連れん載さいも軌き道どうに乗っていて順調そのものである。

「おーい、日ひ芽め」

　それでも相変わらず、妹にマンガの感想を訊きくのは変わらない。日ひ芽めのリアクションはいつも自信を与あたえてくれる。

　いつも通り、ノックもそこそこに日ひ芽めの部屋のドアを開ける。

　思えばこの行動は配はい慮りよに欠けていた──。

　妹のプライバシーをもっと考えてやるべきだった──。

「何だこれは!?」

　日ひ芽めの部屋に乗のり込こんで、伊い織おりは驚きよう愕がくした。

　散乱する本の山、山、山……。

「おい、日ひ芽め！　散らかし過ぎだぞ！　だらしない！　ちょっとは片づけたら──」

　そのうちの１冊を拾い上げ、伊い織おりはさらに驚きよう愕がくすることになる。

「お、お前、何読んでんだよ!?」

　表紙の絵で、どういう内容の本かはすぐに分かった。

　他人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりはないが、どう考えても青少年には相応ふさわしくない内容であった。

　裸はだかの美少年が身体からだを絡からみ合あわせた絵である。

　日ひ芽めがたった今読んでいるものも、部屋の床ゆかに散乱する本のどれもこれもが、そんな感じの絵だった。

　なんということだろう。

　日ひ芽めは、ＢＬマンガを読よみ荒あらしていたのだ。

　この間、伊い織おりを部屋に入れずにコソコソしていたのはこういう訳だったのだ。

「やめろ！　やめるんだ、日ひ芽め！　まだお前には早い！」

　伊い織おりは慌あわてて日ひ芽めから本を奪うばい取とる。

「ふしゅううううぅぅぅぅぅぅ…………」

　すると、日ひ芽めはベッドに積んである別の本を取って、また一心不乱に読み始める。

「やめろって言ってるだろ！」

　伊い織おりはそれを、今度は叩たたき落おとした。

「どうして急にこんなものを!?　クラスの誰だれかにそそのかされたのか!?」

　伊い織おりは日ひ芽めの肩かたを持って激はげしく揺ゆすった。ぐわんぐわんと日ひ芽めの頭が揺ゆれる。されるがままでまるで人形のようだ。

　それからダランと頭を垂らし「くけけけ」と不気味な笑い声を漏もらす。

「何言ってるの、お兄ちゃん……？　決まってるじゃん……。お兄ちゃんのことを理解するためにだよ……！」

　日ひ芽めはケタケタ笑いながら、そう話し出す。

「は？　僕ぼくの？　何のことだ？」

　伊い織おりは理解出来ない。その意味不明な返答に困こん惑わくするしかなかったのだ。

「……ちょっと待てよ。ＢＬと僕ぼくが何の関係があるっていうんだ？　そんな趣しゆ味み、僕ぼくにはないぞ」

　今まで色んなジャンルのマンガを描かいてきたが、これは手を出したことがない。

　だというのに、この妹は何を言い出しているのだろうか。

「しらばっくれないでよ……」

「へ？」

「お兄ちゃんが大好きなホモを！　ボーイズラブの良さを知るために！　お兄ちゃんのことを理解するために！　私なりに考えた結果がこれなんだからね！」

　両手に濃のう厚こうなＢＬ本を携たずさえながら、迫はく真しんの声を上げている。

　伊い織おりは呆ぼう然ぜんとする。

「……い、いやいや！　待て！　な、なんでお前の中で僕ぼくはＢＬ好きになっているんだ!?　説明しろよ！」

「だってお兄ちゃんって男の人が好きなんでしょ!?」

「はあ!?」

　間かん髪はつ容いれずの妹の叫さけびに、伊い織おりは耳を疑う。

「……あのね、お兄ちゃん。ＢＬ、すっごく良かったよ。お兄ちゃんのお蔭かげで、こんな世界があったこと知れて、わたし、嬉うれしかったんだ。……でも、でもね……。やっぱり身内がホモは無理だったみたい……。ゴメンね……。お兄ちゃん……」

「いやいや！　だからなんで!?　僕ぼくはホモじゃないよ！　ノーマルだよ！　そっちの趣しゆ味みは皆かい無むだよ！」

　どうしてそういう発想になったのか理解出来ない。そんな雰ふん囲い気きのマンガを描かいた覚えもないし、そんな誤解を与あたえる理由もないはずだが。

「……な、なあ、日ひ芽め。どうしてお兄ちゃんが男好きだと思ったんだ？　よし。まずはそこから解決しよう。な？」

　伊い織おりが優やさしめの口調で諭さとすように言うと、日ひ芽めは涙なみだ目めでグッと歯を食いしばってこう叫さけんだ。

「だって、お兄ちゃんって、高こう良ら翔しよう太た郎ろうさんのことが好きなんでしょ!?」

「……は？」

「言ってたじゃん！　付き合えるって言ってたじゃん！」

「ああ、まあ、可愛かわいいとは思うが……」

「ほらやっぱり！　それって男の子が好きってことじゃん！」

　伊い織おりは頭を押おさえる。

　ああ、なるほど、そういうことか……。

　全てを理解した伊い織おりは、再び諭さとすような口くち振ぶりで語り出す。

「……あのなあ、日ひ芽め。あいつは、高こう良ら翔しよう太た郎ろうはな。女の子なんだよ」

「は？　もしかしてお兄ちゃんはご乱心ですか？」

「ご乱心はお前だよ！　あいつは家の事情でずっと男の格好をしているだけなんだ！」

　伊い織おりは高こう良ら翔しよう太た郎ろうの本名が高こう良ら翔しよう子こであること。そして、正しよう真しん正しよう銘めいの女性であることを説明した。

「ウソだ！　そんなマンガみたいな人いないよ！」

「本当だよ！　だからあいつのことを僕ぼくがどう思おうが、ノーマルってことなんだよ！」

「ウソだ、ウソだ、ウソだ！　お兄ちゃん、わたしのためにウソつこうとしてるんでしょ!?　そんなウソのやさしさいらないよ！　そんなことされても、もっと傷つくだけなんだからね！」

　日ひ芽めは泣きながら、ＢＬまみれの部屋から飛び出した。

「おい、待てって！」

　止めようとするが、ＢＬ本に足を取られて伊い織おりは出で遅おくれた。

　部屋を出てみるともういない。

　どうやら日ひ芽めは、家からも飛び出してしまったようだ。

　伊い織おりは慌あわててそれを追いかける。




　小一時間後。

　伊い織おりは目もく撃げき情報を頼たよりに走り回り、河原で泣きじゃくる日ひ芽めをようやく発見した。

「ううううううううぅぅぅぅ…………」

　号ごう泣きゆうである。

　見ていられないほどの慟どう哭こくである。

「……帰るぞ、日ひ芽め」

「うるさい！　お兄ちゃんなんて知らない！」

　優やさしく話はなし掛かける伊い織おりを、日ひ芽めは拒きよ絶ぜつする。

　兄が男色家であること。そしてそれを、ウソをついてまで隠かくそうとしていることに、日ひ芽めは悲しみと怒いかりを覚えているのだ。

「いい加減にしろ、日ひ芽め！　僕ぼくはホモじゃないし、ウソもついていない！」

「じゃあ証明してよ！　ホモじゃないって証明を！」

「はあ!?　そんなのどうやって証明すりゃいいんだ!?」

「女の子が好きだって証明してよ！」

「僕ぼくは女の子が好きだよ！　証明しろって言われても、そうとしか言いようがないだろ！」

「そんなの信じられないよ！」

「本当だ！　今、好きなやつだっているんだからな！」

「ウソだよ！　じゃあ言ってよ！　どこの誰だれが好きなのか！　それが証明になるよ！」

「う、うるさいなあ！　言えるか！」

「ほら！　やっぱりウソなんだ！　ウソだから言えないんだ！」

「ウソじゃないって！」

「じゃあ誰だれが好きなのか言ってよ！　はっきりと！　その口で！」

　埒らちが明かない。

　そう思った伊い織おりは、半ギレ気味に言ってやった。




「楪ゆずり葉はだよ！　僕ぼくは杜もり若わか楪ゆずり葉はが好きなんだよ！」




　なかなかの大声であった。

　今、この河原周辺には、自分と日ひ芽め以外はいないはずなので、思い切って言ってやったのだ。

　ところが、




「──え？」




　誰だれもいないと思っていた背後から、驚きよう愕がくの声が聞こえてきた。

　それは聞き覚えのある声だった。

　恐おそる恐おそる、伊い織おりは振ふり返かえる。

[image: ]

「…………楪ゆずり葉は…………？」

　そこにいたのは楪ゆずり葉は本人だったのである。

　伊い織おりの顔が一いつ瞬しゆんにして真っ赤になる。

「あの……伊い織おりくん……。今、何て……？」

　思いっきり聞かれた。

　どう考えても、一番聞かれてはいけない人物に聞かれてしまった。

　なんという運命の悪戯いたずらか。

　あるいは──。

「ちょっ！　ま、待て！　こ、これはあれだ！　ウソ、ウソ！　妹を納なつ得とくさせるためのウソ！」

「お兄ちゃん、じゃあやっぱりホモだったんだね！」

「いや、違ちがう！　その！　あの──」




　楪ゆずり葉はは、慌あわてる伊い織おりの様子を見ながら、今日も『マンガの神様』がどこかで笑っているなと思った。





終おわり









　あとがき




『マンガの神様』は存在するのか。それともしないのか。




　結局、本編ではっきりとした解答は出しませんでした。この物語にとって重要ではないと考えたからです。

　もしも作者として答えを示せと言われれば、

「存在するかもしれないし、しないのかもしれない」です。

　間ま違ちがいないのは、ファンタジー世界に登場するような人や生物の形を持った個体ではないということです。言いい換かえれば目に見えない『運命』といったところでしょうか。人生においてあらかじめ決められた流れのようなもの。『マンガの神様』が存在するとすれば、楪ゆずり葉ははマンガのような出来事に巻まき込こまれる『運命』を抱かかえているのでしょう。

　物語の主人公はこの『運命』に対して抗あらがうのが相場かと思います。決められた結末を変えるために全力で奔ほん走そうする姿がカッコイイからです。

　最終的に楪ゆずり葉はは『運命』を受け入れるという選せん択たく肢しを取りました。

　それは悲ひ観かん的てきなことではありません。僕ぼく自じ身しんは「『運命』は決まっていて絶対に変えられないもの」と考えています。生まれる場所や環かん境きようは選べません。人生で選んだ選せん択たく肢しは二度と変えられません。ただ、決まっているからこそ、変えられないからこそ、その道の上を全力で走るというのもまたカッコイイと思うのです。




　電でん撃げき小説大賞という大きな場で身に余る評価をいただけたこと。シリーズとして刊行出来たこと。この小説を書き始めた段階では、考えてもみないことでした。

　全力で走ることが出来たのは、多くの方のお力ちから添ぞえあってのものです。

　デビュー作ということもあり、右も左も分からない自分のことを導いてくださった担当様。御お二ふた方かたのご厚こう意いとご尽じん力りよくがなければ、こうして４巻目を発刊することは叶かないませんでした。いつもあらゆる面でサポートいただきありがとうございます。

　素す敵てきなイラストで『マンガの神様』の物語を彩いろどって下さったＴテｉイｖブ様。電でん撃げき文庫はもちろん、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥの短編にも多くのイラストをご提供いただきました。キャラクターのコスチュームなどほとんどお任せしてしまいましたが、毎回想像以上に可愛かわいいものを用意して下さるので嬉うれしく思い、頭が上がりません。ありがとうございました。

　そして、今、手に取って読んでいただいている読者の皆みな様さま。

　一人でも待ち望んでいる方がいらっしゃったお蔭かげで、この物語を区切りまで書き切ることが出来ました。皆みな様さまの中に何か少しでも残すことが出来たのなら、作者冥みよう利りに尽つきる思いです。最後まで読んでいただきありがとうございました。




　それでは、この作品に関わっていただいた全ての方に感かん謝しやの念を抱いだきながら、ここで一いつ旦たん、筆を置かせていただきます。

　なるべく早く、新たな世界を皆みな様さまにお届け出来るよう、日々努めて参る所存です。




　最後に改めまして。

　本当に、本当にありがとうございました。


蘇そ之の一かず行ゆき









　……日ひ芽めの誤解を解けて良かったです。







蘇そ之の一かず行ゆき

『マンガの神様』（電撃文庫刊）で第21回電撃小説大賞＜銀賞＞を受賞。同作でデビュー。学生時代読書が苦手でした。当時、作家になるなんて夢にも思っておりませんでした。
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イラスト／Ｔテｉィｖブ

漫画家兼イラストレーター。

楪葉ちゃん着せ替えの楽しさはすごく分かりますので、いつも天宮さんに激共感してます！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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第一章　最後の試練／「電撃文庫MAGAZINE Vol.48」（2016年3月号）

第二章　仲間たちとの文化祭／「電撃文庫MAGAZINE Vol.49」（2016年5月号）

第三章　連載マンガの描き方、エピローグ／「電撃文庫MAGAZINE Vol.50」（2016年7月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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マンガの神かみ様さま④








蘇そ之の一かず行ゆき
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